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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序章　理解不能な謁えつ見けんサプライズ




「わたしは姫ひめよ。そしてあなたは今日からわたしの家臣。わかったかしら」

　高校一年生、盾たて町まち良りよう護ごの前に突とつ然ぜん現れた少女は、そう言った。

　鈴すずを転がしたような、少女に似合う透とう明めい感のある可愛かわいらしい声だった。

「……はい？」

　目覚めたばかりで頭の回転が鈍にぶいせいか、意味がまるでわからなかった。

　たしかに、少女の容姿は姫と呼ぶには相応ふさわしい。

　銀色に輝かがやく頭とう髪はつ。

　一本一本が細く、柔やわらかく、そしていかにもなめらかそうな質感をしている。

　少女が体を揺ゆらす度たびに、照明を反射し、きらきらと輝いた。

　深しん紅くの豪ごう奢しやなドレス。

　ゆったりとしたデザインながらも、少女の体にぴったりとあつらえられている。

　単に「赤色」というだけでは表現をしきれないような複雑な色調の布が使われていた。

　また、その装そう飾しよくも豪ごう華かだった。

　金糸銀糸を使った凝こった刺し繍しゆうや、色とりどりの宝石類。

　一歩間ま違ちがえれば悪あく趣しゆ味みになりそうなそれらが、絶ぜつ妙みようなバランスで配置され、輝いている。

　この世の中に、これ以上すばらしいものがあるだろうか。

　服飾関係には全く疎そ遠えんな、素人しろうとの良護でさえ、そう思うデザインだった。

　もちろん、ドレスが覆おおう肢し体たいも見事だった。

　手脚は長く、頭は小さく、全体のシルエットはまるでモデルのようだ。

　そしてドレスから露ろ出しゆつする、すべすべしていそうなきめの細かい肌はだ。

　ミルク色、白磁色、純白……。

　それは、とにかく透すき通るように白く、美しかった。

　だが、美しいといえば、何よりもその顔だ。

　少しつり上がり気味の目元。

　意志が強そうな、その目に嵌はまる碧あお色の瞳は、海と空、天上天下の両方を象しよう徴ちようしているかのように、深く神秘的な色合いをしている。

　当然、鼻や唇くちびるや耳も、少女によく似合う絶妙な形と大きさで、配置も完かん璧ぺきだった。

　美少女だ。

　良護は生まれて初めて、直接出会った少女をそう認にん識しきした。

　テレビや雑誌で見かけるアイドルを、そう思ったことはしばしばあった。

　だが、生なまで出会った名前も知らない少女を美しいと思ったのは初めてのことだった。

　惜おしむらくは、年ねん齢れいとその胸むな元もとだろうか。

　顔のつくりは美しいものの、少女は良護よりも少し幼く見える。

　中学一年か、あるいは二年生くらいだろうか。

　そして、その年齢のせいだろう。

　胸の発育は今一つといったところだ。

　良護はもう少し大きい方が好みだった。

「聞いてるの？　わたしの名前はオリカ・神み剣つるぎ・マカルイン。あなたの姫よ」

　美少女が、もう一度言った。

　オリカと名乗った少女は、派手な椅い子すにすわって良護を見下ろしている。

　椅子には、金銀に光り輝く刺繍が施ほどこされ、さらに色とりどりに煌きらめく宝石類がちりばめられている。玉座と呼ぶべきだろう。

　つまり、オリカは、容姿も、格好も、座っている椅子も「お姫さま」という存在にぴったりに思えた。

　これがもしもお城の中で、良護が王国の民たみであったならば何も問題はない。

　しかし、良護の住んでいるこの国は民主主義の議会制。

　かつて王がいたことはあったが、過去に戦争で負け、現在は一族すべて消息不明だ。

　そして、良護が今いるこの場所も城ではない。どう見ても学校の教室だった。

　机や椅子が重ねられ、綺き麗れいに教室の前後に並べられている。そのため、室内はちょっとしたホールのようになっている。

　その中央に黒板の前に置いてあるはずの教きよう壇だんがある。

　オリカの座る玉座は、その上に鎮ちん座ざしているのだ。

　今の状じよう況きようを簡単にまとめるなら、学校の教室で、派手な衣い装しようを着た自じ称しようお姫さまな美少女がわけのわからないことを言っている、である。

　果たしてこの状況はなんなのか。一番考えられるのは、誰だれかと間違えていることだが。

「……あの、人違いじゃないのか？」

　良護が口を開くと、オリカがすぐに聞き返してきた。

「あら。あなたは盾町良護ではないの？」

「……俺だな、それは」

　どうやら人違いではないらしい。
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　だとすると一体どういうことだろうか。

「ん？」

　ふと、良護はそこで違い和わ感を覚えた。

　体がこわばっているような気がする。手足をうまく動かせない。

　おかしいと思って見下ろすと、なんと良護の体は椅子にひもで縛しばり付けられていた。

「なんで縛られてるんだよ!?　おまえがやったのか？」

「あなた、口の利きき方を知らないの？　わたしは王族よ。庶しよ民みんは黙だまって王族の言うことを聞けばいいのよ」

　オリカは、あきらかに機き嫌げんを損そこねたように眉まゆをひそめた。

「王族？　庶民？　何の話だ」

「あなたが質問をする場ではないわ。わたしが家臣になりなさいって言ってるの」

　良護の混乱をよそに、オリカがいらだちを隠かくさずに言う。

「素す直なおにうなずいたらどうなの？」

「そんなこといきなり言われても、うなずけるわけないだろ！」

　良護は精せい一いつ杯ぱい言い返した。

「おかしいわね。庶民のくせに王族の言うことを聞かないなんて」

　オリカは良護の反応が不服らしい。

　むすっとした顔で、玉座の腕うで置きを指先でトントンと叩たたいている。

　すると、オリカの玉座の裏から、ひとりの女性が顔を出した。

「オリカ様」

　真っ黒なドレスをまとった、メイドのような格好の女性だった。

　頭髪をシニョンにまとめた彼女は、良護より少しだけ年上に見える。

「この国の王家は、過去の戦争で途と絶だえて久しいです。ですから、国民の王族への敬意は薄うすいかと思われます」

「そういえば、そんな歴史だったわね。じゃあどうすればいいの、アゲハ」

「はい。私に考えがあります」

　アゲハと呼ばれた黒くろ髪かみの女性は、オリカにむかって恭うやうやしく頭を下げると、良護の方へゆっくりと接近してきた。

　そして、目の前に来るなり、おもむろに跪ひざまずく。

「お願いいたします。オリカ様の家臣になっていただけませんか？」

　首をかしげ、わずかに上うわ目め遣づかいに問いかけてくるアゲハに、良護は生なま唾つばを飲み込んだ。

　近くで見ると、アゲハもまた、かなりの美人だったからだ。

　良護はたじろぎつつ、なんとか答える。

「そ、そんなことを言われても、わけわかんねえよ。何なんだよ、おまえたち」

「姫とその付き人です」

　アゲハがにこりと微笑ほほえんだ。

「いや、だからその、姫ってのがなんなのか……、って、何してるんだ」

　尋たずねようとした良護は、質問を途と中ちゆうでやめた。

　目の前で、アゲハがおもむろに服のボタンに手をかけ始めたからだった。

　ふたつほど外したところで、そっと襟えり元もとを開き、良護の方に見せつける。

「ちょ、え!?」

　良護は目をそらしつつも、ちらちらと見てしまう。

　黒いブラウスの襟元。その内部には真っ白な肌があり、そしてその下の方に、やわらかそうなふたつの物体が作る谷間が見える。

「男性には色いろ仕じ掛かけが最も有効と、王家認定メイド学校で習いました。これで、家臣になっていただけませんか？」

　アゲハはかすかに頬ほおを赤く染めながら、目を伏ふせた。

「いや、そんなことされたって……」

　良護はその胸元からできるだけ遠ざかろうと背筋をのばして、顔を背そむける。

「そうですか。わかりました。それでは、これではいかがでしょう」

　アゲハはますます顔を赤くして、下を向く。

　それから、背中に腕を回してなにやらもぞもぞと動かしたかと思えば、すぐに、片方の手を、開いている襟元、つまり胸へと差し込む。

「この国の男子高校生は、こういうもので一週間程度は猿さるのように楽しむ、と王家認定メイド学校のＳＮＳに書いてありました」

　すっと、胸元から何かを取り出した。黒いものだ。

　それをアゲハは、ふぁさりと良護の頭の上にのせる。

「きゃあ！　アゲハ、な、何してるのよ」

　アゲハの後方で、オリカが小さく悲鳴を上げた。

「な、なんだ!?」

　良護は首を動かして、それを膝ひざの上に落とす。

　黒い布でできたメガネのような物体だった。

　ところどころにレースの装飾があり、エナメルのような光こう沢たくの生き地じの部分もある。

「って、ブラジャー!?」

　それはいわゆるひとつの女性用下着、ブラである。色は漆しつ黒こくだった。

　カップのサイズは、かなり大きそうだ。ＥとかＦとかそういうものだろう。

「いかがでしょう。私、こういった交こう渉しようは初めてなのですが……、これでオリカ様のお願いを聞いてはいただけませんか？」

　耳まで赤く染めたアゲハが、またもや上目遣いに良護に問う。

　健全な男子だったら、鼻の下を伸のばして、思わず「いいですよ」と言ってしまいそうなシチュエーションだったが、良護は違った。首を振ふって否定する。

「いやだ。こんなのは俺の望む平へい凡ぼんな人生とは、ほど遠い！」

　わけがわからなかった。

　良護はただ平凡な人生を送りたいと思って、日々を過ごしてきただけなのに。

　なんでこんな目にあうのか。

　良護は膝の上にある、妖よう艶えんなオーラを出す黒い下着から必死に目を逸そらしながら、少しだけ前の時間を思い出していた。








　第一章　事実誤ご認にんで召しよう喚かんアクシデント




　　　　１




「起立、礼」

　全国的に代わり映ばえのない挨あい拶さつが終わると、良りよう護ごのクラスにも放課後がやってくる。

　部活に入っていない良護にとって、それはほとんど一日の終わりと同義だった。

「今日も一日、普ふ通つうだったぁ」

　クラスメイトの大部分がいなくなった教室で、良護は最後の授業で使用した教科書やノートを鞄かばんにしまうと、大きくのびをする。

「そうだね、普通だったね」

　にこにこしながら、おっとりとした口調で良護に同意したのは、百もも瀬せ夏か輪りん。

　几き帳ちよう面めんに結ゆわいたお下げ髪がみに、かなり重い前髪、そして黒くろ縁ぶちのぶあついめがねがトレードマークという、「いまどき」から、はるか遠い座標に位置する少女だ。

　夏輪と良護は幼よう稚ち園えんからのつきあい、要するに幼なじみだった。

「人生はこんな風に、無難にいくのが一番良いよな」

　そんな良護の独白ともとれる問いに、夏輪が一生懸けん命めい口を開く。

「り、りょうちゃんの夢は、平凡な人生、だっけ？」

「そのとおり」

　良護は大おお仰ぎようにうなずいて見せる。

「学校を問題なく卒業して、そこそこの大学に入り、それなりの企き業ぎように勤めて、それで節制した生活をして老後はのんびり年金で暮らす。そんな人生が最高だろ？」

「そうかなあ。た、たまには胸がどきどきするようなことがあっても良いと思うけど」

「そんなもの面めん倒どうなだけだろ。凡ぼん人じんは凡人らしく平凡に暮らすべきだって」

「う……、うん。でも、ほら、面倒じゃないことも、あるよ？」

「例えばなんだよ」

「えっと……、えっと……、あの、あのね、りょうちゃん」

　うつむくと、夏輪はもじもじとせわしなく指をあわせていた。

「あのね、その、あの、お、お母さんから、え、え、え、映画のチ、チ、チ……」

「ん？」

　夏輪が何か言いかけたそのとき、良護の机の中から何かがはらりと落下した。

　白くて長方形をしている。どうやら封ふう筒とうらしい。

「なんだ、これ。……手紙、か？」

　拾いあげてみると、表面には表書きも差出人の名前もない。

　大きな特とく徴ちようは三角形の先せん端たんを模様のついた丸い蝋ろうで留めてあることくらいだった。

「映画のチケ……、あ、あれ、それ、なに？　りょうちゃん」

　良護のもつ封筒に気づいた夏輪は、慌あわてて自分の話を中断した。

「わからん。机の中に放ほうり込んであったみたいだ」

「あれ、りょうちゃん、どこいくの？」

「ゴミはゴミ箱に捨てるべきだろ？」

　封筒を手に取り、席を立った良護の制服の袖そでを夏輪がつかむ。

「ご、ゴミって！　そのお手紙のこと？」

「宛あて名なも差出人も書いてないからな。誰だれのものでもない。なら、ゴミだ」

　良護はそのまま教室の隅すみのゴミ箱へ向かおうとする。

　だが、夏輪が必死にその行動を邪じや魔まする。

「待って、待ってよ、りょうちゃん。せめて、中身くらい見た方が良いよ」

「なんでだよ。こんな不ふ審しんなもの、ろくなこと書いてないに決まってるだろ」

「お手紙って、書く人は相手に読んで欲しいから書くんだよ。気持ちとか想おもいとか一生懸命伝えたくて書くんだよ。だから、見ないで捨てるなんて、と、とんでもないことだよ」

「だったら、もう少し体てい裁さいくらい気を遣つかうべきだろ」

「そ、それはそうかもしれないけど……」

　夏輪が困った様な表情を作った。

「もしかして、夏輪が書いたのか？」

「ち、ち、ち、違うよう。あ、ら、ラブレターかも、しれないよ？」

　夏輪は慌てたように手を振り、それから茶化すように言った。

「ラブ……」

　良護は、その単語の響ひびきにわずかに心が揺ゆらぐ。

　良護も正常な男子高校生だ。その手の話には、それなりに興味がある。

　もちろん彼女はいないし、いたこともない。

　だがしかし、良護は即そく座ざに首を振って否定した。

「ないだろ。俺にそんなもの」

「そんなことないよ、りょうちゃん、素す敵てきだもん」

「おだてたって何もでないぞ」

「おだててなんかないよ。あたしはいつだって本気だよ」

　おべっかをくすぐったく感じ、良護は夏輪から目を逸らした。

　自然に視線は手紙に向かう。

「……まあ仕方がない。おまえがそこまで言うなら読むだけ読んでみるか」

　良護は席に座り直し、封書の封蝋を外した。

「あ、あたし、うしろ向いてるね」

「別に見てもかまわないぞ？」

「りょうちゃんはもう少しデリカシーを身につけるべきです」

　ぷくっと、頬をふくらませながら夏輪は良護に背を向けた。

　やれやれと、軽く嘆たん息そくしながら開封する。

「なんだこれ……。メモか？」

　中には手紙と呼ぶには小さすぎる、メモ書きのような紙し片へんが一枚入っているだけだった。

「なになに。放課後、三階の空き教室に来なさい……？」

「りょうちゃん、お手紙を音読するのは反則だよ」

　夏輪がうしろを向いたまま抗こう議ぎの声を上げた。

「以上……。なあ、夏輪。たったこれだけの文章でも手紙っていうのか？」

「え、それ、だけ？」

　くるりと振り返ると、夏輪は良護の手の中にある手紙をのぞき込んだ。

　中央に、教科書に載のっているような書体の几帳面なペン字で、先ほど良護が読み上げた文面が記き載さいされている。時候の挨拶も結びの句も、もちろん差出人の名前もない。

「こういうのもラブレターっていうのか？」

「えっと……、どう……、かな。字は女の子っぽい……、けど……」

　あまりの文章の短さに、夏輪もさすがに困こん惑わくしている。

　良護は裏返してみたり、蛍けい光こう灯とうに透すかしてみたが、仕し掛かけがあるわけでもなさそうだ。

「りょうちゃん、どうするの？」

「そうだなあ。とりあえず」

　良護はメモを封筒の中に戻もどすと、鞄を持って席から立ち上がった。

「帰るか」

「え、ちょ、りょうちゃん、行かないの？」

「どこに？」

「その、空き教室」

「行くわけないだろ。こんなのは平凡な人生には不必要だ」

「そんなこと言わずに、とりあえず、行くだけ行ってみたら、どう、かな？」

「あのなあ、夏輪」

　頭をかきながら、良護は幼なじみの少女に言う。

「おまえは知ってるだろ、俺の体質のこと。あれがある限り彼女なんて作れねえよ」

「知ってるけど。でも、でも……」

　夏輪は、しかし引きそうもない。

　良護はため息をついた。長いつきあいから、夏輪がこういうだだをこね始めると、てこでも動かないことを熟知しているのだ。

「……はあ。わかったよ、行くよ。行くだけ行ってみる。それで良いだろ？」

「……うん」

「ったく、変なところで頑がん固こだよな、夏輪は」

「……本当に、そうだね。なんで、あたし……」

「何か言ったか？」

「ううん。なんでもない。なんでもないよ、りょうちゃん。か、可愛かわいい子だと良いね」

「どうせ市いち原はらあたりの悪戯いたずらだろ？」

　市原というのは、良護のクラスメイトのひとりで、悪友である。無論、男子だ。

　良護は今度こそ鞄を持つと、教室の出口へ向かって歩き始めた。

「そういえば夏輪、さっき映画がなんとかとか言ってなかったか？」

　教室から出ようとしたとき、良護は会話が途と中ちゆうだったことを思い出した。

　振ふり返ると、こちらをじっと見つめている夏輪と目が合う。

「あ、あれは、その……、なんでもないよ、りょうちゃん。それより、今日は夕方すぎに臨時の校内清せい掃そうがあるから、生徒は早めに校舎から出なさいって、先生が言ってたよ」

「そうだったな。さんきゅな、夏輪。じゃ、また明日あした」

「うん、ま、またね」

　良護は軽く手を振って、教室を後にした。

　約束の場所へ向かい、足を進める。

　しかし、良護の気は重い。

　こういうイレギュラーなイベントは良護のポリシーに反することだからだ。

　とはいえ、夏輪には行くと約束してしまった。あとで結果を聞かれるに違ちがいない。

　結局、悩なやんでいるうちに、良護は三階へついてしまう。

「……ここまできたら、行くしかねえよな」

　良護は決心して、自分に言い聞かせた。

　三階の廊ろう下かは、まるで休日のように人ひと気けがなく、静まりかえっている。

　目的の教室はすぐに見つかった。しかし、扉とびらはきっちりと閉とざされていて、中の様子は一いつ切さいわからない。

　良護が深呼吸をして、扉に手をかけたその瞬しゆん間かんだった。

　教室から、なにか黒い影かげが飛び出したかと思うと、顔に何かを吹ふき付けられた。

　花のような甘い香かおりがして……、良護の意識は急速に遠のいた。
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　そして、良護が目を覚ますと、目の前にはお姫ひめさまがいたのである。

　回想終しゆう了りよう。

　やっぱり来るべきじゃなかったんだ……。

　きっかけを思い出した良護は、今さらながらに後こう悔かいした。盛せい大だいに。

　もちろん、まだ良護は教室にいて、椅い子すに拘こう束そくされたままである。

　玉座に座るオリカは顔を手で覆おおい、指の隙すき間まからこちらを窺うかがっている。

　良護の目の前には跪ひざまずいたアゲハがいて、耳まで赤く染めたままである。

　黒く妖よう艶えんなブラジャーは、膝ひざの上に健在だった。

「オリカ様のお願いを聞いてはいただけませんか？」

　もう一度、アゲハが上うわ目め遣づかいに尋たずねてきた。

「絶対にいやだ！」

「そうですか……」

　良護が即そく答とうすると、アゲハは、がっかりしたようにつぶやいた。

　それから、きゅっと拳こぶしを握にぎりしめながら言う。

「この日ひ影かげアゲハ。オリカ様のためならば、手を汚よごすこともためらいません」

　きっと、挑いどむような目で良護を見つめる。

「な、なんだよ」

　じりじりと、アゲハが良護に、さらに接近してくる。

　ただでさえ近くにいたのだから、当然体は密着しそうになる。

　覆い被かぶさるようにして、アゲハが良護に迫せまる。

「お、おい、やめろよ」

　良護は避さけようとするが、逃にげられない。

　体がわずかに触ふれた。

　良護はアゲハの体温を感じ、その部分に、ぞくりとした感覚を覚える。

　やばい、離はなれないと、このままではあの体質が発現してしまう。

「やめろ、俺に近寄るなっ！　くっつくな！」

　必死に体をのけぞらすものの、体を拘束されたままの良護は身動きがとれない。

「まずいんだって、ほんとうに！」

　だが、良護の抗議は聞き入れられない。

　青ざめる良護をよそに、アゲハは無言でどんどん迫ってくる。

　良護の前には、アゲハの下着の外れた胸むな元もとが肉にく薄はくしている。

「やめろ、やめるんだ！」

「言ってだめなときは、体に尋ねろ、と王家認にん定ていメイド学校のトイレの壁かべに書いてありました。これで、いかがでしょう」

「ちょ、ちょっとアゲハ、そ、そんなこと、するの？　え、え、えぇ？」

　オリカの慌あわてたような声が聞こえると同時に、

　ぎゅ──────────────────────────────────っと。

　アゲハは良護に思い切り抱だきついていた。

「もが!?」

　肉の感かん触しよくに良護の呼吸が止まる。

「ちょ、ちょっとアゲハ、いくらなんでもやりすぎよ！」

「オリカ様が冠絶の姫王エクセルシアになるためならば、仕方のないことです」

　良護は抵てい抗こうするが、アゲハは、さらにぎゅっと力を込こめて、放さない。

「ですが……、どうしましょう。すこし、楽しくなってきてしまったかも……」

「もががあ、もががが」

　アゲハの腕うでの中、良護は必死に顔を動かす。

「あん。いけませんよ、そんな、乱暴に……」

　なまめかしい声が、アゲハの口から漏もれた。

「もがっ、もがあ！」

　良護がアゲハの胸の中で、なにやら叫さけぶが、言葉にならない。

　そして数秒後。

「あら、どうしました？」

　突とつ然ぜん、良護の体がスイッチの切れた玩具おもちやのように、ぴくりとも動かなくなった。

　アゲハが体を放すと、どういうわけか良護は白目を剥むいて気を失っていた。

「何をしたのよ、アゲハ」

　異変に気づいたオリカが、壇だん上じようから降りてアゲハの横へやってくる。

「いえ。特におかしなことは……。すっかり気を失っていますね」

　良護の体を調べていたアゲハは、そう結論づけた。そして、不意にほくそ笑えむ。

「これは絶好のチャンスですよ、オリカ様」

　アゲハはすばやくブラをつけ、ブラウスを元通り着込んだ。

　そして意識のない良護の背後に回り込み、その手首の拘束を解くと、腕を持ち上げて、だらんとした手首を掴つかんで、オリカに向かって手招きをする。

「オリカ様、オリカ様」

　まるで良護を人形と見なした、腹話術のようだ。

「この隙すきに契けい約やくしてしまいましょう」

「アゲハ、いくらなんでも意識のない人と契約するのはどうかしら」

「オリカ様、私の苦労を無む駄だにするのですか？　この柔やわ肌はだを、オリカ様以外に見せたことのない、この体を男性にさらしたというのに！」

「その割には楽しそうに見えたけど」

「……正直、少しだけ、目覚めてしまった……、かも」

「……ふぅん」

「ああっ、なんですか、その蔑さげすんだような目は。すべてオリカ様のためですよ？」

「わかってるわよ。ちょっと驚おどろいただけよ」

　オリカは嘆たん息そくしながら言った。

『それじゃあ、さくっと、僕と契約して召しよう喚かん騎き士しにしてよ』

　声こわ色いろを変え、良護の陰かげに隠かくれたアゲハが、良護の右手をオリカに向かって差し出した。

「なに、それ」

「ジャパニメーションネタです」

「そう……。まあいいわ」

　オリカは差し出された良護の右腕を掴む。

「んっ……」

　ふと、良護がうめいた。意識が戻もどりそうな様子だった。

「オリカ様。急ぎましょう。彼が目を覚ましてしまいそうです」

「ねえ、やっぱりやめない？　こういうやり方は、スマートじゃないと思うわ」

「オリカ様、こんなところで躓つまずいていては、冠絶の姫王エクセルシアにはなれませんよ？」

「……わかったわよ」

　渋しぶ々しぶといった様子で、オリカはドレスのポケットから何かを取り出す。

　小さな赤い宝石だ。カットが複雑なのか、オリカが少し傾かたむけるだけできらきらと輝かがやいた。

　宝石を良護の手のひらに握らせると、その上から自身の手を覆い被せる。

　目を閉じ、深呼吸をして、

「────────────────────」

　オリカはそのまま口中でぶつぶつと何かを唱え始めた。

　お経のような、歌のような、不思議な響ひびきの呪じゆ文もんだった。
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　良護はその不思議な呪文で意識を取り戻した。

　まだ体が熱く、頭はぼうっとしていたが、目を開けて周囲を確認することはできた。

　目の前には、自分の手を握りしめ、熱心に何かを唱える銀ぎん髪ぱつの少女がいる。

　たしか、オリカという名前の、自じ称しようお姫さまだ。

　やっぱり、かなりの美少女だ。

　そんなことをぼんやりと考えていると、不意に握られている部分が熱を帯びてきた。

　体質的に、普ふ段だんでも似たような反応はあった。だが、いつもと少し違う。

　心臓が高鳴り、胸が締しめ付けられ、呼吸がどんどん苦しくなる。

　なんだ、これは？　なにが起こってるんだ？　おかしいぞ、俺の体。

　良護の背筋に冷や汗あせが浮うかんでくる。

　すると、そこでオリカが目を開けた。

「あら、起きてたの？　ちょうど良いわ。あとは対価を決めるだけなんだけど……」

　良護の意識が戻っていることに気づいたオリカが尋ねてきた。

「対、価？」

　頭がぼうっとしている良護は、オウム返しに聞き返す。

「召喚騎士として戦ってもらう代わりに、姫わたしが騎士あなたに支し払はらう対価よ」

「召喚騎士？　戦う？」

「そう、召喚騎士よ。わたしたち、姫涙石ラクリマをもつ姫の代理として戦う戦士よ。姫が対価を支払うことで、騎士には強きよう靭じんな身体能力と武器や鎧よろい、ときには異能が付ふ与よされるのよ」

「なんの……、話だ？」

「なんでもいいから、早く言いなさいよ。じれったいわね」

　それでも良護が答えられないでいると、オリカは小さく息を吐はいて続けた。

「いいわ。浮かばないのならわたしが考えてあげる。……そうね、あなたが家臣になったあかつきには、特に大切に愛めでてあげるわ。寵ちよう愛あいしてあげる。それでどう？」

「それはすばらしいアイディアですね、オリカ様！」

　良護の代わりに答えたのはアゲハだった。

「王族の寵愛はとても名めい誉よなことです。それに、姫ひめの寵臣ともなれば、王家内での待たい遇ぐうも破格のものとなるので、実利も伴ともないますから。さすが、オリカ様です」

「ふふん、そうでしょう。じゃあ、続けるわよ」

　アゲハに褒ほめられたオリカは、満足そうに鼻を鳴らした。そして、良護の意思などおかまいなしに、再び目を閉じ、呪文を口ずさみ始める。

　ところが、良護はそれどころではなかった。

　オリカの呪文が再開するとともに、手首を取り囲む熱の温度がますます上じよう昇しようし、今ではまるで、燃えさかる火か炎えんを押しつけられているかのような状態になっていた。

「あ、熱っちいいいいいいいい！」

　だから、そこで良護はオリカの手を豪ごう快かいに振ふり払った。

「きゃあっ」「なんです？」

　オリカとアゲハの驚いた声が重なる。だが、良護にはかまっている余よ裕ゆうはない。

　燃えるような熱さは、オリカの手が外れた今でも続いていた。

「うわああああ」

　両りよう腕うでを振り回し、全身を思い切り揺ゆする。

　火事場の馬ば鹿か力ぢからという奴やつだろう。良護が暴れると、体を拘こう束そくしていたロープが音を立てて切れ、その体が解き放たれた。

　良護は体勢を崩くずしながらも、床ゆかを蹴けり、その場から走り出す。

「ちょ、ちょっと、あなた！　待ちなさいよっ！」

　床に膝ひざをつきながらオリカが呼び止めたが、良護には振り向く余裕はない。

　オリカの声が届く頃ころには、すでに教室の戸をくぐり抜ぬけたあとだった。

「……あらら、逃げてしまいましたね」

「のんびりしてる場合じゃないわよ！　追いかけるわよっ！」

「オリカ様！　怒おこったお顔も素す敵てきです。写真を撮とっても良いですか？」

「馬鹿なこと言ってないで！　早くっ！」

　良護に遅おくれること数秒、姫とその従者もまた、教室を後にした。
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「一体、何なんだよっ！」

　パニックに近い心理状態の良護は、とにかくオリカたちから離はなれようと思った。

　走っているうちに、どうにか手首の熱は治まったものの、思考には行き先を考えるだけの余裕は生まれなかった。ただひたすらに足を動かし、走り続けていた。

　そして、はあはあと、息も絶え絶えにその扉とびらを開いた良護は、目の前の拡ひろがった光景を見て、自分の犯おかした失敗に気づいた。

　見み渡わたす限かぎり無機質なコンクリートの地面と、見晴らしの良い光景。

　そこは屋上だった。

　隠れられるようなめぼしいものはない。僅きん少しようなオブジェといえば、給水塔とうらしきタンクと、エアコンの室外機くらいだ。

　外周は良護の胸くらいまでの鉄てつ柵さくに囲まれていて、その向こう側に拡がるのは学校付近の町並み。天気が良ければ遠くの方に海が見えるはずである。

「……まずったな」

　良護は呼吸を整えながらつぶやいた。

　この校舎の屋上は出入り口がひとつしかない。従って、ここは構造上の袋ふくろ小こう路じだった。

　もちろん、鉄柵を越こえることができれば、どの方角にでも逃とう亡ぼうは自由自在だ。

　だが、近くの柵さくに駆かけ寄り、校庭を見下ろした良護は小さく舌打ちをする。

「二階くらいならなんとかなるかもしれないが、この高さはさすがに厳しいな。いくら姉ちゃんに鍛きたえられたって言ったって、基本的に俺は普ふ通つうの人間だからな……」

「あら、どなたですの？」

　ひとりごちていた良護の耳に、女の子の声が届いた。

　まさか、オリカやアゲハに追いつかれたのだろうか。

　警けい戒かいしながら振り返ると、ちょうど反対側の鉄柵の前に人ひと影かげがあった。

「この学校の生徒、ですの？」

　数種類の青色を組み合わせた豪ごう奢しやなドレスを身にまとった少女が、ゆるやかな風に吹ふかれながら良護の方を見ていた。

　腰こしよりも長い金髪が風に揺れるたび、きらきらと煌きらめいている。

「誰だれだ、おまえ」

　良護は咄とつ嗟さに身構えた。

　この学校に金髪に青いドレスの生徒がいるという話は聞いたことがない。

　あのオリカたちの仲間かもしれない。そう思った。

「……私はセイラ・マカルイン。伝統あるマカルイン王家の姫ですわ」

　すると少女は、表情を引きつらせながらも丁てい寧ねいに答えた。

「マカルイン……、王家……、それに、姫？」

　伝統ある、といわれても良護にはピンとこなかった。

　だが、「王家」という言葉には引っかかるものがある。

「ご存じですこと？　法王から正式に王に封ふうぜられたのは数百年前のことですけど、マカルインの家はそれよりもずっと古くから続いていますのよ。そもそもの起源は……」

「まさか、おまえ、あいつらの仲間か？」

　穏おだやかな口調で始めたセイラのお家自じ慢まんを、良護は途と中ちゆうで遮さえぎった。

　セイラはそれで言葉を止め、良護を見つめる。

「……この国の庶しよ民みんは王族に対する礼節というものを知りませんの？　庶民風ふ情ぜいが、高貴な王族である私の話を遮るなんて……。信じられませんわ」

　質問には答えず、不快感たっぷりの視線を良護に送ってくる。

　そこで、ふと、セイラが目を細めた。

「あら、おまえ。その腕輪は何ですの？」

「腕輪？」

　良護は首をかしげた。良護は腕時計も、一部の友人たちがつけているようなアクセサリーも身につけていない。

　自覚のないまま腕を見た良護は、そこに見慣れないものを発見した。

「なん……、だこれ」

　右腕の手首に、幅はばが数センチはあろうかという、真っ白な装そう飾しよく品が嵌はまっていた。

　縁ふち取どりのような金色の模様が施ほどこされていて、その中央部、腕時計であれば文字盤ばんのある位置に、燃えるような赤い宝石が取り付けられている。

　手首を動かし、全体を確かく認にんするがつなぎ目などは見られない。

　左手で抜こうとしたが、手首に密着しているのか、うんともすんとも言わなかった。

　こんなもの、いつ身につけたのだろう。

　考えてすぐに思い当たった。

　先ほど、オリカに握にぎられ、高熱を発したのがこっちの手だった。

　状じよう況きよう的に、関連があると見て間ま違ちがいないだろう。

「あら……、これはやっぱり……、ふむぅ……」

　腕輪にすっかり注意を奪うばわれていた良護は、セイラが、かなり近くまで来ていたことにまったく気づいていなかった。

　目と鼻の先に美しい少女がいて、興味深そうに良護の腕輪を眺ながめている。

　それからセイラは顔を起こすと、今度は良護の顔を観察するように見つめた。

　セイラは良護よりも身長が低く、見上げられるような形になる。

「この姫涙石ラクリマは、オリカのものですわね」

「ラクリマ？　それにオリカだと？　やっぱり知り合いなのか」

「知り合いも何も、私はあの子の従い姉と妹こで、姉みたいなものですわ」

「姉、だと？」

　なにかやばい気がする。そう思い始めた良護はわずかに後あと退ずさった。

　そんな良護を、セイラはねめるように見み据すえる。

「まさかとは思いますが、その武装で、おまえ、あの子の召しよう喚かん騎き士し、ですの？」

「召喚、騎士？」

　そういえば、さっきオリカがそんな単語を言っていた覚えはある。

　だが、良護はそれがなんなのかは知らない。

　答えに困っていると、セイラが小馬鹿にしたように言った。

「こんな庶民を騎士にするなんて。あの子、何を考えていますの？　信じられませんわ」

　セイラはそう言いながら、ゆっくりと数歩だけ後退する。

　そして、良護との間かん隔かくが数メートル開いたところで、居住まいを正すと、左手に嵌はめていた指輪をひとつ抜き取った。

　指輪には、不思議な光を放つ青い石が嵌まり、静かに煌めいている。

「でも、おまえも騎士ならば、騎士同士、戦わせればいいんですわよね？」

　良護を一いち瞥べつしたセイラは、指輪を掲かかげると、祈いのるように目を閉じ、軽く口づけをした。

　そして優ゆう雅がな動作で空中へと放ほうり投げる。

「蒼そう茫ぼうたる大海を越えて、さあ、おいでなさい、私の召喚騎士、シルバー！」

　良護はセイラが投げた指輪を目で追いかけた。

　指輪が重力と釣つり合い、空中で静止した、その瞬しゆん間かん。

「なんだ？」

　指輪が、いや、指輪に嵌まっている宝石からまばゆい光があふれ出した。

　光は、まるで宝石そのものの体積を膨ぼう張ちようさせるかのように空中に拡がり、ほどなくして、人の背せ丈たけよりも少し大きな扉くらいまで拡大する。

　内側には文字と紋もん様ようと幾き何か学模様を併あわせたような、複雑な図形が描えがかれる。

　長方形の、光の魔ま方ほう陣じん。そう呼ぶべきだろうか。

「なんだよ、これ」

　空中に浮うかぶ発光する魔方陣。それだけでも良護にとっては驚きよう異い的なことだったのだが、すぐに、それ以上に驚おどろくことが起こった。

　まるで光の図形の向こう側にべつの空間があるかのように、線や記号を押し広げながら、何かが浮かび上がってくる。
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「……鎧よろい?!」

　ずずずずず、と光から這はい出るように現れたそれは、白銀の甲かつ冑ちゆうをまとった人間だった。

　中世ヨーロッパの騎士を彷ほう彿ふつさせる姿をしている。

　騎士が魔方陣から全身を現すと、魔方陣そのものは細かな断だん片ぺんとなって淡あわく消えた。

　その残ざん滓しのような、光の粒つぶや明めい滅めつする糸片を体にまとわりつかせながら、白銀の騎士はゆっくりと空中を降下し、屋上のコンクリートに着地する。

　ガシャリと、明らかな質量と実体を伴ともなった音を周囲に響ひびかせ、同時にいくらかの砂すな埃ぼこりを巻き上げた。騎士が幻げん覚かくや映像ではなく、その場に存在することを示す証しよう拠こだった。

　騎士は、右手に刃は渡わたり一メートルはあろう長ちよう剣けんを持ち、反対側には野球のホームベースに似た形をした盾たてを構えている。

　鎧の胸の部分で、先ほどセイラが放り投げたものと同じ宝石が蠢うごめくように輝かがやいていた。

「これが私の召喚騎士、シルバーですわ」

　騎士の背後で、セイラが言った。その手には、げんこつふたつ分くらいの大きさをした、可愛かわいらしいデザインのハンドベルが握られている。

「力試だめしも兼かねますわ。さあ、戦いなさい、ふたりとも」

　そう言って、セイラはハンドベルを振ふった。

　リィンと澄すんだ音色が周囲に響き、静止していた白銀の騎士の体が動き出した。
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　その頃ころ、オリカとアゲハは人ひと気けのない校舎内を早足で進んでいた。

「相変わらず、すごいわね。王家の人ひと払ばらい技術は……」

　自分たちの周囲に一いつ切さいの人間がいないことに、オリカは改めて感心する。

「マカルイン家の力を借りて、学校の上層部に直接働きかけました。臨時の清せい掃そう業者を装よそおう程度、ブレックファスト前です」

「道具入れを装よそおった、わたしや玉座を運ぶためのコンテナも、割と居い心地ごこちが良かったわ」

「特注ですから」

「掃そう除じは？」

「もちろん、このあとに実じつ施しします」

　校舎内に妙みように人気がない理由、そしてオリカのような派手な格好の少女が、学園に侵しん入にゆうしても誰も騒さわがなかったことには、こういうからくりがあったのである。

「ここにもいませんね」

　さて、それはともかく、さきほどから教室や資料室など扉とびらがあれば、とりあえずアゲハが中をのぞき、何かを確認している。

「まったく。あの男、どこに行ったのよ。あと少しだっていうのに」

　オリカは唸うなるように言った。

　ふたりは儀ぎ式しきの途中で逃亡した良護を捜さがして校舎内をさまよっているのだ。

　初めて来訪した施し設せつであることに加え、オリカたちは良護の性格や行動パターンもよく知らない。それゆえに捜そう索さくは難航している。

　それに、種を明かしてしまえば、良護は最初に直面した階段を上へと進んだが、オリカたちは階下へと下りていた。それがかなりのタイムロスにつながっていた。

「もう自宅の方に戻もどられてしまったのではないでしょうか」

　アゲハの問いに、オリカは目を閉じる。

「……ううん。それはないわ」

　少し間を置いてから、軽く首を振る。

「まだ近くにいる。なんとなくわかるのよ。たぶん、途中とはいえ召しよう喚こ騎き士し契けい約やくを結んだからだと思うわ」

「姫ひめと騎士の関係になると、そんなこともできるんですか」

「本当に、なんとなくよ。細かいことはわからないわ」

　オリカは肩かたをすくめた。

　それから、また足を進め、ふたりはいくつかの教室を確認した。

「やっぱり、いませんね」

「ねえ、アゲハ」

「なんでしょう、オリカ様」

「あの男って、本当に、『サムライ・リョー』なの？」

「なぜです？」

「だって、サムライ・リョーって言えば、いくつもの事件や依い頼らいを完かん璧ぺきに解決しながらも表おもて舞ぶ台たいには出てこないっていう、裏の世界で有名な英えい雄ゆうなんでしょう？　とてもそんな屈くつ強きような人間には見えなかったわ。色いろ仕じ掛かけで気絶しちゃうし……」

「ご安心くださいオリカ様。私が組織した情じよう報ほう網もう、アゲハ機関を駆く使しすれば、謎なぞが多い人物の正体を突つき止めるくらい造作もありません」

　アゲハはどこからともなく分厚い紙の束を取り出し、めくる。

「この報告書によれば、サムライ・リョーのファミリーネームはタテマチ。そして先ほどの少年の名前は盾たて町まち良護。ファミリーネームが同じで、ファーストネームがリョーとリョウゴ。ここまで符ふ合ごうすれば間違いないでしょう」

「名前だけ？」

「もちろん、その他にも証拠はあります。お望みなら、すべて音読しますよ？」

「いいわよ。そこまでしなくて。……疑って悪かったわ」

　オリカは苦く笑しようする。

「いえ。姫にとって、パートナーの召喚騎士は生しよう涯がいの伴はん侶りよ以上に重要な存在です。オリカ様が不安になるのも当然です」

「伴侶って……！　そんなんじゃないわよっ」

　オリカが顔を真っ赤にして否定する。

「た、ただの代理戦争のための戦士よ！　だって、ほら、騎士は女性だって構わないのよ？　今回はたまたま、男の人だっただけで！　だから、伴侶とかそういうのとは……」

「オリカ様、照れた顔も素す敵てきです。写真撮とりますね」

「あ、アゲハ！　からかったわねっ!?」

「まあまあ。とはいえ、サムライ・リョーはオリカ様のパートナーとして、かなり相応ふさわしい人物だと思いますよ。強くて優ゆう秀しゆうな人間を捜さがしましたから」

「まったく、あなたってひとは……。だけど、感謝してるわ。めぼしい人がぜんぜんオッケーしてくれなくて、一時はどうなるかと思ってたからね」

「私はオリカ様の付き人として当然のことをしたまでです」

「その努力を無む駄だにしないためにも、早く契けい約やくをきちんと終えないといけないわ。とりあえず、契約途と中ちゆうの騎士に逃にげられてるようじゃ、冠絶の姫王エクセルシアなんて夢のまた夢だもん」

　オリカはそう言うと、両手で顔を軽くはたいた。

「さあ、捜索を続けるわよ。すべては冠絶の姫王エクセルシアになるため……」

　そこで不意に、オリカが何かに弾はじかれたように宙を見上げた。

　しかし、視線の先には、特に変わったものはない。

　アゲハがそんな主人の様子に首をかしげ、不思議そうに尋たずねる。

「どうしました、オリカ様」

「……わからないわ。だけど、何か危ないって感じがしたわ」

「危ない？」

「とにかく、上よ。行きましょう」

　オリカは、アゲハの返答を待つ前に走り出していた。
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「危ねえっ」

　良護は白銀の騎士が振りおろした剣けんを、間かん一いつ髪ぱつで避よける。

　しかし、体にこそ傷はつかなかったが、制服の裾すそに切れ込みが入った。

「くそっ。制服ってけっこう高いんだぞ!?」

　憎にくまれ口を叩たたきつつも、良護はすぐに次の攻こう撃げきに対しての回かい避ひ行動をとった。

　真横に薙ないだ騎士の剣の切っ先が、今度は制服のボタンを飛ばした。

「あ、今度はボタンかよっ!?」

　良護は相手に対して抗こう議ぎをしたかったものの、そんな暇ひまはなかった。

　セイラという少女が空中から召しよう喚かんした謎の騎士が、彼女の命令に従い、良護に向かって剣を繰くり出し続けているのだ。

　初めは冗じよう談だんだと思った良護も、攻撃を数回躱かわしてみて、すぐに考えを改めた。

　一撃でも食らえば、最悪、死ぬ。

　そう思い、必死に回避行動を続けている。

　一応、一度はわずかな隙すきを突いて、げんこつで殴なぐってみた。

　だが分厚い鎧に阻はばまれ、まったく効果がなかった。むしろ良護の拳こぶしが砕くだけそうだった。

「どうすりゃ良いんだよっ！」

　良護は苦虫をかみつぶしたような表情で叫さけんだ。

　たしかに避け続けているばかりではどうしようもない。

「のわっ！」

　そしてついに、良護は屋上の出入り口脇わきの壁かべに追い込まれてしまった。

　ギィン！　と、良護の耳元で、甲かん高だかい金属音が響く。

　冷や汗あせをかきつつ、視線をずらすと、顔の真横に、白銀の騎士の剣があることがわかった。剣が壁に突き刺ささっていた。

　そこで、リンと綺き麗れいな澄んだ音が響くと、騎士の動きがぴたりと停止した。

「どうしてあたりませんの？」

　騎士の巨きよ体たいで埋うめ尽つくされている良護の視界の後方で、セイラが苛いら立だった声で言った。

「ろくに武装もされてない騎士のくせに、シルバーの攻撃を避けるなんて生意気ですわ」

「……こういうのは、昔、姉ちゃんと散々修しゆ業ぎようしたからな」

　息も絶え絶えに良護は答える。

「けど、さすがに久々すぎてきついぜ」

　どうにか、ここまでは気力で回避を続けた良護だったが、いい加減、息も上がっていたし、体中が疲ひ労ろうしていた。立っているのもつらい状じよう況きようだった。

「こんなに真しん剣けんに体動かしたの、いつぶりだよ……。あ、もうだめだ」

　独りごちながら、良護の体は壁を伝って地面に尻しり餅もちをついた。

「ふうん……。多少はできるってことですわね」

　騎士の体の陰かげから顔を出したセイラが、面おも白しろくなさそうに良護を見下ろした。

「けど、逃げるだけですの？　何か武器は持っていませんの？」

「武器？　そんな物ぶつ騒そうなもん、普ふ通つうの高校生が持ち歩いているわけないだろ」

「そうですの。つまり、おまえは逃げるだけしか能のない、雑ざ魚こな騎士ですのね？」

　セイラは小さくうなずくと、苦々しげに良護をにらみつけた。

「まったく……。オリカはこの程度の凡ぼん人じんを騎士にするために、こんなところまで来たって言うんですの？　これでは心配した私がバカみたいですわ」

　なにやら事情があるらしいが良護にはよくわからない。

　しかし、話をしてくれているおかげで少しだけ呼吸が整い、気持ちに余よ裕ゆうができた。

　すぐ近くに入り口がある。一いつ瞬しゆんでも隙ができれば、なんとか脱だつ出しゆつできそうな距きよ離りだ。

「なあ、おい」

　時間を稼かせいで隙を作ろう。そう考え、思い切ってセイラに話かけた。

「なんですの？　庶しよ民みんのくせに気安く話しかけないで欲しいですわ」

「なんで、俺を襲おそうんだよ」

　セイラは汚きたないものを見るかのような目で良護を見下ろす。

「決まっていますわ。冠姫聖戦プリンセスジハードですわ」

「プリンセス、ジハード？」

　聞いたことのない言葉だった。

「私やオリカのような、姫涙石ラクリマを持つ姫プリンセスが、プリンセスの頂点、冠絶の姫王エクセルシアを目指して競きそい合う戦いですわ」

　良護は右の手首に視線を落とした。

　腕うで輪わがあり、真っ赤な宝石が嵌はまっている。さっきセイラはこれを、姫涙石ラクリマだと言った。

「そしておまえやこの騎士シルバーは、私たちの駒こまとして戦う戦士、召喚騎士ですの。だから、騎士同士であるおまえとシルバーが戦うのは当然のことですわ」

　当然のことですわ、と言われても良護には納なつ得とくできるわけがない。

　何とも言えないもどかしさに、自然に手に力が入る。

　すると、手元の地面に幾いくばくかの砂がたまっていることに気づいた。

「特に、おまえはオリカの騎士ですの。あの子には召喚騎士なんて必要ありませんわ。だから私の騎士がやっつけてあげますわ」

「わけ、わかんねえよ」

「わからなくて良いですわ。庶民は黙だまって王族に従えば良いんですの。チェスの駒がプレイヤーに口を利きくことがありますの？　さあ、おしゃべりはここまでにしますわ」

　くすりと微笑ほほえむと、セイラはハンドベルを顔の高さまで持ち上げた。

「さあ、続けますわよ。今度はシルバーに、本気を出させますわ」

「本気？　……さっきまでは本気じゃなかったっていうのかよ」

「当然、ですわ」

　セイラの微笑みがまがまがしく見え、良護は背筋が寒くなった。

　そのときだった。ガチャンと、屋上の鉄てつ扉ぴが音を立てる。

　一瞬、セイラの視線が良護から逸それた。

「今だ！」

　良護はその隙に、手元にあった砂を思い切りセイラに向かって投げつけた。

「きゃあっ！　何ですの!?　砂ですの!?」

　セイラは顔を手で覆おおう。砂が顔に直撃し、その目をふさいだらしい。

　良護は全身の力を使って扉とびらへ向かって走る。

　タイミング良く扉が開いた。その隙間に、必死の思いで体をねじこんだ。
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「キャアッ！」

　鉄の扉が閉まる音とともに、良護の耳に届いたのは小さな悲鳴だった。

「わ、悪い……、って」

　ドアの前にいた誰だれかを押し倒たおすように飛び込んだことはなんとなくわかっていた。

　良護は謝りながら体を起こそうとして、その人物の正体に気づく。

「おまえ、オリカ！」

「う……、ん？　きゃあ!?　何よ、あなた。何してるの!?」

　下した敷じきになっていたのは、あの自じ称しようお姫ひめさまの、オリカ・神み剣つるぎ・マカルインだ。

　その顔を見た瞬間、良護は怒いかりがこみ上げてくる。

「おまえのせいで俺はなあ！」

「ひゃうっ！」

　憤いきどおった良護が身をよじると、オリカが妙みような声を上げる。

「ど、どこ触さわってるのよ、あなた」

「え、ど、どこ？」

　少女のなまめかしい声と怒ど声せいに、良護は気け圧おされ、ひるむ。

「やんっ、ちょっとぉっ」

「え？　え？　え？」

　良護は文句を言おうと思った思考を、すぐに状況確かく認にんフェイズに切り替かえる。

　体の下にオリカがいて、自分はそのオリカの体に何カ所か触ふれている。

　そういえば片方の手がなにか特別に柔やわらかいものの上にのっているようだ。

　ぐーぱーぐーぱー。揉もみ、揉み。

「あんっ！　し、痴しれ者ものぉっ！」

　オリカの顔が上気する。

　真っ白な頬ほおに赤みが差し、良護をにらみつけるその目元が潤うるんでいる。

　良護はゆっくりと視線をずらし、手の位置を確認した。

　右の手のひらがちょうどオリカの胸むな元もとにあった。

　つまり、良護がつかんでいる柔らかい物体は、オリカのささやかにふくらんだ胸だ。

「わ、悪いっ」

　良護は飛び起きて、オリカから体を離はなした。

　先ほどまで、這ほう々ほうの体ていだったとは思えないほど機き敏びんな動作だった。

　オリカも素す早ばやく身を起こし、胸元を押さえると良護から距離を取る。そしてそばに立って一部始終を観察していたアゲハの陰に隠かくれた。

「この痴れ者っ！　大痴れ者！　ド痴れ者っ！　切り刻むわよっ!?」

　オリカはふしゃーと、猫ねこが威い嚇かくするように怒おこっている。

「そうですよ。いくら召喚騎士とはいえ、オリカ様になんて不ふ埒らちなことをするんですか」

　オリカの前に立つアゲハもまた、突つき刺さるような冷たい視線を良護に送ってきた。

「そうよアゲハ、言ってやって」

「胸を乱暴に揉みしだいて、幼い体に未知の快感を与あたえた挙げ句に、甘い声であえがせるなんて……、なんてうらやましいことするんですか、あなた！」

「そ、そんな風になってないわよ！　って、うらやましいって何!?」

「なによりも、突とつ然ぜんのこと過ぎてシャッターチャンスを逃のがした自分が悔くやしいです」

「そんなもの撮とらなくていいわよ！」

　歯を食いしばり、小さなデジタルカメラを握にぎりしめるアゲハをオリカがこづいた。

「と、と、と、とにかく、理由は説明してもらうわよ！」

　顔を真っ赤にしたオリカが、頬をふくらませながら良護に向かって言う。

「いや、そんなことより逃にげないと」

　と、良護はその場から立ち去ろうとした、そのときだ。

　ガチャガチャと、外からドアを開けようとしている者がいる。

　良護はとっさにノブに手を伸のばし、施せ錠じようした。

　屋上へと通じるこの扉の鍵かぎは、鍵を持っていなければ外からは開けることが出来ない。

　やがてドアを開けることをあきらめたのか、外の何者かは、ドンドンドン、と鉄の扉を叩たたき始めた。

「ちょっと、開けなさい。そこにいるのはわかっていますのよ!?」

「この声、まさかセイラ？」

　ドア越ごしで、声はくぐもっていたが、オリカはその声の主にすぐに気づいたようだ。

「もう追いつかれたっていうの？」

　オリカの様子が一変し、真剣な面おも持もちになる。

「清せい掃そう業者の件で、マカルインの家を動かしています。ですから見つけるのはたやすかったかと……」

「それくらいは計算の内よ。だけど、ちょっと早すぎだわ。そんなにわたしに冠絶の姫王エクセルシアをあきらめさせたいのかしら」

　申し訳なさそうに進言したアゲハをなだめると、オリカは下した唇くちびるを小さく噛かんだ。

　それからすぐに良護に向き直る。

「あなた、右手を出しなさい。急いで続きを済ませるわよ」

「え？　手？　あれ？　おまえたち、仲間なんじゃ、ないのか？」

　良護は混乱していた。セイラとオリカは従い姉と妹こだという。だが、直前の会話は決して良好な関係を表すものではなかった。

「いいから早くして。セイラの騎き士しはシルバー先生なのよ!?　襲ってきたら、武装なしで勝てる訳がないわ。契けい約やくはあと少しなのよ」

　ずずずずずず。

　すると、そこで突然重いものが地面を擦する低い音と振しん動どうが、良護たちを取り囲んだ。

「なんだ？」

　振ふり返ると、壁かべからドアにかけて、定規で引いたような直線がある。その線を中心に、壁が少しずつずれ始めていた。ゆっくりと動いているのだ。

「セイラ様の騎士が壁を切断した模様です、オリカ様」

　アゲハの言葉を聞くと、オリカは強ごう引いんに良護の手を取った。

「あ、おい」

　振り払はらおうとしたものの、思いの外ほか強い力で掴つかまれていて、できなかった。

「へえ、一部だけ武装ができているのね」

　オリカは良護の手首の姫涙石ラクリマを一いち瞥べつすると、すぐに目を閉じ、呪じゆ文もんを唱え始める。

　そこで、ひときわ大きな音を響ひびかせて、壁が消失する。

　良護たちの周囲に外の空気が流れ込んできた。

「ちょっと、おまえ」

　すぐ後からセイラの声が聞こえた。

「庶民のくせにこのセイラ・マカルインを締め出すなんて、許せませんわ」

　良護は明らかな殺気を感じ、背筋に悪お寒かんが走る。

「あら？　今度はオリカも一いつ緒しよですの？　ちょうどいいですわ。主人の目の前で、無能な騎士をたたきつぶして差し上げますわ」

　そんなセイラに構わず、オリカは呪文を唱え続けている。

　やがて、その文言が変化し、良護の聞き取れる「言葉」になった。

『其その体に宿りしは大地の威い厳げん。其その心に刻まれしは天空の威い光こう。対価を以もつて与えられし四海の庇ひ護ごで、姫を守る盾たてとなり、勝利を導く剣けんとなれ。目もく途とはひとつ、冠絶の姫王エクセルシア』

　オリカが言い終え、目を開く。それと同時に、セイラがあのハンドベルを鳴らす。

「さあ、冠姫聖戦コンサートの第二部を始めますわ。覚かく悟ごなさい、オリカ」

　一方で、オリカもまた胸を張って威い勢せい良よく叫さけんだ。

「契けい約やく完かん了りようよ！　きなさい！　わたしの召しよう喚かん騎き士し！」

　すると、良護の腕うで輪わが再び熱を発し、嵌はまった姫涙石ラクリマがまばゆい輝かがやきを放つ。

　次の瞬間、良護とオリカの体が姫涙石ラクリマからあふれ出す光の奔ほん流りゆうに包まれた。
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　まばゆい光で視界がハレーションを起こしたのはわずかに数秒だった。

　目が見えるようになると、良護は何が起こったのかと、すぐ周囲を見回した。

　そして、ある人物のところで視線が止まる。

「な……、なんなのよ、これ!?」

　その人物は、あたふたと自身の体を確認しながら、悲鳴に近いトーンで叫んだ。

「どうしてわたしが武装されてるのよぉっ!?」

　オリカだった。

　今のオリカは、いかにもお姫さまな先ほどまでの姿とは異なった格好をしていた。

　ゲームに出て来るキャラクターが着るような、街を歩くには少し抵抗があるデザインの衣い装しようをまとい、お姫さまというよりは、戦士や剣士といった様相だ。

　とはいえ、手脚には多少防御力のありそうなグローブと靴を装備しているものの、その他はほとんど布製で、硬質な部品はごくわずか。その上、二の腕や太もも、腹部など、オリカの地肌の露出面積も多く、戦う格好としてはいささか心こころ許もとなく見えた。

　それから、右手には剣を握っていた。だが、その剣は白銀の騎士がもっているものに比べれば質素で、ところどころ刃はこぼれのある非常に粗そ末まつなものだった。

「なるほど……。どうやら、オリカ様が召喚騎士になってしまったようですね」

　良護のすぐそばで顎あごに手を当てたアゲハが、真しん剣けんな様子でつぶやいた。

　ただし、反対の手では必死にデジカメのシャッターを切っている。

「わたしが召喚騎士!?　どういうことよ。わかった、あなたが何かしたのね？」

　オリカが顔を真っ赤にして良護に詰つめ寄ってきた。

　だが、当然、良護はなにもしていない。

「知らねえよ。俺の方が聞きたいくらいだ」

　良護は、そう答えることしかできなかった。

「オリカが召喚騎士ですの？　い、意味がわかりませんわ」

　良護とオリカがやりとりする横では、セイラが体を揺ゆすって笑っていた。

「面おも白しろいですわ。良い気味ですわ。その年にもなってまだ冠絶の姫王エクセルシアになるなんて無む謀ぼうなこと言っているからそうなるんですのよ？　罰ばちがあたったんですわ」

　セイラはオリカを指さす。

「しかも、何ですの、その貧ひん弱じやくな武装は……。王族ともあろう者が。あり得ませんわ」

「うるさいわよ、セイラ！　わたしだって好きでこんな格好しているわけじゃないわ」

　オリカが目に涙なみだを浮うかべながら抗こう議ぎした。

　そんなオリカに、セイラは突然、優やさしく微笑ほほえみかける。

「でも、これでわかりましたでしょう？　オリカが騎士だなんて、ますます冠絶の姫王エクセルシアが遠のきますわ。他の騎士は、一流の戦士たちですわよ？」

　そして手をさしのべた。

「もう戦いなんてやめて、私と一緒に国に帰りましょう？　私たちマカルインの姫には戦いなんて似合いませんわ」

「いやよ」

　パシン、と、オリカはすぐさまその手を払いのけた。

「私は冠絶の姫王エクセルシアになるのよ。それまでは帰らないわ！」

「……本気、ですの？」

　セイラは弾はじかれた手をまじまじと眺ながめている。

「何度も言ったわ。それに、叔お父じ様、マカルイン王だって、私が冠姫聖戦プリンセスジハードに参加することを認めてくれたわよ」

　オリカが言い返す。

「セイラこそ、本当は参加するつもりはなかったんでしょう？　だったら帰ったら良いじゃない。冠絶の姫王エクセルシアなんて、興味ないんでしょう？」

「私がこれだけ心配してあげているのが、わかりませんの？　オリカ」

「心配？　嘘うそ。セイラはわたしの邪じや魔まをしたいだけじゃない」

　オリカの言葉に、セイラは眉まゆをひそめ、拳こぶしを握りしめた。

「……その状態、原因はわかりませんが、この先、おまえ自身が騎士として戦うことになるんですわよ？　それでも、続けるんですの？」

「当たり前よ。冠絶の姫王エクセルシアは、小さい頃ころからの夢だもん。たとえ、どんな状態になろうと、絶対に勝ち取ってみせるわ」

「後こう悔かいしてもしりませんわよ？」

「ここであきらめる方がよっぽど後悔するわ」

　セイラとオリカはしばらくのあいだ、火花を散らすようににらみ合いを続けた。

　やがてセイラが深々と息を吐はき出す。

「わかりましたわ。そういうことなら仕方ありませんわ」

　リィン、と手にしていたハンドベルを軽く鳴らす。

　ゆらりと、彫ちよう像ぞうのような白銀の騎士の巨きよ体たいがセイラの前に進み出て、剣を構えた。

　その剣先が良護……、ではなくオリカに向く。

「セイラ……、あなた、まさか、わたしを？」

　オリカは息をのみ、白銀の騎士越ごしにセイラをにらみつける。

「召喚騎士同士で戦うのが、冠姫聖戦プリンセスジハードですのよ？　そしておまえは召喚騎士ですわ。それなら、おまえを攻こう撃げきするのは自明のことですわ」

　セイラが淡たん々たんと言う。

「理り屈くつではそうなるかもしれないけど……、でも……」

　直前に威勢良く啖たん呵かを切った割には、オリカはまだ自分が騎士になってしまったことに納なつ得とくがいっていないようだった。

　ちらちらと、恨うらめしそうな視線を良護に送っている。

「無理に戦わなくても良いんですのよ、オリカ。だけど、ご覧なさい。おまえの大切な姫涙石ラクリマは、まだそっちの庶しよ民みんの腕うでについたままですわよ？」

「え？」

　オリカが良護の手元を見る。

　たしかに、良護の腕には相変わらずあの腕輪が嵌まったままだった。

「どうして？　普ふ通つうは召しよう喚かん中の騎士のもとに行くんじゃないの？」

　オリカは混乱しているようだった。

「さあ？　……ただ、オリカが戦わないのなら、私はそちらの無力な庶民をたたきつぶすだけですわ。それで、その姫涙石ラクリマが壊こわれれば、おまえはゲームオーバーですもの」

　シルバーの剣先が、今度はゆっくりと良護の方へ向いた。

「姫涙石ラクリマを壊こわす!?　それだけはさせないわ」

　オリカは急に芯しんが入ったように良護の前に立つと、腰こしを低くして剣を構えた。

「おい、一体何がどうなってるんだ？」

　わけがわからず尋たずねる良護を、オリカは一瞥する。

「話はあと。ただ、あなたの腕に付いているそれが破壊されたら、わたしはすべて終わりなの。だから、わたしは姫涙石ラクリマとあなたを守るために戦う」

　敵であるセイラとその召喚騎士を見み据すえ、オリカは剣を握にぎる手に力を入れた。

「わたしは冠絶の姫王エクセルシアになるのよ」

　オリカは力強く言った。

「オリカ様、大だい丈じよう夫ぶなのですか？」

「やってみなきゃわからないわ。アゲハはその人と一緒に下がってて」

　問いに答えたオリカが指示を出し、アゲハが良護を誘ゆう導どうする。

　状じよう況きようの理解出来ない良護は、ひとまずそれに従いオリカたちから離はなれた場所へ移動した。

　そんな良護たちを見届けると、オリカがつぶやく。

「わたし、剣術だけは少し自信があるのよ。それに……、シルバー先生とは一回真剣勝負をしてみたかったのよね」

　剣を構えたオリカには、おびえた様子はまったくなかった。

「どうしてもやりますのね、オリカ。わかりましたわ。せいぜい痛い思いをなさい」

　セイラが吐き捨てるように言って、ハンドベルを鳴らした。
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「すごい……」

　良護はふたりの戦せん闘とうの激しさに目を奪うばわれていた。

　召喚騎士同士の戦いは、テレビ中ちゆう継けいの格かく闘とう技ぎや、巷ちまたの不良たちが行うケンカとは段だん違ちがいのレベルだった。

　行動のひとつひとつは姿がぶれて見えるほど素す早ばやく、ひとたび跳ちよう躍やくすれば二メートル以上の高さを軽々と跳とび越こえた。

　剣の軌き跡せきを目で追うことは困難で、勢い余った切っ先が地面を叩たたいたときに、火花とともに砕くだけ散るコンクリートとその破は砕さい音で、どうにかわかる程度だった。

「なあ、あいつ……、オリカはオリンピック選手かなにかか？」

「いいえ。オリカ様は運動は極きわめて苦手です。身体能力の向上は、契けい約やくによる召喚武装の効果のひとつですよ」

　良護もアゲハも視線はオリカたちを見守ったままである。

「もっとも、王族のたしなみとしての剣術だけはかなりの腕前です。オリカ様の剣の師し匠しようは、現役時代は世界最強と呼ばれた伝説の戦士で、そのお墨すみ付つきをもらってますから」

「へえ、すごいな」

　良護は素直にそう言った。

　実際に目の前で戦うオリカの腕が、素人しろうと目めにもかなりのレベルに見えたからだ。

「それじゃあ、あの騎士を倒たおせるかもしれないのか」

　良護が興奮気味につぶやく。

　さっき良護を散々弄もてあそんだ白銀の騎士と、オリカは対等に戦えているように見えた。だから、勝てるかもしれないと、単純にそう思った。

　だが、アゲハは首を振った。

「それはどうでしょうか」

「なんでだ？　オリカは世界最強の戦士の弟で子しなんだろ？　それより強い奴やつなんて……」

　言いかけて、良護はオリカが戦う直前につぶやいた言葉を思いだした。

『シルバー先生とは一回真剣勝負をしてみたかったのよね』

「……まさか、あの騎士は」

　緊張する良護に、アゲハが答える。

「はい。セイラ様の召喚騎士は、オリカ様の剣の師、シルバー様なんです」

　その言葉を裏付けるかのように、最初は善戦していたオリカも、だんだんと苦戦を強しいられ、防戦一方になっている。

「その上、シルバー様は、過去に四度、召喚騎士として戦い、そのうち三度もエスコートした姫を冠絶の姫王エクセルシアの座へと導いています。ゆえに一部の人間のあいだでは、冠絶の姫王エクセルシア請うけ負おい人と呼ばれているんです。召喚騎士としての戦いも、彼の方が何枚も上うわ手てです」

「なんだって？　それじゃあ、オリカに勝ち目はないのか？」

　良護の問いに、アゲハは返事をしなかった。

　無言でオリカたちの戦いを見守っている。

　やがて、「きゃあ」とオリカが悲鳴をあげ、その剣がはじき飛ばされた。

「オリカ様!?」

　アゲハが心配そうに叫さけんだ。

　オリカは、武器を失い、衣服のところどころが破け、そして露ろ出しゆつした手脚に赤い傷が無数についた状態で、立ち尽つくしていた。

　その眼前に、白銀の騎士シルバーの巨体が迫せまっている。

「そろそろおしまいですの？」

　鉄てつ柵さくにもたれかかるようにして、良護たちとは反対側から観戦していたセイラが、あくびをかみ殺しながら言った。

「もっと早くあきらめるかと思いましたけど、案外頑がん張ばりましたわね、オリカ」

「さすがに、先生だわ。一ひと筋すじ縄なわではいかないわね……」

　はあはあと荒あらい呼吸をしながら、オリカは答える。

　その瞳ひとみは、まっすぐに白銀の騎士シルバーを見つめていた。

「わかりましたでしょう、オリカ。おまえに勝ち目はありませんの。私の騎士は、老おいたとはいえ、元、世界最強で、おまえの師匠ですわよ」

　セイラが面おも白しろくなさそうに告げた。だが、オリカは口元をななめにつり上げる。

「どうかしらね」

「強がりはおやめなさい、オリカ。さっさと負けを認めて、冠姫聖戦プリンセスジハードを辞退しなさい。おまえに冠絶の姫王エクセルシアなんて、無理なんですわ」

　剣をなくしたオリカは明らかに劣れつ勢せい。しかも相手はオリカの師匠であり、世界有数の使い手だという。素人しろうとの良護から見ても、オリカの勝ち目はなさそうだった。

「いやよ」

　しかし、オリカはすぐさま否定する。

「あきらめないわ。わたしは絶対に、あきらめない」

　オリカの目には未いまだ闘とう志しが宿ったままだった。反はん撃げきのチャンスを窺うかがっているのだろう。シルバーからひとときも視線を逸そらそうとしない。

「ママの悲願を達成するんだもん。わたしが、冠絶の姫王エクセルシアになって！」

「オリカ、おまえ、剣をなくしてますのよ？　そして私の召喚騎士は世界最高ですのよ？それなのにまだそんなことを言いますの？　まだ勝ち目があると思っていますの？」

　セイラが苦々しげに唇くちびるを噛かみ、いらだたしげにつま先で地面を叩いた。

「私はおまえのそういうところが昔から嫌きらいですの。わかりましたわ。従い姉と妹このよしみでできるだけ痛みの少ないようにと思っていましたけど、やめますわ」

　ハンドベルを掲かかげると、感情を表すかのように荒あら々あらしく振ふり鳴らす。

「シルバー！　生意気なオリカをできるだけ痛い目にあわせなさい」

　するとシルバーが剣を腰の鞘さやに収めた。

　それから、おもむろにその拳こぶしを振り上げ、オリカに向かって勢いよく突つきだした。

　オリカは咄とつ嗟さに両りよう腕うでで防ぐが、ほとんど意味をなさず、その細い体は宙を舞まう。

「くっ！」

　なんとか空中で体勢を立て直したが、その落下点にはすでにシルバーが回り込んでいた。

「早いっ!?」

　咄嗟に回かい避ひ行動をとろうとするものの、空中ではままならない。

　シルバーは落下してきたオリカの隙すきだらけの体に、再び拳を放った。

　防ぼう御ぎよが間に合わず、シルバーの一撃はオリカの脇わき腹ばらにクリーンヒットする。

「かはっ」

　音にならない声でうめきながら、オリカは地面にたたきつけられた。

　ぴくぴくと体を痙けい攣れんさせ、伏ふせる。

「オリカ様っ！」

　アゲハが呼びかけると、オリカはすぐに顔を上げる。

「アゲハ……、だいじょう、ぶよ。このくらい、いつもの指導と……、同じ……」

　必死に笑おうとするオリカだったが、苦痛に歪ゆがんだ表情では引きつったようにしか見えなかった。だが、それでもなんとか立ち上がろうと、手足に力を込こめている。

「お、おい。何やってんだよ、あいつ」

　良護には、そんなオリカの行動を理解することができなかった。

「これがオリカ様の戦いなんです」

　アゲハがオリカを見つめたまま答える。今にも泣き出しそうな顔だ。

「それにしたって、一方的じゃないかよ。師匠と弟子の関係なんだろ？」

「冠姫聖戦プリンセスジハードではそんなことは関係ありません」

「そんな」

「……ですが、確かに、騎士としては弱すぎる気がします……。あの剣もいくらなんでもひどすぎます……。対価システムがうまく働いていないのでしょうか……」

　アゲハがぶつぶつと何かをつぶやいていたが、良護にはよくわからなかった。

「きゃあ」

　すると、オリカはようやく立ち上がったところを、またもシルバーに殴なぐられ地面を転がる。その体が、良護たちの目と鼻の先で止まった。

「オリカ様っ」

「だ、大丈夫よ、アゲハ。まだ、いけるから」

　駆かけ寄ろうとしたアゲハを制して、オリカはまた体を起こそうとする。

　だが、手脚は震ふるえ、力がまともに入らないのか、ぐしゃりと地面に伏せてしまう。

　そこへシルバーがゆっくりとした足どりで近づいて来る。

「わたしは、冠絶の姫王エクセルシアに、なるのよ」

　オリカは細い腕で、懸けん命めいに体を押し上げる。

「いいかげんしつこいですわよ、オリカ！」

　そんなオリカに、セイラが下した唇くちびるを噛み、言う。

「シルバー、二度と立ち上がれないように、とどめをさしてしまいなさい！」

　リンと、ハンドベルの音が響ひびいた。

　それで、白銀の騎士は一度は腰こしに収めた剣を抜ぬいた。

　歩きながら、いかにも斬れそうな剣をまっすぐに頭上に掲げる。
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　瞬しゆん間かん、シルバーの発する雰ふん囲い気きがあきらかに変化した。

　掲げた剣けんが蜃しん気き楼ろうのように揺ゆらぎ、分ぶん裂れつしたかのように増ぞう殖しよくして見える。

　何か、今までよりも大きな技がくる。良護は直感的にそう思った。

　どんな技かはわからないが、剣も持たないオリカは、ひとたまりもないだろう。

　騎き士しの体が一歩一歩と近づき、オリカの体が剣の間合いに入った。

　そしてついに、剣を握にぎるシルバーの腕が、動いた。

　だが、

「……何を、していますの？　おまえ」

　セイラが唖あ然ぜんとした様子でつぶやいた。

　白銀の騎士の剣は、オリカには届いていなかった。

　否いな。それどころか、頭上に掲げた状態のまま停止している。

　騎士の視線は、目の前の人物に注がれていた。

「もう、やめろよ」

　それは、両腕を拡ひろげ、オリカを庇かばうように立ちはだかる良護だった。

　剣が繰くり出される寸前、良護はオリカとシルバーのあいだに割って入っていた。

　そんな良護の介かい入にゆうに、シルバーは剣を放つ手を止めたのだ。

「ちょっと、あなた……。何をしてるの？　さがりなさい、あぶないわよ」

「知るか！　体が勝手に動いたんだ！」

　オリカに対して良護はそんな言葉を吐はいた。

　事実、良護はなぜ自分がこんなことをしているのか、理解出来ていなかった。

「……いいですわ。自分から出てきたのならば容よう赦しやはしませんの。シルバー、その凡ぼん人じんが持ってる姫涙石ラクリマを壊こわしなさい」

　セイラが新しい命令とともにハンドベルを思い切り振った。

　良護は身構えた。全身に緊きん張ちようが走る。

　だが、白銀の騎士は微び動どうだにしない。

　剣はおろか、その巨きよ体たいのどの部分も、ぴくりとも動かなかった。

「シルバー。どうしたんですの？　やりなさい、シルバー」

　壊れたおもちゃのように、ハンドベルをやかましく鳴らし続けるセイラだったが、やはり何も変わらない。白銀の騎士は決して主人の命令を聞こうとしなかった。

　それどころか、剣を腰の鞘に収めると、良護たちに背を向け、セイラの方へ歩み寄る。

「シルバー!?　何をしてるんですの？　こら、放はなしなさい！　放しなさい！」

　そして暴れるセイラを小こ脇わきに抱かかえると、屋上の鉄柵を越こえ、躊ちゆう躇ちよなく虚こ空くうへと飛ひ翔しようした。

　重厚な鎧よろいをまとっているとは思えないほどに、軽かろやかな動作だった。

　あっという間のことである。

　良護、オリカ、アゲハの三人は、呆ぼう然ぜんとしたまま一部始終を見守り、やがて、誰だれともなく、深い安あん堵どのため息をついた。
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「あなた、本当に何をしたのよ！　白状しないと切り刻むわよ」

　オリカが豪ごう奢しやな椅い子すの上から、見下ろすようにして良護に問いかけた。

　戦せん闘とうが終わり、しばらくすると武装が解除され、オリカは赤いドレス姿に戻もどった。

　その後、屋上は冷えるからと、三人はさっきの空き教室に移動したのである。

　ドレスから露ろ出しゆつしているオリカの真っ白な陶とう器きのような肌はだの表面には、うっすらと浮うかぶ無数の赤い傷きず跡あとが見える。召しよう喚かん中に受けた傷やケガは通常よりも早く回復するものの、完全に治るにはそれなりの時間を要するのだという。

「姫であるわたしが、召喚騎士として戦う羽目になるなんて前代未み聞もんよ？　あなたが何かしたとしか考えられないんだけど」

　じと目で、良護に尋たずねるオリカである。

　ちなみに良護も椅子には座っているが、さっきのように縛しばられてはいなかった。

「だから、知らないって言ってるだろ。何もしてないって」

　本当に思い当たる節がない良護は首を振った。

　強しいて言えば、契けい約やくとやらの途と中ちゆうで逃とう亡ぼうしたことなのかもしれないが、それだって元はといえば、オリカとアゲハが強ごう引いんに推し進めた結果である。

「なあ、もういいだろ？　いい加減、俺を帰らせてくれないか？」

「だめよ。あなたはわたしの家臣になったのよ？　わたしの命令は絶対よ」

「俺は家臣になんてなったつもりはない！」

「シルバー先生から、わたしのこと守ろうとしたじゃない。あれは、家臣としての忠誠のあらわれでしょう？」

「あれは……」

　良護はオリカの指し摘てきに対して、適切な返答を持っていなかった。

　殴られ続けるオリカを見ていたら、居ても立っても居られなくなり、思わず動いてしまっただけなのだ。

「……ほんの気まぐれだ。家臣とか、そういうんじゃねえよ」

　そっぽを向きつつ良護は言った。だが、その言葉にはどこか煮にえ切らないものがあった。

「まあいいわ。……だけど、とんだ災難だわ」

　深いため息をつくオリカである。

「せっかくアゲハが、召喚騎士に相応ふさわしい、パパの母国の人間で、優ゆう秀しゆうな人材を捜さがしてくれたっていうのに、わたしが召喚騎士になるなんて……」

　その言葉に良護は首をひねる。

「ちょっと待て、何の話だ？　優秀って、俺のことか？」

「おやおや、とんだご謙けん遜そんを。隠かくさなくても良いのですよ、調べはついていますから。ねえ、サムライ・リョーさん」

　アゲハがにこりと微笑ほほえんで言う。

　だが、良護には全く思い当たる節がない。

「さむらいりょう？　誰かと間ま違ちがえてないか？　俺は盾町良護。十六才。なんの特技も取り柄えもない、ただのいち高校生だぞ？」

　すると、アゲハがどこからともなくぶあつい紙の束を取り出し、ページをめくる。

「あなた、昔、ブレーキのきかなくなった大型バスに乗り合わせた際に、運転手を代わり、誰ひとりとしてけが人を出さずに済んだことがあるでしょう？」

「俺、免めん許きよも持ってないし」

「これは噂うわさでしたか。それでは……、豪ごう華か客船がシージャックされたときに、犯人グループを一いち網もう打だ尽じんにしたことがありますね？」

「豪華客船なんて乗ったこともない」

「おや？　それでは、死ぬ前に一度キリマンジャロを登頂したいという百才を超こえる老人を背負って、無事に頂上までたどりついたことがありますね？」

「なんだそれ、人間業わざか？　……できそうな奴やつに心当たりはあるけどな……」

「……ちょっと、アゲハ、どういうこと？」

　オリカのアゲハを見る目つきが険しくなる。

「オリカ様。英えい雄ゆうというものは噂に尾おひれがつくものです。これらはきっとそういう類たぐいのものでしょう。ええと、ああ、これは本当でしょう。私たちの国で起こったことですし、リョウゴ・タテマチの入国記録は確かく認にんしてあります」

　入国記録。その単語で、良護の頭に一つの思い出がよみがえった。

　たった一度だけ行った海外への家族旅行のことだ。

　あまり、思い出したくない話である。

　同時に、オリカたちが探し求めている人間に察しが付く。

「四年前、あるホテルをテロリストが占せん拠きよしました。テロリストはホテルに爆ばく弾だんを仕し掛かけ、立てこもりましたが、サムライ・リョーが活かつ躍やくし、犯人グループと逃にげ遅おくれた人々を全員まとめて、ビルから脱だつ出しゆつさせたとあります。いかがです？　あなたですよね」

「……その事件は、覚えてる」

　良護はうつむきながら、答えた。

　見合わせたオリカとアゲハの表情が明るくなる。オリカが身を乗り出した。

「それじゃあ、やっぱり盾町良護、あなたがサムライ・リョーなのよね？」

　だが、良護はゆっくりと首を振ふった。

「違う」

「まだシラをきるの？」

「ようやくわかった。おまえたちが探しているのは、俺じゃない」

「じゃあ、誰よ」

「姉ちゃんだ。俺の姉のリョウコ。盾町諒りよう子こだよ」

「姉？」

　アゲハはメモをめくり、急いで中身を確認する。

「……サムライ・リョー。目もく撃げき者の証言によれば、性別は男性、とありますが？」

「姉ちゃん、女子にしては身長は高かったし、紳しん士し用スーツと厚底靴ぐつを愛用してたから、大体、初対面の人間は男だと思うんだ。一回くらい見ただけなら誤解して当然だ」

「なんですって」

「……アゲハ？」

　オリカに半眼でにらまれ、アゲハの顔色がみるみる青ざめていく。

「姉ちゃんがどこで何をしてたのかは詳くわしくは知らない。不意に二、三日留守にしたかと思えば、ケガをして帰ってきたり、服がぼろぼろだったりしたことはあったけどな。そうか、そんなことしてたのか。あの人の性格を考えれば、なるほど……、納なつ得とくだな」

　良護は懐なつかしむように目を閉じる。

「ちょ、ちょっと待ってください。それじゃあ、あなたは、リョウゴ・タテマチはサムライ・リョーではないと言うのですか？」

「だからそう言ってるだろ？　俺は姉ちゃんみたいな完かん璧ぺき超ちよう人じんとは違う、ただの凡人だ」

「それでは、本物のサムライ・リョーは、今は？」

「さっき言ってたホテルの爆破事件で死んだよ。遺体は出てこなかったけどな……」

　アゲハは絶句し、手元のレポートを床ゆかに落とした。

　オリカが玉座に肘ひじをついたまま、拳こぶしでこめかみを押さえている。

「……つまり、わたしは、間違った人間を召喚騎士にしようとした挙げ句に、自分自身が召喚騎士になる羽目になったっていうことかしら、アゲハ」

「オリカ様。ええ、まあ、そう……、なりますね」

　アゲハは笑顔を作ろうとするが、頬ほおが引きつりうまくいかない。

「アゲハ、あなたその情報どこから持ってきたの？」

「信しん頼らいできる情じよう報ほう網もう、アゲハ機関から……」

「そのアゲハ機関はどこから情報を得たの？」

「ネットの掲けい示じ板ばんやＳＮＳなどを必死に探さぐって……、あ……」

「アーゲーハー？」

「でも、ほら、細かい事件はちゃんとあってたみたいですよ？　本人を間違えただけで」

「そこが一番重要でしょうが！」

「すみません。っていうか、オリカ様、怒おこった顔が素す敵てきです」

「ごまかすんじゃないわよっ！」

　オリカとアゲハが小こ競ぜり合いを始めると、良護はそれをしばらくじっと眺ながめていた。

　亡なくなった姉のことを思い出し、少しだけブルーな気分になった。

「はあ、何かおかしいと思ったのよね」

　アゲハとのやりとりが一段落すると、オリカは深い深いためいきをつく。

「とりあえず、凡ぼん人じんなら用はないわ。姫涙石ラクリマを返してちょうだい」

　オリカが良護に向けて手を差し出した。

「姫涙石ラクリマ？」

「あなたの腕うで輪わについていた宝石よ」

「オリカ様、姫涙石ラクリマは、召喚騎士を召喚していないときは姫ひめの手元にあり、召喚中は召喚騎士の武装の一部になるものです」

　横からアゲハが進言する。

「武装が解けた今、姫涙石ラクリマはオリカ様の手元に戻っているはずですが？」

「それが、戻っていないのよ。だから、このひとが持ってるんだと思うわ」

　オリカが首を振り、それから良護を指さした。

「そうなのですか？」

　オリカとアゲハの視線が良護に集まる。

「いや、俺も持ってはいない……、うわっ」

　良護が腕輪のあった手首を見た瞬しゆん間かんだった。何もなかったはずの手首に、ぼんやりと白い光の輪が発生し、そしてほぼ一瞬で、例の腕輪が顕けん現げんした。

「何よ、やっぱり持ってるんじゃない。はやく外して、返してちょうだい」

「……外れねえ」

　良護は腕輪に手をかけ、がちゃがちゃと動かすが、先ほどと同様に、どうやっても外れそうもなかった。角度を変えて観察しても、継つぎ目らしきものは何一つ見つからない。

「ちょっと？　冗じよう談だんでしょう？」

　血相を変えたオリカが玉座から降り、良護に近づいて来る。

「冗談なんて言うかよ。返せるもんならすぐに返すさ。俺はこんなものいらないんだ」

　良護が引っ張ってみても、いくら拳を小さくしようとも、腕輪はまるで肌に密着しているかのように、ぴくりとも動かなかった。

「嘘うそついてるんじゃないの？」

　疑いのまなざしを良護に向けたオリカとアゲハのふたりは、良護の横に来て腕輪を一いつ緒しよに眺めている。一瞬アゲハがのばした手が肌に触ふれそうになり、良護は息をのむ。だが、幸いにもアゲハは腕輪だけに触れるようにして調べていた。

　やがて。

「本当みたいですね。この腕輪は外すことができないようです」

「ええ？」

　アゲハの出した結論に、オリカが苦虫をかみつぶしたような顔になった。

「それじゃあ、わたしはやっぱりこのひとを使わないといけないってこと？」

「そうですね」

「この先も、わたしが騎き士しとして戦わなきゃいけないってこと？」

「残念ですが……」

「そ、そんなあ……」

　オリカは今にも泣き出しそうな表情で、へなへなとその場にへたり込んでしまった。

　しかし、すぐに力強くうなずくと、立ち上がって良護を見下ろす。

「いいわ。それならそれでどうにかすればいいんだもの。このくらいのハプニングがなによ。えっと、良護、やっぱりあなたは今日からわたしの家臣よ」

「はあ？　なんだよ、それ」

「うるさいわ。つべこべ言わずに従えばいいのよ。わたしは姫なのよ」

「アゲハ様」

　そこへ教室の扉とびらを開け、誰だれかが入って来た。アゲハとよく似た格好をした女性だった。

「あら、どうしたんです？」

「そろそろ清せい掃そうを実じつ施ししようと思います。向こうの準備は整いましたので、移動なさってはいかがでしょう」

「そうですか。では、オリカ様、良護様、詳しいことは場所を移してからにしましょう」

「どこへ行くの、アゲハ」

　オリカが尋たずねた。

「もちろん、オリカ様が冠姫聖戦プリンセスジハードに参加するための、この国での拠きよ点てんですよ」

　にこりと微笑ほほえむアゲハの表情に、良護はいやな予感しかしなかった。
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「やっぱりな……。嫌いやな予感がしたんだよ」

　仕方なく、アゲハとその部下だという女性たちが用意した車に乗って、「拠点」にたどりついた良りよう護ごは、がっくりと肩かたを落とした。

　それは住宅地にある中型の一戸建てだった。

　冠姫聖戦プリンセスジハードの拠点という説明からは、かなりかけ離はなれたもののように思える。

　だが、最も問題なのはその表札に、「盾たて町まち」とあることだった。

　そう、ここは良護の自宅である。良護の両親は仕事で海外で暮らしているため、実質、彼はこの家にひとり暮らしだった。

「さあ、オリカ様、良護様、どうぞ」

　アゲハが玄げん関かんの鍵かぎを開け、ふたりを招いた。

「どうぞじゃねえだろ。ここは俺ん家ちだ」

「お家うち？　ずいぶんコンパクトなのね。マカルインの鶏とり小ご屋やくらいかしら」

　オリカがいかにもお姫さまっぽい感想を言ったが、良護はもはや突つっ込こむ元気もない。

　とりあえず、玄関や、入ってすぐの廊ろう下かには変化がなく、多少安心する。

　だが、アゲハの案内に従ってリビングルームに入ると、良護は思わず膝ひざをついた。

　室内が、良護の知らない姿になっていた。

　見知った家具はテレビ以外、一いつ切さい取り除かれている。代わりに巨きよ大だいな天てん蓋がい付きのベッドと豪ごう奢しやな椅い子す、鏡台などが配置されている。庭に面する窓のカーテンは、ベージュの無地だったはずが、金色の糸で刺し繍しゆうの施ほどこされた分厚いものに取り替かえられていた。

　ご丁てい寧ねいに、床には毛足の長い絨じゆう毯たんまで敷かれている。

「こちらがもっとも広かったので、オリカ様のお部屋とさせていただきました」

　アゲハがしれっと言った。

「ふうん……。うちのトイレの半分もないけど、拠点だものね。我が慢まんできるわ」

　オリカも悪びれた様子はまったくなく、室内へ入り、当然のように玉座に腰こしを下ろした。

「あら、良護、べつに跪ひざまずかなくたって良いわよ？」

「跪いてるわけじゃねえよ」

　良護は立ち上がって、抗こう議ぎする。

「何、そんなに怖こわい顔をしてるのよ」

　きょとんとした表情で、オリカが答えた。

「怖い顔にもなるだろ。勝手に人の家をこんな風に改造しやがって……。勘かん弁べんしてくれよ。父さんと母さんに怒られるのは俺なんだぞ」

「家臣にとって姫の拠点に選ばれるなんて名めい誉よなことよ？　喜びなさい」

「誰が家臣だ。いくら姫だからってやっていいことと悪いことがあるだろ」

「ご安心ください、良護様、家主の許可は得ております」

　すると、アゲハがさっとポータブルの動画再生機をとりだした。

　画面に良護の見知った顔が映し出される。

『おう。良護、元気か？　なんでもお姫さまがそっちにホームステイすることになったらしいな。父さん、ふたつ返事でオッケーしたから、しっかり頼たのんだぞ。ガッハッハ』

「父さん？」

　それは良護の父親だった。父はキレイに整えられた頭とう髪はつに、見慣れぬ高級なスーツを着て、見たこともないような豪ごう華かな椅子にふんぞり返り、ぶっとい葉巻をくわえている。片手に持ったワイングラスには並々と赤い液体が注がれていた。妙みようにテンションが高い。

『良護くん、国際交流はこれからの社会でとっても大切よ？　お姫さまだからとか遠えん慮りよしないで、どんどんアピールしちゃいなさいね。ママ、金髪の孫ができても嬉うれしいわぁ』

「母さん!?」

　次に映ったのは良護の母親だった。母もまた、良護が見たことのないような高そうなカクテルドレスに身を包み、首や腕うで、指先、耳たぶと、ありとあらゆるところに色とりどりの宝石を身につけている。やはりテンションの高さが異常だった。

「父さんも母さんも海外暮らしとは言え、普ふ通つうのサラリーマン夫ふう婦ふだぞ!?　なんだこの葉巻、なんだこの宝石!?　どうなってんだ？」

『さあ、ママ。フェラーリでドライブとしゃれこもうじゃないか』

『あら、パパぁ。嬉しいけど飲酒運転になっちゃうわ？　運転手さんをお願いしましょ』

　そんな感じで、ふたりが画面から消えたところで、動画の再生が終しゆう了りようした。

「この通りです。良護様は、何も心配なさる必要はありません」

「いつのまに買収したんだよ！」

「アゲハ機関は優ゆう秀しゆうなのです」

　胸を反らし、ドヤ顔をするアゲハである。

「……人ひと違ちがいはするけどね」

「オリカ様!?　さりげなくひどい」

　オリカの一言がぐさりと胸にささったのか、アゲハはがくっとうなだれた。

「とにかく、ここは今日からわたしの拠点よ。良護、よろしくね」

「よろしくじゃねえ！」

　良護はひときわ大きな声で叫さけんだ。

「大体おまえたち、何なんだよ？　さっきのセイラってのも何なんだ？　何で俺は殺されかけたんだ？」

　良護の言葉に、オリカとアゲハが顔を見合わせる。

「それはこれから順を追って説明するわよ。とりあえず座って、良護」

「なにが座って、だよ」

「いいから、座って」

　静かににらみつけるオリカの目には、有う無むを言わせぬ強さがあった。

「……ったく。聞くだけだぞ」

　良護は渋しぶ々しぶと、オリカが示した椅子に腰を下ろした。

　玉座ほど豪奢ではないものの、クッションが利いていて座り心地ごこちの良い椅子だった。もともとこの部屋にあったものよりも、高価なことは間違いなさそうだ。

「それでは、私はお茶を入れて参ります」

　アゲハがキッチンへ向かった。

　それから少ししてオリカが口を開いた。

「わたしたちはマカルイン王家の人間よ」

「知らねえな」

「英国の方にある小さな島の王家よ。昔は王国だったけど、今は国は治めていないわ」

「へえ……」

「そして、セイラとわたしはマカルインの姫ひめよ」

「従い姉と妹こって言ってたな。姉みたいなものだってな」

「姉……。そうね、早くに両親を亡なくしたわたしは、マカルイン王、つまりセイラのパパにお世話をしてもらったからね。セイラとは姉し妹まいのように育ったわ」

　オリカは目を細めて言った。

「なんでそんな人に殺されそうになるんだよ。それもなんか手品みたいな方法で……」

　白銀の騎き士しが空中から現れたことや、オリカが一いつ瞬しゆんで武装したことなど、良護にとっては手品としか表現のしようがなかった。

「手品じゃないわ。召しよう喚かん騎士よ。姫涙石ラクリマを媒ばい介かいにして、森しん羅ら万ばん象しようの力を利用する、王族が生み出した秘術のたまものよ。そうね、魔ま法ほうみたいなものかしら」

「魔法……、ね」

　魔術や魔法なんてものを良護は信じてはいなかったが、さきほどの光景を見たあとでは、それほど違い和わ感を覚えることはなかった。

「セイラはわたしを邪じや魔ましたいの。冠絶の姫王エクセルシアにしたくないのよ。だからあとから冠姫聖戦プリンセスジハードにエントリーして、しかも召喚騎士としてシルバー先生を連れてきたのよ」

「……ちょっと待て」

　良護は頭の中で整理しながら、聞き返した。

「そもそもその冠姫聖戦プリンセスジハードとか冠絶の姫王エクセルシアってのはなんなんだよ」

「冠姫聖戦プリンセスジハードは冠姫聖戦プリンセスジハードよ。冠絶の姫王エクセルシアを目指して王家の姫が競きそい合う戦いよ」

　オリカの返答は、いまいち要領を得ない。

　良護は頭の上にはてなマークがいっぱい浮うかんでいるような気分だった。

「オリカ様、続きは私が」

　そこへ、アゲハがティーセットを抱かかえて戻もどってきた。

「……そうね。こういう解説はアゲハの方が上手だものね。任せるわ」

　オリカは小さく鼻を鳴らすと、玉座の背に深くもたれかかった。アゲハがその脇わきに小さなテーブルを置き、紅茶とお茶菓が子しを並べた。

「良護様。この世界には、王家と呼ばれる存在があるのはご存じでしょうか」

　オリカへの給きゆう仕じを終えたアゲハが、今度は良護の傍そばに紅茶セットを並べながら言う。

「王国ってのがいくつかあるのは知ってる」

「もちろん、そのような国を治める王家もございます。しかし、私たちが一口に王家という場合は、少し事情が異なります。国を治めるもの以外にも、経済力や武力、あるいは特とく殊しゆな技術など何らかの突とつ出しゆつした力を持った一族を王家、王族と呼ぶのです」

　アゲハが淡たん々たんと説明をする。

　その背後で、オリカはすました顔で紅茶に口をつけていた。

「公式に確かく認にんされている王家の数は十と三。それらすべての王家に共通していることは、持っている力の使い方を誤れば、いとも簡単に世界を破は滅めつさせてしまうことです」

「世界を破滅に？」

「過去に数度あった大きな戦争や、世界恐きよう慌こう、あるいは日照りや洪こう水ずいなどの自然災害でさえ、根源には王族が関かかわっていることがほとんどなのです」

　アゲハは決して冗じよう談だんを言っているわけではなさそうだ。

　良護は、話のスケールの大きさに思わず生なま唾つばを飲み込んだ。

「そして、冠絶の姫王エクセルシアというのは、そういった王族のすべてに対して絶対的な権力を持つ、王家の中の王というべき存在なのです」

「冠絶の姫王エクセルシア……。なんか、すごそうだな」

「そうですね、例えば以前、冠絶の姫王エクセルシアがパンダの黒と白の部分を間ま違ちがえ、周囲の者から笑われたことがありました。すると、次の日以降、世界中のパンダが遺伝子レベルで黒と白の部分が逆になったそうです」

「は……？　なんだそれ？」

「ある冠絶の姫王エクセルシアは雨が嫌きらいで、雨なんてなくなればいいのにと思ったそうです。すると、彼女がいる地域では常に晴れるようになり、代わりにその地域に降ふる予定だった雨はすべて別のエリアに降り注ぎ、中には一年中雨だったところもあるそうです」

「め、迷めい惑わくだな……」

「覚えるのが面めん倒どうという理由だけで、名前を変へん更こうさせられた国や、両りよう替がえが面倒という理由で、通貨をまとめられた地域は決して少なくありません」

「……なんか、冠絶の姫王エクセルシアってのが、ものすごい安っぽい存在に思えてきたんだが」

「もちろん、これらは冠絶の姫王エクセルシアの影えい響きよう力を示すわかりやすい例です。もっとまじめなこともたくさんやっていますよ？」

　アゲハはにこりと微笑ほほえんだ。どうやらアゲハなりの冗談だったらしい。

「冠絶の姫王エクセルシアは十年に一度、各王家の未み婚こんの女性、姫から選ばれます。その戦いが、冠姫聖戦プリンセスジハードなのです」

「なるほどな……。だけど、なんで姫なんだ？」

　良護は首をひねった。

「冠絶の姫王エクセルシアの力が、若い女性にしか使えないからとか、未婚の若い女性が一番中立な立場だからとか、理由は色々とあるようです」

「ふむ……」

　良護はようやく冠絶の姫王エクセルシアと冠姫聖戦プリンセスジハードの言葉のつながりを理解できた。

　納なつ得とくしたらしい良護の表情を確認し、アゲハは続ける。

「冠姫聖戦プリンセスジハードのルールはふたつです。参加する姫は、姫涙石ラクリマと呼ばれる特別な宝石で召喚騎士と契けい約やくすること。そして、姫涙石ラクリマをできるだけたくさん集めることです。期間である一年のあいだに、最も多く姫涙石ラクリマを集めた姫が、次の冠絶の姫王エクセルシアになるんです」

「そうよ。姫涙石ラクリマの力で契約した召喚騎士をいかに上手に使えるかが重要なのよ」

　アゲハが説明を終えると、オリカがあくびをかみ殺しながら、玉座から降りてきた。

　良護の手元に残っていた菓か子しをつまみあげ、口に入れる。

「どう、良護。わかってもらえたかしら？」

「別にわかりたくはなかったけどな」

　憎にくまれ口をたたきつつも、良護は素す直なおにうなずいた。

「じゃあ、家臣になってもらうわよ。あなたはわたしと契約した召喚騎士なんだから」

「それはお断りだ」

　良護がはっきりと告げると、オリカは不服そうにほっぺたをふくらませる。

「どうしてよ」

「事情はわかった。召喚騎士の契約とやらはさせられた。だが、実際に騎士として戦うのはおまえだろ？　だったら俺は関係ない。俺はただの一いつ般ぱん人だぜ？」

「そ……、それは、そうだけど……」

「良護様」

　口ごもったオリカに代わり、アゲハが言う。

「オリカ様の姫涙石ラクリマをお持ちなのは良護様です。姫涙石ラクリマを狙ねらって他の姫たちがここにやってくるのは時間の問題ですよ。どうやって戦うつもりですか？」

「これか……」

　良護が意識をすると手首に腕うで輪わが出現する。

「さっきも言ったが、俺には必要のないものだ。外れさえすればすぐに返すさ」

　良護は手首を回して、腕輪を確認する。やはり継つぎ目の様なものは一いつ切さいない。

「けど、いまのところはどうやっても外れそうにないな……」

「それじゃあ、やっぱりあなたはわたしの家臣だわ」

　がっかりした良護に向かって、オリカが鼻息荒あらくドヤ顔を作る。

「わたしの姫涙石ラクリマを持ってるんだもの。わたしの家臣じゃなきゃおかしいでしょ？」

「どんな理り屈くつだよ」

「王族の理屈よ。とにかく、つべこべ言わずにわたしに仕えて、戦えばいいのよ」

「いやだ」

「仕えなさい」

「断る。俺は平へい凡ぼんに生きたいんだ」

「わたしにとってはこれが平凡よ」

「俺からみたら異常だ。勝手に変なことに巻き込みやがって……」

「ああ、もう、うるさいわねっ！　黙だまって従いなさいよ！」

　オリカがひときわ大きな声で怒ど鳴なった。

「わたしだって、あなたみたいな普ふ通つうの人なんか巻き込みたくなかったわよ！　貴重な騎士選びでハズレを引かされたこっちの身にもなってみなさいよ」

　突とつ然ぜんのオリカの癇かん癪しやくに、一瞬、良護も、そばで控ひかえていたアゲハも絶句する。

　数秒の間をおいて、良護がようやく口を開いた。

「ハズレって……」

　その発言にはさすがに頭に来た。良護は思わず語気が荒くなる。

「なんだよその言い方。おまえ、人をなんだと思ってるんだ」

「サムライ・リョーでもない、凡ぼん人じんのあなたなんて、ただの駒こまに決まってるじゃない！」

「なんだとっ！」

　しかし、良護はその言葉に、それ以上何も言い返すことができなかった。

　しばらく無言でオリカをにらんでいたが、やがて背を向け、静かに言う。

「……それなら別の奴やつを捜さがせよ。もっと優ゆう秀しゆうな駒、いくらでもいるだろ」

「そうさせてもらうわ。冠絶の姫王エクセルシアになるために仕方なく使ってあげようと思ったけど、ハズレのあなたなんかこっちから願い下げよ。二度とわたしの前に顔を出さないで」

「おまえこそ、さっさと、うちから出て行けよな」

　良護はリビングから出て玄げん関かんへ向かった。靴くつを履はき、扉とびらを開ける。

「良護様、どちらへ」

　アゲハが追いかけてきて、心配そうに尋たずねた。

「関係ないだろ」

「良護様、オリカ様は決してあのようなことを本気で思っているわけではありません。ただ少し、状じよう況きよう的に冷静になれていないだけですからね」

　良護はそれには何も答えずに、家を出ていった。
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　アゲハは乱暴に閉じられたドアに向かって深いため息をつくと、居間に戻った。

「オリカ様、冠絶の姫王エクセルシアを目指すものとして先ほどの発言はどうかと思います」

「あいつが庶しよ民みんのくせに素直に言うことを聞かないからいけないのよ」

　オリカはふくれ面つらで、腕うでを組んでいる。

「オリカ様のお気持ちはわかります」

　アゲハはオリカをなだめるように優やさしく言った。

　だが、次の言葉は少しだけ強い口調に戻す。

「ですが、オリカ様。良護様の気持ちもお察しください。彼からすれば何もかもが突然のことなのです。受け止めるために、時間がかかるのは当然でしょう」

「どうしてあんなやつの気持ちなんて察しなくちゃいけないのよ」

「それでは、冠絶の姫王エクセルシアはあきらめるということですね」

「あきらめないわよ！」

「では、どのようにしてシルバー様に勝つつもりです？」

「うっ」

「オリカ様は召しよう喚かん騎き士しとしては弱すぎます。防ぼう御ぎよ力も攻こう撃げき力もスッカスカですよ？」

「ううっ」

「このままでは、無残にも衣服を切り裂さかれ、涙なみだ目めに慈じ悲ひを懇こん願がんするオリカ様の写真が私のコレクションに増えるだけなんですよ。もちろん、それはそれでイイネ！」

「何がイイネよ！　キメ顔で親指たてるんじゃないわよっ！」

「きゃ、オリカ様こわぁい」

　ふざけるアゲハを横目に、オリカはつぶやくように言う。

「でも、そうよね。このままではシルバー先生にも、他の騎士にも勝てないのは事実よ」

「ちなみに今までの、シルバー様との戦績はいかがなものですか」

「演習の手合わせでも、一勝もしたことないわ」

「……かなり厳しい状況ですね」

「召喚騎士としてパワーアップできれば、一パーセントくらいなら勝てるかも」

　オリカは発言してから、「むうぅ」と小さく唸うなった。

「そういえば、なぜシルバー様はセイラ様と契約をしたのでしょう」

　しばらくしてアゲハが口を開いた。

「オリカ様がお願いに行ったときは、まったく相手にしていただけなかったというのに」

　実はオリカもシルバーを騎士にしようと画策したことがあった。

　だが、彼は引退した身だからと、相手にしなかったのである。

「幸福の鐘かねよ」

「なんですか、それは？」

　アゲハが首をかしげた。

「セイラが頻ひん繁ぱんに鳴らしてたハンドベル。あれはマカルインの家に古くから伝わる幸福の鐘という楽器よ。発生する音に仕し掛かけがあって、人の心を操あやつれるって聞いたわ」

「ではシルバー様は操られておいでだと？」

「……先生ほどの武人が、そう簡単に操られるとは思わないわ。……実際、さっきもセイラの言う通りに動かなかったみたいだし、きちんと操れてはいないんじゃないかしら」

　オリカは顎あごに手を当て思案顔になった。

「それを確かめるためには、良護様のお力を借りて再戦しなければなりませんね」

「……うう」

「それに、オリカ様が騎士ということは、パワーアップのためにも良護様が必要です」

「対価の件ね……」

　オリカは下した唇くちびるを噛かんだ。

「はい。つまり、冠絶の姫王エクセルシアになるためには、オリカ様は徹てつ底てい的に良護様に頼たよるしかないということですよ。わかりましたか？」

「……わかったわよ。頼ればいいんでしょ、頼れば」

　オリカは目をつぶると、あきらめたようにため息をついた。

「よいご判断です」

「でも、アゲハ。どうすればいいのよ。……あいつ、かなり怒おこってたわ」

　アゲハはしばらく考えてから、言う。

「お任せください。私に作戦があります」

「作戦？」

「はい。良護様の機き嫌げんを回復しつつ、さらに自発的にオリカ様に協力したくて仕方なくなるに違ちがいない、すばらしい作戦です」

　不敵に微笑ほほえむアゲハである。

「それは、どんなものなの？」

　オリカはごくりとのどを鳴らしながら、わずかに身を乗り出した。

「題して、王家伝来、姫ひめにガチで恋こいしなさい大作戦、略して姫恋大作戦です！」

「ひめ、こい、だいさくせん？」

　顔をしかめつつ、オリカはアゲハの話に耳を貸した。
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『姉ちゃん、勝負だ』

『良護か。ああ、良いよ、良いとも』

『くっそー。また負けた』

『ははは。すごいな良護。このあいだより、確実にレベルが上がっているよ』

『でも、負けは負けだろ』

『まあ、そうだね。その通りだ』

『けど良いんだ。次は勝つから。次が無理でも、その次か、その次には絶対勝つから』

『うん。そうだな。良護にはきっと私を超こえる日が来る』

『だから、姉ちゃん、それまで待ってろよ』

『ああ、待ってるよ。楽しみだ。とても楽しみだ』

『絶対だぞ、絶対だからな！』

『もちろんだよ。私はどこにも行かないさ』




　良護の六つ上の姉、盾町諒りよう子こは一言で言って「完かん璧ぺき」だった。

　幼い頃ころから神童と呼ばれ、勉強も運動も芸術も、ケンカだってなんだってそつなくこなした。しかもほとんどに最高の結果を添そえている。

　その上、性格も悪くない。温おん厚こうで人当たりも良くて、ユーモアのセンスもあったし、何よりも正義感が強かった。加えて顔も美形となれば非の打ち所がまるでない。

　良護が物心ついた時には、諒子は老若男女誰だれからも愛され、頼られる、ちょっとした町内のヒーローだった。

　そんな諒子に、良護は小さい頃から憧あこがれていた。

　将来は姉のような立派で格好良い人間になるんだと、幼い頭でいろいろな「シュギョー」を考えて実行し、また、諒子に直接指導をしてもらうこともあった。

　ときには諒子に勝負を挑いどんだこともある。しかし一度も勝ったことはない。諒子は手を抜ぬくことは絶対にしない。だから、良護は常に完かん膚ぷ無なきまでに負けるのだ。

　それでも、それはそれとして、次こそは勝ってやると発はつ憤ぷんできる材料になった。

　あの頃の良護は日々が充じゆう実じつしていたし、将来への希望にあふれていた。

『強くて、優しくて、格好良くて、とにかくすごい、姉ちゃんみたいな人間になる！』

　良護にとって姉、諒子は人生の目標そのものだったのである。

　今から四年前。家族で行った海外旅行で、諒子が帰らぬ人となるまでは。
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「なんなんだよ、あいつら……」

　思わず家を飛び出した良護だったが、特に行き先があったわけではない。

　それに、よく考えれば、良護が家を飛び出す理由はどこにもなかった。

　それだけ頭に血が上っていたのだ。

　勝手に巻き込まれたこと以上に、姉と比べられたことに対して。

「姉ちゃんと比べたら、俺じゃなくったって凡人だっての……」

　むしゃくしゃした良護は、目の前に転がっていた石を蹴けった。

「きゃあ」

　その石が、前方で誰かにぶつかりそうになる。

「あ、悪い」

「あれ、りょうちゃん？」

　慌てて駆かけ寄ると、それは私服姿の夏か輪りんだった。夏輪らしく、私服も質素である。

「夏輪じゃないか。……何やってんだ、こんなところで」

「牛乳切らしちゃったから、コンビニまで買いに行くところ」

　夏輪は満面の笑みで答えた。

「りょうちゃんは？」

「……散歩だ」

　良護は適当に誤ご魔ま化かした。すべてを説明するのは面めん倒どうだったからだ。

　夏輪には特に疑った様子はない。そうなんだ、と笑顔のままうなずいた。

「それじゃ」

「あ、りょうちゃん。待ってよ」

　軽く手を上げその場を立ち去ろうとする良護を、夏輪が引き留める。

「よ、よかったら、コンビニまで一いつ緒しよに行かない？」

「コンビニか……」

　ここで夏輪と別れたところで、他に行くところもない。

　少し考え、良護は「ああ、いいぜ」と首しゆ肯こうした。

　薄うす暗ぐらい日の落ちかけた道を、ふたりで連れ立って歩く。

「何か、あったの？」

　しばらく進んだところで、夏輪が良護に尋たずねた。

「何でだ？」

「りょうちゃんが、石を蹴るとか、珍めずらしいから」

「……まあ、ちょっとな」

「そう……。も、もしかして、あの、さっきの、お手紙の関係……？」

　思い切ったように切り出した夏輪だったが、その語ご尾びは小さくなる。

　良護はどう返答しようか迷う。

　あの手紙の差出人はオリカたちだった。そして、今現在むしゃくしゃしているのもオリカたちのせいである。つまり、あの手紙のせいだといえばそのとおりなのだが、かといって一部始終すべてを説明するのは難しい。王家や冠絶の姫王エクセルシアなど信じてもらえないだろう。

「……ひと違いだったらしい」

　結局、短く、そうまとめた。嘘うそはついていない。

「そう、なんだ……」

　夏輪は一いつ瞬しゆんだけ顔を輝かがやかせたが、すぐに申し訳なさそうな表情になった。

　しばらく間があいた。

　それから、再び夏輪が振ふってきた話題は、まったく関係のないものだった。

　テレビの話や、中間テストの話、クラスメイトの話。

　たわいもない話だった。昨日までは当たり前の、ごく普ふ通つうの日常会話だ。

　冠姫聖戦プリンセスジハードや召しよう喚かん騎き士しなど、放課後の数時間で激しい非日常を体験した良護は、夏輪とのそういった会話に、どこか癒いやされる部分があった。

「ねえ、りょうちゃん、りょうちゃんの夢って、本当に平へい凡ぼんな人生、なの？」

　話題が進路の話になったところで、夏輪が良護に聞いてきた。良護は即そく答とうする。

「もちろんだ。平凡なサラリーマンがいい。サラリーマンに俺はなる！」

　ちょっとポーズを決めて言う良護に、夏輪は口元に手をあてながら苦く笑しようする。

「それって、そんなにがっつり言うことかな？」

「ダメか？　サラリーマンになって、安定した収入を得て、平凡に生活する。これ以上に良い人生はないと思うんだ。もちろん正社員がいい」

「うん、良いと思う。良いと思うけど……」

「けど？」

「りょうちゃん、小さい頃は、すごい人になる、って言ってたよね」

「すごい人？」

「うん。お姉さんみたいな、強くて優やさしくてかっこいい、すごい人になるんだって、そう言ってたんだよ。覚えてない？」

「……覚えてないなあ、そんな昔のこと……」

　良護は大げさに肩かたをすくめてみせる。

　嘘だった。本当は覚えている。覚えていたが忘れようとしているのだ。

「……ねえ、りょうちゃん、それじゃあ、こっちは覚えてる？」

　不意に、夏輪が声のトーンを変えた。

　何かを決心したような、そんな調子だった。

「小さい頃、あたしがアイスクリームを怖こわいお兄さんにぶつけちゃって、それですごく怒られたとき、りょうちゃんが身を挺ていしてかばってくれたこと」

「そんなこと、あったか？」

「うん。怖いお兄さんたち相手に、絶対に勝ち目なんかないのに、りょうちゃんってば、立ち向かってくれた。あたし、あのとき嬉うれしかった。すごくすごく嬉しかったんだよ」

「ガキだったからな。怖いもの知らずだったんだろ？」

「あとでりょうちゃん、言ってたよ。お姉さんが、『困っている人がいれば手伝う』っていつも言ってるから、やっただけだって」

「そんなこと言ってたのか？　本当にガキだな」

　言いながら、良護は姉との会話を思い出していた。




『姉ちゃんはどうしてそんなに強いんだよ』

『そうだなあ……。私はね、良護。世界中の困っている人を手伝いたい。常にそう思って、それを実行しているだけだよ』

『じゃあ、俺も姉ちゃんみたいにする！　困ってる人がいたら手伝う！　そしたら強くなれるんだろ？　姉ちゃんに勝てるようになるんだろ？』

『ああ、きっとなれるさ。がんばれよ、良護』




　かつて、良護には夏輪の言った通りの思想をかかげて頑がん張ばっていた日々があった。

　だがそれもすべて、諒子が消えた時点で、良護の中からは崩くずれ去っていた。

　目標である諒子がいなくなった。その瞬間に、良護は糸が切れたように何もかもが頑張れなくなってしまったのだった。

「……でね。それでね、あたし、あのときから、りょうちゃんのこと……」

　ふと、夏輪が何かを言いかけたときだった。

　良護たちの脇わきを数人の女子学生が通り過ぎた。制服をやたらと着き崩くずしていたり、髪かみの毛の色が極きよく端たんな金色や茶色だったり、化け粧しようやアクセサリーを惜おしげもなく装備しているような、良護たちとは、また少し違ちがった座標に住む少女たちだった。

　ふたりの耳に彼女たちの声が届いた。

「うわ、あの髪かみ型がたやばくない？　重すぎ」「あのメガネも服もセンスないわぁ」「ほんとやばすぎー」「ギャハハハハハハ」

　品のない笑い声を上げながら、少女たちは去っていく。

　その会話の内容が、夏輪のことを示しているのは火を見るより明らかだった。

　夏輪は顔を真っ赤にしてうつむいてしまう。

「おい、夏輪。あんな奴やつらの言うこと気にするなって」

「……うん……」

　うなずくと、下を向いたまま、夏輪は良護に背を向けた。

「ごめんね、りょうちゃん。あたし、用事思い出しちゃったから、急いで帰る」

「そうなのか？　送るぞ」

「いいの。ごめん、ひとりで、帰らせて」

　珍しく強い調子で言うと、夏輪は振り返りもせず、その場から走り出した。

　良護はその背を黙だまって見送る。そして少しだけ思った。

　姉ちゃんだったら、きっと今の女子たちの言葉を即そく座ざに否定しに行くんだろうな、と。
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　結局、他に行く当てもない良護はコンビニで適当に時間をつぶし、家に戻もどることにした。

　帰り着くと、中の物音からオリカたちがまだ残っていることがわかった。

「……あいつら、まだいたのか……。ん、この匂においは？」

　玄げん関かんで靴くつを脱ぬいだ良護は、家中に何か良い匂いが漂ただよっていることに気づいた。

「料理か？」

　ちょうど夕食時である。

　匂いに釣つられた良護は、靴を脱いで手を洗うと、キッチンへと向かった。

　部屋に入ると香かおりはますます強くなる。

　真っ先に食しよく卓たくに目がいった良護は思わず「おお」と声を漏もらした。

　四人がけの小さなテーブルの上に、色とりどりの料理がぎっしりと並んでいるのだ。

　どれもこれも良護が見たことのないものばかりで、かなりの量と種類である。

「あ、良護……。お、お帰り、なさい」

　すると、台所の陰かげからオリカが顔を出し、しかられたあとの子犬のような上うわ目め遣づかいと、たどたどしい口調でそう言った。

　オリカは可愛かわいらしいデザインのエプロンを身につけている。

「あ、ああ、た……」

　良護は思わずただいまと言いかけ、慌あわてて口をつぐむ。咳せき払ばらいをして誤魔化す。

「これはなんだよ。出て行けって言っただろ」

　良護は料理を指さしながら、オリカに尋ねた。

「そ……、そうなんだけど……、その……」

　おなかの前で手をもぞもぞと動かしながら、オリカは煮にえ切らない態度を取る。

「なんだよ。はっきり言えばいいだろ？」

「そ、その、あのね。良護、その……」

　オリカはなかなか言い出さなかった。だが、良護は急せかすことなく返事を待った。

　こういうことは、夏輪の対応で慣れているのだ。

　やがて、たっぷり五分は経過しただろうか。

　オリカが大きく息を吸い込んで、思い切って言った。

「さ、さっきは言い過ぎたわ。これはその、お、お詫わびよ」

「お詫び？　……まさか、これ、おまえが作ったのか？」

　良護は目を丸くして驚おどろいた。

　お詫びという言葉が飛び出したこともびっくりだったが、お姫さまであるオリカが料理を作るとは思っていなかったからだ。

「そうよ。ほら、見なさい。あなたの家の包丁が悪いから、こんなにケガしちゃったわ」

　と、オリカは両手を良護に見せた。

　たしかにオリカの指先には複数の真新しい絆ばん創そう膏こうが貼はられていた。

　思わず良護は「ほう」と感心しそうになったが、すぐに気持ちを切り替かえる。

「……おまえが作ったものなんかいらねえよ。変なもの入ってるかもしれないしな」

「はあ？　わたしがそんなことするわけないでしょう」

「人が気絶しているあいだに、勝手に契けい約やくをした奴のことを信じられるかよ」

「う……、で、でも、これは本当に何もしてないわ。だから食べなさいよ」

「いやだね」

「なんでよ？」

「なんでもだ」

「いいから食べなさい」「ことわる」「たーべーなーさーい」「いーやーだ」

　良護はどうにかオリカの要求を突つっぱねようとしたものの、オリカも引きそうにない。

「なによ、せっかく作ったのよ？　食べてくれたっていいじゃない！」

「自分で食えばいいだろ」

「なにようぅ」

　オリカはぎりぎりと歯をかみしめて良護をにらみつけている。

「オリカ様、オリカ様」

　そこで、不意にアゲハの声が響ひびいた。

　台所の隅すみで、オリカに向かって手招きしている。今まで物もの陰かげにでも潜ひそんでいたのだろう。

「ちょっと待ってなさいよ」

　そう言って、オリカは良護に背を向け、アゲハのもとへ小走りに近づいた。

「オリカ様、ダメですよ」とか「だけど、なんで」とか「でも、やらないと」とか、ふたりでしばらく何かを話していた。

　やがて、オリカは良護に向き直った。アゲハは拳こぶしを握にぎってオリカを送り出すと、またもや物陰に身を潜めた。一体何をしているのだろうか。

「うう、なんでわたしが……」

　オリカはぶつぶつと言いながらも深呼吸をする。そしてうつむいた。

「ね、ねえ、良護？」

　オリカは改めて良護を呼ぶ。鼻にかかった甘ったるい声。

「なんだよ」

「お、お願い」

　そこで、少しだけ顔を上げると、上目遣いに良護を見やる。

　恥はずかしそうに、オリカは言った。

「わたしの初めて、た、食べて？」

　良護は思わずその姿に見とれる。

　オリカはかなりの美少女なのだ。その美少女が上目遣いで懇こん願がんしてくる姿は、彼女イナイ歴イコール年ねん齢れいの健全な男子高校生たる良護に対して、かなりの破は壊かい力があった。

「う……」

　良護は拒きよ絶ぜつしようと思った。だが。

「……し、仕方がない。食材も勿もつ体たいないし、食ってやる」

　口から出てきたのはそんな台詞せりふだった。

「本当!?」

　瞬間、オリカが嬉うれしそうに顔を輝かがやかせた。良護はその顔に見とれてしまいそうになった。

「それじゃあ、座りなさいよ、良護。早く食べましょ」

　喜々として席についたオリカに続いて、良護もまた空いている席に腰こしを下ろす。

　オリカと、料理を挟はさんで向かい合う形になった。

「それじゃあ、食べましょう。いただきます」

「ああ……、そうだな、い、いただきます」

　ぎこちなく挨あい拶さつを終えた良護は、料理を取ろうとして、あることに気づいた。

「あれ？　オリカ、俺のフォークは？」

　良護の手元には皿しか置いていない。料理を取るフォークがないのだ。

「ちょっと待って」

　と、オリカがすぐに、自分の手元にあったフォークを一本手にする。

　それから、目をつぶってどういうわけか深呼吸をした。

「冠絶の姫王エクセルシアになるため、冠絶の姫王エクセルシアになるため、冠絶の姫王エクセルシアになるため」と、小さな声で唱えている。「オリカ様、ファイトです」と、背後からアゲハの小さな声せい援えんが聞こえた。
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「オリカ？」

　不ふ審しんそうに良護が尋たずねると、オリカがかっと目を見開く。

「良護、ど、どれが食べたいかしら？」

「どれって……、とにかくフォークをくれ」

「言いなさい。どれが食べたいの？」

　良護がフォークを受け取ろうと伸のばした手を無視して、オリカは不ふ遜そんに言う。

「……じゃあ、そこのフライみたいなやつ」

　どうにも埒らちがあかないので、良護は一口大の揚あげ物を指でしめした。

「わかったわ」

　ゆっくりとうなずくと、オリカはそのフライをおもむろにフォークで突き刺さした。

　ザクっと小気味の良い音が響く。

　それからそのフライの刺さったフォークを良護に向かって突き出す。

「はい」

「……おう、さんきゅ」

　だが、そのままフォークを受け取ろうとした良護の手を、オリカは躱かわした。

「なんだよ、ここまできて食わせない気か？」

「違ちがうわよ。そうじゃなくて。そうじゃなくて……、えっと、なんだっけ」

「なにがだ？」

「あ、そうだ、思い出したわ」

　そう言って、オリカはまたもや深呼吸をした。

　良護をまっすぐに見み据すえると、険しい顔で言う。

「りょ、良護、口を開けなさい」

「へ？」

「良いから、黙って口を開けなさい。これは命令よ」

「なんでだよ」

「開けなさい」

「えっと」

「早く！　わたしがやってあげるのよ、素す直なおに開ければいいのよ！　ほら、早く」

「……、あー、んぐ」

　わずかに口を開いた瞬しゆん間かん、オリカがフォークを良護の口の中へ突きだした。

　まるで剣けんで突き刺すような、見事な直線軌き道どう！

　良護はその勢いにむせかけたが、料理は無事に口の中に到とう着ちやく。フォークも引き抜ぬかれる。

「あいううん……」

　何するんだよ、と言おうと思った良護だったが、今の一連の行こう為いが、女の子から「あーん」と食べさせられる行為だとようやく気づき、なんとも言えない気分になった。

　仕方なく、黙だまって咀そ嚼しやくする。

　もしゃ、もしゃ、もしゃ。

「ど、どうかしら？」

「う、うん……」

　良護はよく噛かんで味わう。どうやら魚のフライらしい。

「うまい」

　飲み込むと、良護は素直な感想を述べた。

　すると、オリカの顔が明るくなる。

「本当に？」

「ああ、すごくうまい。こんなうまいの食ったの初めてだ」

「じゃあ、こっちはどう？」

　今度はオリカが進んで、別のお皿の料理をフォークで突き刺した。どこか楽しげだ。

「はい、開けなさい」

「いや、次は自分で」

「いいから、あーんって、大きく口を開ければいいの。切り刻まれたいの？」

「……あー、んぐ」

　またもや良護の口の中に食べ物が差し込まれる。

　先ほどより動作が丁てい寧ねいになっていて、良護はますます気き恥はずかしくなった。

「……これも、うまいな」

「えへへへへへへ」

　良護の表情を見て、オリカは嬉しそうにはにかんだ。

　そんな感じに、良護はいくつかの料理を食べさせられ、だいぶお腹なかが満たされた。

　アゲハが用意した食後のお茶を口に含ふくみつつ、良護は満足げに言う。

「おまえ、料理うまいんだな」

「当然よ。アゲハの料理の腕うでは、王族の中でもかなり有名なのよ」

「へえ、そうなのか。すごいな……」

　と、もう少し何かつまもうかと料理を物色していた良護は、オリカの言葉が気になった。

「ちょっと待て、これ、おまえが作ったんじゃないのか？」

「ここに並んでいるものを作ったのはアゲハよ」

　オリカがきょとんとした表情になる。

　一方、良護は呆あきれたように言う。

「なんだよ。てっきり俺はお前が作ったんだとばかり思ったぞ」

「わたしも一度は作ったのよ。だけど、その……、ぜんぜんおいしくなくて」

　オリカは気まずそうに目を逸そらした。だが、すぐにキッとにらみつけてくる。

「けど、そんなのどうだって良いでしょ？　おいしい料理を、可愛かわいい姫があーんしてあげたのよ？　それで充じゆう分ぶんでしょ？　さあ、家臣になりなさい」

「嫌いやだ。……って、家臣になれ？　なんだよ。お詫わびじゃなかったのかよ」

「当たり前でしょう？　王族のわたしが庶しよ民みんのあなたに詫びる必要がどこにあるのよ」

「おまえなあ……」

「オリカ様、良護様！」

　そこへ、アゲハがさっと現れると、ふたりのあいだに割って入った。

「良護様、後片付けはしておきますので、いったんお部屋に戻もどられてはどうでしょう」

「……言われなくてもそうするよ」

　ポリポリと頭をかくと、良護は静かに席を立ち、リビングルームから出る。

「オリカ様、お母上の遺志をお継つぎになるのでしょう？　先ほどの発言はさすがに……」

　背後で、アゲハがオリカに説教らしいことを言っているのが聞こえた。
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「良護様」

　約一時間後。良護が格かく闘とうゲームをしていると、ドアのノックとともにアゲハの声がした。

「なんだ？」

　画面に集中し、コントローラを必要以上に激しく叩たたきながら、良護は返事をする。

「お風ふ呂ろの準備ができました。お入りになられてはどうでしょうか」

「風呂？　また、勝手なことを……」

　と、言ったあとで、良護は体が汗あせばんでいることに気づいた。

　そういえば、放課後に白銀の騎き士しに襲おそわれたとき、嫌な汗をたくさんかいた。

　だから、アゲハの提案は魅み力りよく的だった。

　しかし、さっきの件もある。

「またオリカが何か企たくらんでるのか？」

「今度は私だけで準備いたしました。お風呂には種も仕し掛かけもありませんよ」

　ドア越ごしに、アゲハが流りゆう暢ちように答える。

「これでも王家認にん定ていメイド資格特Ｓ級の認可を受けております。お風呂の準備は、ワンちゃん用のたらいから王室の大浴場まで完かん璧ぺきです。世界一のバスタイムをお約束しますよ」

「王家認定メイド資格？　なんだそれ」

「掃そう除じ洗せん濯たく炊すい事じから、主人の護衛術やあしらい方など、全ぜん項こう目もく五十五段階で評価される資格です。特Ｓ級は、その中でも最上級にあたります」

「ほう……」

「あの、良護様？」

　良護が王家認定メイド資格に感心し、世界一のバスタイムとはどんなものだろうかと興味を持ち始めたところで、アゲハが続ける。

「必要でしたら、その、お手伝いいたしますよ」

「何の話だ？」

「主人が異性の場合、そういうことを求められる場合もありますので、そちらの方もそれなりに対応可能です。もちろん、オリカ様の許可が必要ですが」

「そちらの方って、なんだ？」

「あら、言わせるおつもりですか？　もちろん、性的なことですよ」

「性て……」

「健全な男子高校生です。お部屋にひとりこもられるということは、そういうことではないんですか？　先ほどから、間欠的に女性の声があん、あん、と漏もれておりますし」

「ちげえ！」

　良護は慌あわてて、ゲームの電源を切った。

　良護の使っていたキャラクターは女の子の戦士で、ダメージを受けると、たしかになまめかしい声が出る。音だけを聞けば、そういうものに聞こえなくもない。

「……わかった、少し待ってくれ。すぐに入る」

「はい。お待ちしております」

　これ以上あらぬ疑いをかけられるのを避さけるため、アゲハの言葉に甘えることにした。

　浴室に到着した良護は、中を確認する。たしかに目立った異常はなさそうだ。

　ただ、脱だつ衣い場も洗い場も、掃除と整理整せい頓とんが行き届いていて、タオルが綺き麗れいにたたまれていたり、シャンプー類が整然と並んでいたりする部分が異常といえば異常だった。

　湯船には何か入にゆう浴よく剤ざいが入っているのか、ピンクがかった乳白色をしていて、薔ば薇らの香かおりらしき良い芳ほう香こうが浴室に充じゆう満まんしている。ご丁寧に薔薇の花びらも数枚浮うかべてあった。

　それらに目をつぶれば、お湯は適温であり、まさしく入りごろである。

　良護は着ていたものを脱ぬぐと、湯を浴び、アゲハが準備した浴よく槽そうに身を沈しずめた。

　薔薇の入浴剤というのは初めてだったが、その香りも不快ではない。

「ふうぅ」

　体がじんわりと温まってくると、だんだん気持ちが落ち着いてくる。

　今日はいろいろなことがありすぎた。

　それで、少し心に余よ裕ゆうがなくなっていた気がする。

　良護は湯に浸つかりそんなことを考えていた。

　やがて、それなりに体が温まると、良護は湯から出て洗い場の椅い子すに腰こしを下ろした。

　そのときだ。

「良護様、お湯加減はいかがですか」

　浴室の扉とびらの向こうから、アゲハが尋たずねてきた。

「良いよ。ありがとう」

「そうですか。それでは、私たちもご相しよう伴ばんにあずかりますね」

「ああ、そうだな」

　と。良護はてっきり、アゲハたちは良護のあとに入るものと思い、そう返事をした。

　だが、「失礼します」と言う声とともに、突とつ然ぜん扉が開く。

「それでは、お言葉に甘えさせていただきます」

「はあ!?」

　良護はとっさにタオルで腰を隠かくした。

　振ふり返ると、入り口にアゲハが立っている、そしてその陰かげに隠れるように、オリカの姿も見えた。ふたりとも、どういうわけかビキニタイプの水着姿だった。

　アゲハは、下着と同じような黒いセクシーなデザイン。

　そして、オリカの水着は赤系の色で、縁ふちの部分に飾かざりがある可愛らしいものだった。

「ちょ、な、なに」

　そんなふたりの姿に、良護は驚おどろきのあまり言葉が出ない。

「お手伝いにあがりました」

　アゲハが体の前で腕を組んで、妖よう艶えんに微笑ほほえむ。

　良護は思わずその胸むな元もとに出来た谷間に目を奪うばわれた。

　水着になることで明らかになったアゲハの全身は、凹おう凸とつがしっかりしていて、かなりなまめかしい。まるでグラビアアイドルのような体型だ。胸元だけではなく、鎖さ骨こつから腕にかけたラインや、すらりと伸のびた細い脚も綺麗だった。

　また、恥はずかしそうに身をよじっているオリカはオリカで、予想通り凹凸の少ない体ながらも、そこはきちんと女の子であり、良護はそれはそれで見とれてしまう。

　ふくらみかけの胸元を見ると、学校で触さわってしまった感かん触しよくが、手によみがえってきた。

　ガン見しすぎている自分に気づいた良護は、椅子に座ったまま慌てて二人に背を向ける。

「な、なんなんだよ、おまえたち」

「良護様。お背中をお流しします」

　そう言うと、アゲハは桶おけで湯船の湯を汲くみ、まずは良護の背中に、次に自分の体にお湯をかけた。それからボトルからボディソープを出して手で泡あわ立だてる。

「オリカ様、まずはわたしがお手本を示しますね」

　良護の目の前には鏡があった。

　間ま抜ぬけな顔をした良護の背後で、アゲハが手のひらで泡立てたボディソープを、水着の胸元になすりつけていくのが見える。

「ちょ、アゲハさん、何を？」

「お背中を流すんですよ？」

　鏡の中で、アゲハが妖艶に口元をほころばせる。

「それでは、いきますよ」

　そしてアゲハはがばりと腕うでを回し、良護に抱だきつくようにして体を押しつけてきた。

「のわっ!?」

　背中に突とつ然ぜん、重さとともに柔やわらかな物体を感じ、良護は変な声を出してしまう。

　その柔らかさの正体を想像し、良護の心臓と、腰にある第二の心臓が激しく高鳴る。

　だが、次の瞬しゆん間かん、良護の肉体に、より恐おそろしい生理反応が起こった。

　ぼつ、ぼつ、ぼつ、ぼつ、ぼつぼつぼつぼつぼつぼつぼつぼつぼつぼつ！

　良護の全身に、一いつ斉せいに鳥とり肌はだが立つ。

「きゃあっ」

　アゲハが鳥肌の感触にひるんだのか、少しだけ体を離はなした。その隙すきに、良護は彼女の腕を振り払はらい、とっさに浴槽に飛び込んだ。

　湯船の中でできるだけアゲハから遠ざかりつつ、良護はふたりを見た。

「いきなり何するんだよ」

　良護は呼吸を落ち着けてから抗こう議ぎする。

　アゲハはセクシーな水着とボディソープの泡にまみれただけの格好である。

　濡ぬれたせいだろう。水着が張り付き、胸元のふたつの半球の形がかなりよくわかる。

　良護はそれで、さっき押しつけられた柔らかさを思い出してしまい、体が離れたことで収まりかけていた鳥肌が再び立ち始めるのを実感する。だから、とっさに目をそらす。

「良護様こそ、そのお肌は、一体？」

　今まで沈ちん着ちやく冷静だったアゲハも、突然の良護の鳥肌に目を丸くして驚いていた。

「体質なんだよ。小さい頃ころ、一度姉ちゃんにとんでもない修しゆ業ぎようをされて以来、女性に触ふれられると鳥肌が立つんだ。ひどいと、意識も失う」

　呼吸を落ち着けながら、良護は必死に説明した。

　アゲハは、得心したように、ぽんと手を叩く。

「なるほど……、先ほどの反応はそのためでしたか。シャイなんですね、良護様」

「仕方ないだろ。気持ちはありがたいが、そういうわけだから、出てってくれよ」

　良護は目を伏ふせたまま、手で追い払う仕し種ぐさをした。

　しかし、ふたりが出て行く気配はない。

　それどころか、今度はオリカが前に進み出る。

「良護。湯船からあがりなさい。背中が擦こすれないわ」

　腰に手をあて、あまり大きくない胸を反らして、良護を見下ろすオリカである。

「おまえ、俺の話を聞いていたのか？　俺は女子に触れられたら鳥肌が立つんだよ」

　ふと、今日、何度かオリカに触れたときは鳥肌が立たなかったことを思い出した。

　だが、それはなにかの偶ぐう然ぜんだったのだろうと、良護は自分に言い聞かせる。

「関係ないわ。わたしが背中を擦らせなさいって言ってるのよ。つべこべ言わずに湯船からあがりなさいよ」

「だから、いらないって言ってるだろ」

「良護様。鳥肌がご心配でしたらこれを使えば大だい丈じよう夫ぶだと思いますよ」

　アゲハが手にしていたのは、プラスチックの取っ手がついたスポンジだった。

　たしかに、それを使えば直接体に触れられることはないだろう。しかし。

「道具の問題じゃねえよ。俺は別に背中を擦ってもらいたいと思ってないんだよ！」

「わたしが背中を擦りたいのよ。さあ、早く出てきなさいよ」

「だから、いらないって」

「出なさい」

「いらない」

「出なさいよ」「いらん」「出ーなーさーい」「いやだ」「出なさい！」「ことわる」

　何回かそんなやりとりをすると、だんだんオリカがいらだって来たのがわかった。

「良護、いい加減にしなさいよ。家臣は姫ひめの言うことを素す直なおに聞くも」

　ヒートアップしたオリカは、身を乗り出そうとして、浴槽の縁に手をかけた。

「え？」

　しかし、不運にもそこには良護の体から飛とんだボディソープの泡が付着していた。

　オリカはつるりと手を滑すべらせ、体勢を崩くずす。

「きゃあっ!?」

　そして、ドボンっ！　と盛せい大だいな音を立てて、見事に浴槽に落ちてしまった。

「オリカ様」「オリカ!?」

　良護とアゲハは慌てたものの、全身を湯の中に沈めたオリカは、すぐに体を起こした。

「ぷはーっ。ゲホッ、ゲホッ。はあはあはあ、び、びっくりした」

　咳せき込みながら、びしょ濡れになったオリカが、浴槽の中で立ち上がる。

「まったく、あなたが素直に背中を擦らせないからこういうことにな、る……」

　言いかけ、胸を反らしたオリカの表情が固まる。

　目の前の良護の様子がおかしいことに気づいたのだろう。オリカを凝ぎよう視ししているのだ。

　濡れた髪かみの毛を手でかきあげるオリカ。

　その水着が、ずれていた。上半身のビキニがめくれている。

　つまり、オリカの胸が完全に露ろ出しゆつしているのだ。

　ほとんど数十センチくらいの距きよ離りにある美しい少女の半はん裸らに、良護は目が釘くぎ付づけになり、鼻から血が流れて来たのを知覚した。だが、見とれてしまって首を動かすことができない。
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　そんな良護に、オリカは眉み間けんにしわを寄せつつ尋ねる。

「何よ、そんなに馬ば鹿かみたいな顔して」

「オリカ様、み、水着が」

「え？　水着？」

　洗い場からのアゲハの指し摘てきで、オリカはゆっくりと視線を下げた。そして。

「きゃ、きゃああああああああああああああああああああああああああ」

　オリカは顔を真っ赤にして胸元を腕で覆おおうと、とっさに湯船にしゃがみ込んだ。

「良護の痴しれ者もの！　大痴れ者！　ド痴れ者！　出ていきなさい！　切り刻むわよぉっ！」

　オリカの悲鳴で良護はようやく体の硬こう直ちよくがとけ、湯船から飛び出す。

「わ、悪い！」

　良護が着き替がえを抱かかえて脱だつ衣い場の外へ出ても、まだしばらくオリカの罵ば声せいは続いていた。
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「痴れ者。変態。のぞき魔ま。切り刻んでも刻み切れないわ！」

「だから、謝っただろ」

　風ふ呂ろの騒そう動どうから二時間。

　結局、オリカとアゲハはあのまま入浴を続け、良護が体を再び温めることができたのは一時間以上あとのことだった。

　待っているあいだに体は冷たくなるし、びしょびしょにした床ゆかを掃そう除じする羽目になったりと、難なん儀ぎな時間を過ごしている。

　それなのに、風呂から出たとたん居間に呼び出された良護は、真っ赤な顔で怒おこるオリカに文句を言われ続けているのである。なんとも理り不ふ尽じんだった。

「謝って済む問題じゃないわよ。は、裸はだかを見るなんて……」

「元はといえばおまえたちが変なことするからだろ」

「あなたが素直に背中を擦らせないからいけないのよ」

「頼たのみもしないこと、無理にしようとするからだ」

「家臣のくせに逆らうからよ」

「だから家臣じゃないって言ってるだろ」

「家臣よ」

「違ちがう」

　バチバチと火花が飛んでいるかのように、良護とオリカの視線は絡からみ合っている。

「まあまあ、おふたりとも。もうそろそろお怒いかりをお鎮しずめください」

　そんなふたりのあいだに、ティーセットが一式載ったお盆ぼんを持ったアゲハが立ち入る。

　小さな猫ねこ脚あしテーブルの上に、お茶とお菓か子しを並べていく。

「オリカ様、あれは事故です。良護様を責めるのはいかがなものかと思いますよ」

「……わかってるわよ」

　オリカが唇くちびるをとがらせながら横を向いた。

「良護様も、オリカ様の熟うれる前の繊せん細さいな美しさを持つ肢し体たいを散々視し姦かんできたのですから、今回のことは水に流していただけませんか？」

「視姦とか人聞きの悪い言い方はよせ。そもそも首しゆ謀ぼう者しやはあんただろ？」

　良護はため息をつく。

「まったく……、おまえたち、一体何がしたいんだよ。料理を作って食わせようとしたり、風呂で背中を流そうとしたり……」

　正直、良護にはふたりが何をしたいのかよくわからなくなっていた。

「こんなことしたって、家臣になんかならないぞ。俺は平へい凡ぼんな生活がしたいんだ」

　良護はせっかくなので、紅茶のカップを手に取る。

　するとオリカが真顔になって言う。

「もちろんよ。今までの行動の代だい償しように、家臣になってもらおうとは思っていないわ」

「じゃあなんなんだよ」

　良護は紅茶を口に含ふくんだ。

「端たん的てきに言うわ。良護、わたしに欲情しなさい」

「ぶふぁっ」

　思いもよらぬ言葉の出現に、良護は紅茶を噴ふき出した。

「よ、よ、よ、欲情!?」

「そうよ。欲情よ。料理もお風呂も、全部それにつながってるのよ」

「ちょ、おまえ。言葉の意味わかって言ってるのか？」

「知ってるわよ！　……す、好きになるってことでしょ？」

　オリカは少しだけ、恥はずかしそうに言った。

「いや……、まあ、それはそうなんだが……」

　良護はなんとも微び妙みような気分になった。

　たしかに、簡単にいえばそういう意味だ。だが語感的にはもう少しハードで大人びている。好きになるというよりも、もっと肉欲的、つまりエッチな言葉だと良護は思っている。

「あの、良護様！　対価の件を覚えてらっしゃいますか？」

　すると、何かを誤ご魔ま化かすかのように、ふたりのあいだにアゲハが割って入った。

　良護はそんなアゲハを不ふ審しんに思いつつ、質問に答える。

「対価？　契けい約やくするときに言ってた奴やつか」

　良護は昼間のことを思い出した。あのときは切せつ羽ぱ詰つまっていて深くは考えていなかった。

「それがどうしたんだ」

「召しよう喚かん騎き士しの能力は、個人の資質に加えて、対価の大きさで決まります。例えば、お金ならば額面、名めい誉よならばより高い地位といったところでしょうか。対価が大きく、そして騎士がそれに満足すればするほど、騎士は強くなるのです」

「強くなるっていうのは、パワーアップするってことか」

「はい。武装が強化されたり、異能が付ふ与よされたりします」

　良護の脳のう裏りには、オリカが武装した姿が浮うかんでいた。装備はいかにも弱そうな衣い装しように、武器はぼろぼろの剣けんだ。もし強化されれば、白銀の騎士のように強そうになるのだろうか。

「それで、その対価が、その……、欲情となんの関係があるんだよ」

　良護は咳払ばらいをして言った。欲情の部分は、心なし、声が小さくなる。

「良護様はオリカ様と約束した対価を覚えてらっしゃいますか？」

「たしか、家臣として特別に愛めでる……、だっけか」

「そのとおりです。オリカ様と良護様の契約対価は、オリカ様が良護様を家臣として愛すること。本来ならば、オリカ様が良護様を褒ほめ、愛情深く接することでした」

　ところが、とアゲハはそこで語気を強める。

「今はオリカ様自身が騎士です。従って、形式上、良護様が姫の立場に当たります」

「俺が姫の立場？」

「はい。騎士を強くするのは姫の対価……、つまり、良護様がオリカ様に対価を支払わないと、オリカ様は強くなれないのです」

「なんだって？」

「オリカ様はこの先、冠絶の姫王エクセルシアになるために戦い続けなくてはなりません。先ほどのような貧ひん相そうな武装では、到とう底てい勝ち残ることはできないでしょう。できるだけ多くの対価をもらって、よりパワーアップする必要があるのです」

　アゲハの背後で、オリカが深くうなずいていた。

「オリカ様をパワーアップさせることができるのは良護様だけです」

　アゲハが力強く良護を見つめる。

「そして、おふたりのあいだで交かわされた契約の対価は愛。つまり、オリカ様がパワーアップし、戦い続けるためには、良護様がオリカ様を愛するしかないのです！」

　妙みように芝しば居いがかった調子で、アゲハは大おお仰ぎように言った。

「……ちょっと待て。それがどうして欲情なんて言葉につながるんだ。オリカと俺の契約は家臣として愛することなんだろ？　それは、欲情とは少し違うんじゃないか」

　良護の語ご彙いが正しければ、欲情は異性に対する感情だ。

　王様や貴族が家臣を愛することと異性として愛することは必ずしも同じではないだろう。

「良護様、ご自分のお立場をお考えください。良護様にはオリカ様と比べて、地位も名誉も財産もありませんよ？　それでどうやってオリカ様を家臣として寵ちよう愛あいするんです？」

「う……、まあ、たしかに」

「あなたには純じゆん粋すいに愛することしかできません。つまり、対価である愛情を支払うためには、恋れん愛あいしかないのです！」

　びしっと、アゲハが良護を指さした。

　良護はアゲハの気き迫はくに、わずかに気け圧おされそうになった。

「それで、欲情につながるってわけか……」

「さきほどまでの行こう為いは、姫ひめ恋こい大作戦。オリカ様を好きになっていただきたいがためのものです。もちろん、良護様がオリカ様へ欲情するようになれば、家臣になってもらえるという算段でもありましたが……。おわかりいただけましたか？」

「まあ……、な」

　良護はなんともむずがゆい気分になった。

「わかったかしら、良護。そういうことだから、早くわたしに欲情なさい」

　オリカがほんのりと頬ほおを赤く染めながら腰こしに手を当て、薄い胸を反らして言った。

　良護はそんなオリカをまじまじと観察する。

　オリカはたしかに美少女だ。だが、態度は不ふ遜そんで、強ごう引いんだ。

　いまのところ、美少女である外見以外に惹ひかれそうな要素は何一つない。

　しかし、その外見さえも、良護の好みからすると少し幼く感じる。

　正直、今のオリカを見ていても良護はドキドキすることはなかった。

　もちろん風呂で見てしまった裸を思い出せば別だが、それと恋愛感情は違うものだろう。

「……おまえ、どうしてそこまでするんだ？」

　良護はオリカに尋たずねた。

「もちろん、冠絶の姫王エクセルシアになるためよ」

　オリカは即そく答とうする。

「ただそれだけのことよ。そのためだったら、なんだってするわ」

　良護を見つめるオリカの瞳ひとみには、挑いどむような力強さがある。

　その目にも、その言葉にも、迷いは一いつ切さい感じられなかった。

「だから良護、覚かく悟ごしなさい。あなたにその気がなくったって、わたしの美び貌ぼうと魅み力りよくで欲情させてあげるわ！　好きにさせてみせるんだから」

　むん、と鼻息あらく、さらに胸を反らしたオリカが、良護を指さして言った。

　その仕し種ぐさにどうにも子供っぽさを感じ、良護は心の中にわき上がりかけた何かの感情が、急速に縮んでいくような気がした。

　ため息混じりに、良護は言う。

「……好きにしろよ。俺がおまえになびくことはないさ」

「どうかしらね。すぐにわたしなしじゃ生きらえないくやいに……」

　と、そこで急速にオリカの言葉が不ふ鮮せん明めいになる。

「しれあげ……、ゆ……、すぴー、すぴー」

「あら。オリカ様、寝ねてしまいましたか？　今日は色々あったのでお疲つかれなようですね」

　なんとオリカは立ったまま寝息を立て始めた。

　良護を指さした姿勢のまま首だけがカクンカクンと船を漕こいでいる。

「オリカ様。お休みになるなら着き替がえないといけませんよ」

　アゲハが近づき、軽く体を揺ゆすると、オリカはうっすらと目を開ける。

「良護ぉ。めよめよにさせてあげゆんだからね、かくごしなしゃいよぅ、むにゃむにゃ」

　ろれつの回らない口調でそう言って、オリカはアゲハにもたれかかった。そして、本格的に寝入ってしまったようだった。

　苦く笑しようし、頭を下げるアゲハと目が合うと、良護はまたもやため息をついた。

「……今日はもう遅おそい。明日あしたになったら出て行けよな」

　そう言って、仕方なく、良護はリビングルームをあとにした。
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　同時刻、宵よい闇やみに紛まぎれて、近くの家の屋根から盾町家を観察するものがあった。

　セイラ・マカルインと、その召喚騎士シルバーである。

　セイラはシルバーの腕うでに抱かかえられるようにして、腰をかけている。

「夜や襲しゆうなんて高貴な私には似合わないことですけど、昼間の御お礼れいはしないと、ですわ」

　セイラは昼間のうちに人を使ってオリカの足取りを調べておいたのである。

「ねえ、シルバー。あなたもそうは思いません？」

　セイラは白銀の騎士に問うた。

　だが、シルバーが返事を返すことはない。

「ふふふふ。返事はありませんわね。もちろん、それでいいのですわ」

　リィンと、セイラはポケットの中にしまってあるハンドベルを小さく鳴らした。

「マカルイン王家に伝わる幸福の鐘かね。本来は人の心を癒いやす音を奏でるこの楽器だけれど、使い方次し第だいでは一種の催さい眠みん状態に陥おちいらせ、人の行動を支配できますの。……それを教えてくださったのは、シルバー先生、あなたですわよ」

　それでもシルバーは答えない。頭部を覆おおう甲かつ冑ちゆうも動くことはなかった。

「ふふふふ。昼間は少し効果が薄かったのですわ。今度は大だい丈じよう夫ぶですわ」

　セイラは体を揺すって笑った。

「あら？」

　ふと、セイラは目的の家の傍そばに、不審な挙動の人物が居ることに気づいた。

　おそるおそる家の中をのぞきこむその姿に、セイラはピンとくるものがあった。

　眉まゆをぴくりと動かしほくそ笑む。

「そうですわ。良いこと考えつきましたわ。シルバー。夜襲は中止ですの」

　新しく思いついたことを実行するため、セイラはシルバーへの指示を更こう新しんする。

「代わりに、あの庶しよ民みんとすこしお話がありますわ」

　セイラは言って、細い指に嵌はまっている小こ振ぶりな宝石のついた指輪に軽く口づけをした。

「念のため、もうひとつ姫涙石ラクリマを持って来ていて良かったですわ。うふふふふふ」

　そして、主人の意図を確かく認にんすることもなく、シルバーは命に従い、その場から跳ちよう躍やくした。
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「さあ、オリカ様」

「本当にやるの？」

「当然です。冠絶の姫王エクセルシアになるのでしょう？」

「……わ、わかったわよ」

　翌朝、良りよう護ごが目を覚ますと、室内に人の気配があることに気づいた。

　間ま違ちがいなくオリカとアゲハである。

　ふたりはひそひそ話をしているつもりらしいが、良護の耳にはすべて届いていた。

　とりあえず、朝から変なことに巻き込まれるのはご免めんだ。

　そう思った良護は、ふたりが去るまで狸たぬき寝ね入いりを決め込むことにきめた。

「良護、朝よ」

　良護のベッドの脇わきに、人の気配が近づく。声からするとオリカだ。

　　もちろん、良護は答えない。

「良護、朝よ。起きなさいよ」

　布ふ団とん越ごしに体を揺すられたが、動じない。

「起きなさいって言ってるのが聞こえないの？　わたしが起こしてあげてるのよ？」

　オリカはまるで蕎そ麦ばでも打つかのように、盛せい大だいに良護の体を前後させた。

　それでも、良護は起きようとしない。

「ちょっと、良護、良護」

　手が離はなれた隙すきに、寝返りを打つ振ふりをして、良護はオリカに背を向けた。

「はあ、はあ……。だめよ、アゲハ。起きないわ」

「それでは、姫恋大作戦、朝の部フェイズツーに移行しましょう」

「フェイズツー？　本当にあれをやるの？　無理よ、あんなの」

　アゲハが言った物ぶつ騒そうな単語に、オリカが悲鳴に似た声をあげる。

「なにを言っているのです、オリカ様。冠絶の姫王エクセルシアになるのでしょう」

「だけど、さすがに、あれは……」

「……仕方がありません。わたしが代わりに実行しましょう。オリカ様は私を見て学んでください。明日はオリカ様がやるんですからね」

　良護の背後でふたりがなにやらがさごそと動いている。

　早く出て行ってくれと良護が思っていると、不意に背中が涼すずしくなった。

　それから、ベッドが沈しずみ、布団に誰だれかが入ってきた。

　そしてその誰かは、おもむろに良護を背後から抱だきしめた。

　背中に柔やわらかくて温かい感かん触しよくが伝わってくる。

　もちろんその瞬しゆん間かん、良護の全身に不快感が走る。鳥とり肌はだだ。

「良護様、朝ですよ？」

　耳元でなまめかしいアゲハの声が響ひびいた。

「ちなみに私、下着一枚ですから」

「ぬわあああああああ」

　興奮と鳥肌とが混ざり合ったよくわからない感情とともに、良護は飛び起きた。布団をはねのけ、ベッドの上に立ちあがって、後退する。

　見下ろすと良護が寝ていたあとには、上半身を起こしたアゲハがいた。胸から下は布団に隠れているが、肩かたや二の腕といった部分は、見事に肌色が露ろ出しゆつしている。

「あ、本当に起きた。すごいわ、アゲハ」

「おはようございます、良護様」

「良護、おはよう」

　ベッドの近くで観察していたらしいオリカも、良護に挨あい拶さつする。

「おはようじゃないだろ！　朝からなんなんだよ」

　きょとんとした表情のオリカが言う。

「何って……、もちろん、あなたを欲情させるために決まっているでしょう？」

「……そういえば、そんな話になってたんだっけか……」

　良護は寝ぼけた頭で昨晩のことを思い出す。

「それで、どうなの、良護。あなた、こういうもので欲情するの？」

「こういうもの？」

　良護はオリカに問われて、あらためて足あし下もとを見た。

　ベッドの中から半はん裸らのアゲハがひらひらと手を振る。

　半裸の美少女がベッドの中に入ってきてまで、起こしにくるイベント。

　それは、たしかに、ドキドキするものだが。

「もしもあなたがこれで欲情するのなら、わたしも、ぬ……、脱ぬぐ……」

　良護が思案していると、オリカが顔を真っ赤にしながら、自らのドレスのボタンに手をかけ始める。しかしその指は震ふるえ、なかなかひとつ目のボタンも外れない。

「さあ良護さま。オリカ様が頑がん張ばっていらっしゃいます。是ぜ非ひに欲情を！」

「是非にじゃねえ！」

「ど、どうかしら、良護。ひ、ひとつ外したわよ？」

　オリカが顔を真っ赤にしながら、ずいと体を見せつけるようにする。

　言うとおり、その胸むな元もとのボタンがひとつ外れ、オリカの白い肌がちらりと見えた。

　その一部だけで、良護は夕べ風ふ呂ろ場ばで見てしまった彼女の半裸を思いだしてしまう。

「どう、良護。欲情、した？」

　オリカが上うわ目め遣づかいに尋たずねてくる。

「するわけないだろ！　とにかく、起きたんだから、出てってくれよ！」

　良護は気持ち前まえ屈かがみになりながら、叫さけんだ。

「まさか、もうひとつ外せっていうの？　家臣のくせに生意気だわ」

「オリカ様、ファイトです。冠絶の姫王エクセルシアになるために頑張ってください！」

　オリカは決意したように息をのむと、襟えり元もとに手を持っていく。

　だが、指先が震え、なかなかふたつ目のボタンにたどりつかない。

「外さなくて良い！　良いから早く出てけって！」

　良護が懇こん願がんするように言うと、オリカは少しほっとしたような表情になった。

「わ、わかったわ。そこまで言うのなら、今日のところは退ひいてあげるわ。でも覚えていなさい！　たとえ今回欲情しなかったとしても、第二第三の手段であなたを欲情させてみせるんだから！　今回のは一番弱い奴やつだったのよ！」

　慌あわててボタンを留めると、そんな捨て台詞ぜりふを残してオリカは部屋を出て行った。

「……アゲハさん、あんたもだ」

「良護様。つまり、私の裸ら身しんを拝みたいということですね。仕方ありません」

「いらん。ほら、これを持って。とりあえず布団を巻いたままでいいから！」

　良護はベッドから飛び降りると、床ゆかにあったメイド服を手に取り、アゲハに押しつけた。

「さあ、早く、出てってくれよ」

「仕方ありませんね。それでは次の手を考えるとしましょう……」

　アゲハは唇くちびるをとがらせながら、布団は巻きつけずに、下着姿を惜し気もなくさらしつつ、着き替がえを持ってオリカの後を追い、部屋を出て行った。

「やっぱり、早く追い出そう」

　良護は荒あらく呼吸をしながら、そう決意した。
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「良護様、朝食は？」

「いらん。学校行ってくる。あと、今日中にうちから出て行けよ！」

　良護は制服に着替えると、逃にげるように家を出た。

　もちろん、朝食の時もオリカたちが何かを仕組んでくるだろうと思って、それを回かい避ひするためでもあったが、いつもに比べて時刻もそれなりに遅おそくなっていた。

　悠ゆう長ちように朝食を食べていては、遅ち刻こくしてしまうところである。

　良護は家から出たときは小走りだったが、曲がり角を曲がったところで、徐じよ々じよにスピードを落とした。ここまで来れば歩いて行っても充じゆう分ぶんに間に合う。

　その証しよう拠こに、周囲には良護の学校の生徒が数人いたが、みんなゆっくりと歩いている。

「おはよう、りょうちゃん」

　不意に、誰かが良護を呼んだ。その声は、よく知った幼なじみである夏か輪りんのものだ。

　しかし、周りにそれらしき人物はいない。

「……空耳か？」

　良護が歩き出そうとすると、今度は制服の袖そでを掴つかまれた。

「りょうちゃん、おはようってば」

「お、夏輪、どこに隠かくれて……」

　問おうとして、良護は途と中ちゆうで言葉を止めてしまう。

「……え、どちらさま……」

　袖を引っ張っているその少女は、良護の知っている夏輪ではなかった。

　トレードマークのような黒くろ縁ぶちメガネはかけていない。

　髪かみ型がたも、あの真っ黒で重い印象のお下げ髪がみでなく、肩までのミディアムボブだった。両サイドには小さなリボンも付いている。

　目鼻立ちの整った、かわいらしい少女がそこにいた。

「どちらさまって……、いやだな、りょうちゃん。あたしは夏輪だよ？」

　困ったような笑えみを浮うかべる少女。

　良護はじっと目を凝こらす。たしかに、よく見ればその顔つきには見覚えがある。

　髪型の印象が違いすぎたためにわからなかったが、それは間違いなく百もも瀬せ夏輪だった。

「おおお……」

　良護は思わず唸うなった。

「なによ、りょうちゃん。変な声出して……」

「いや、その……、あんまりにも変わってて……、可愛かわいいなって」

「そ、そ、そ、そう？」

　夏輪は恥はずかしそうに下を向いた。

「か、髪かみ、切ったんだな」

「うん。気づいた？」

「気づくもなにも、それだけ変われば、気づかないわけがないって」

「変、かな？　似合わない？」

「そんなことないぞ。よく似合ってる」

「本当に？」

「ああ、本当だ」

「そっか。ありがと。さ、学校行こう？　遅おくれちゃうよ」

　くすくすと笑うと、夏輪が先を歩き出した。

　あれだけ変わっていればクラス中でも話題になるに違いない。

　そんなことを思いながら、良護は幼なじみを追いかけた。

　やがて、学校に到とう着ちやくする。

　ふたりで教室に入ると、最初、クラスメイトたちはみな一様に首をかしげた。

　夏輪が誰だかわからなかったのだ。

　だが、良護が夏輪だと告げたとたん、周囲に一気に人が集まってきた。

「ええ!?」「嘘うそだろ？」「百瀬さん、かわいい！」「どういう心境!?」

　良護は人だかりに弾はじかれ、あっという間に輪の外に追い出された。

　クラスメイトに話しかけられ、答える夏輪の様子は、たどたどしさは変わっていないものの、以前よりも明るく、楽しそうだった。

　そんな幼なじみの姿を、良護は苦く笑しようしながら見守っていた。

　すると、良護の傍そばに、悪友の市いち原はらがやってきてつぶやいた。

「変われば変わるもんだよなあ、女の子って……。だけど、今日はもうひとつすごいことがありそうだぜ、良護」

「すごいこと？」

「急に転校生が来ることになったらしい。さっき職員室の前で聞いたんだ」

「急な、転校生？」

　市原のその情報に、良護はなぜだか背筋が寒くなった。
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「転校生のぉ、神み剣つるぎオリカちゃんとぉ、その付き人の日ひ影かげアゲハちゃんよぅ」

　黒板に名前が記き載さいされ、オリカたちが紹しよう介かいされると教室中が熱ねつ狂きようの渦うずに包まれる。

「うおー、かわいい！」「銀ぎん髪ぱつ美少女きたこれ！」「まさか実在していたとは！」

　そんな中、良護だけは頭を抱かかえて机に突つっ伏ぷしながら、教師の話を聞いている。

「オリカちゃんはぁ、イギリスの方のぉ、伝統ある王家の末まつ裔えいでぇ、立派なお姫さまなのよう。今回はプチ留学なんだってぇ。みんなぁ、仲良くしてあげてねん」

　担任教師はいつも通りのフレンドリーな口調で簡単に説明すると、オリカを手で促うながした。

　オリカが一歩前に出る。ちなみにしっかりこの学校の制服を着ている。

「オリカ・神剣・マカルインよ。神剣はパパの旧きゆう姓せいになるわ。こっちはアゲハ。わたしの付き人で、授業中はずっと後の方で控ひかえているけど気にしないでね。みんな、よろしく」

　オリカがさばさばと挨拶をし、優ゆう雅がに頭を下げる。

「声、かわいい！」「ハーフなんだ」「アゲハさんもイイ！」

　またもや教室内は騒そう然ぜんとなった。

　だが、オリカは生徒たちには構わず、きょろきょろと教室を見回す。

　良護はその様子に気づいて、さらに身を隠そうとしたが、遅かった。

「あ、良護！　そんなところにいたの」

　オリカが良護に向けて手を振ふった。

　すると教室が一いつ瞬しゆんで静せい寂じやくに包まれる。クラス中の視線が良護に集まっていた。

「あらん、盾たて町まちくん、お知り合いなのぉ？」

「ええと……、まあ」

　教師に尋ねられ、渋しぶ々しぶ顔をあげた良護だったが答えに詰つまる。

　すぐにオリカが助け船を出した。

「知り合いも何も、良護はわたしの家臣よ。昨日から良護の家はわたしの別べつ邸ていだもの」

　無論、その助け船は難破船だったわけだが。

「家臣？」「良護の家が別邸？」「待て。良護はたしか一人暮らし」「それじゃあ同どう棲せいってこと!?」「きゃあ、盾町くんってばグローバルぅ！」「爆ばく発はつしろ良護ぉ！」

　女子たちは黄色い声を上げ、男子一同は一いつ斉せいに怨えん嗟さの視線を良護に浴びせてきた。

「あらん、そうなのぉ？　それじゃあオリカちゃんは、盾町くんの隣となりに座るべきねぇ」

　教師の指示で良護の横の生徒が移動し、オリカがそこへやってきた。

「逃げようったってそうはいかないんだからね、良護」

　楽しそうに微笑ほほえむオリカに、苦々しい表情で良護は尋たずねた。

「どういうつもりだよ、おまえ」

「だって、少しでも良護の傍にいないと欲情させられないじゃない」

「欲情？」

　その単語に反応したのは、良護の前に座る市原だった。どうやら聞き耳を立てていたらしい。よく見ればクラスの全員が同じように耳を傾かたむけている。

　良護はとっさに手を振って誤ご魔ま化かした。

「わあ、えーと、欲情、大浴場、そうそう、風ふ呂ろの話だよ。風呂が昨日から壊こわれてな」

「良護、昨日、一いつ緒しよに入ったときは、お風呂は別に壊れていなかったけど？」

「一緒に……、入った？」

　教室がざわめく。

「だあ！　ええとな、オリカはまだこっちの言葉に慣れてないんだよ」

「ほう……」

　市原が疑いのまなざしで良護を見つめていた。

　しかし、それもほとんど数秒だった。市原がぺかーっと表情を明るくする。

「なんてな。良護、おれたちがおまえの鳥とり肌はだ体質を知らないと思ったか？　オリカさんに協力してもらって見み栄えを張ろうったって、そうはいかないんだぜ」

　良い笑顔で、良護に向かって親指を立てる市原。

　良護は友人の勘かん違ちがいに、ほっと胸をなで下ろした。

「お、おお。そうだよ。そうだとも。いやあ、ばれちゃったか、あっはっは」

「やっぱりな、思った通りだぜ」

　良護のあからさまな演技に気づいた様子もなく、市原は、にかっと歯を見せた。

「オリカさん、おれ、市原元げん。良護の親友さ、よろしくな」

「良護の親友？　わたしはオリカよ、よろしくね、市原君」

「うひゃ！　市原君だって！　やった、お姫ひめさまに名前を言われたぞ！　やったどー！」

　市原はなにかに満足したらしい。それ以上は絡からんでこなかった。

　再び、良護はオリカと話せるようになる。

「……よくこの短期間で転校なんてできたな」

「マカルインの力と、アゲハの手て際ぎわがあればこれくらい簡単よ」

　オリカが教室の後方で直立しているアゲハをちらりと見た。

　良護もつられるように視線を送ると、気づいたアゲハが小さく会え釈しやくした。

「それにおまえ、学年をよくごまかせたな。それもアゲハさんの力か？」

「ごまかす？」

「だって、本当は中等部だろ？」

「はあ？　わたしのどこが中等部なのよ！　わたしはあなたと同じ歳としよ、良護」

「な、に？」

　良護は自分の耳を疑った。ずっと年下だとばかり思っていたのだ。

「いや、だって、おまえのその顔も、体も……」

「うるさいわね！　童顔なのは遺伝よ。それに体型は、こ、これから成長するんだもん」

　オリカは顔を真っ赤にして、ぎゅっと、自分の体を抱だき抱かかえるように腕うでを回した。
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「オリカさん、ちょ、ちょっといいかしら？」

　休み時間。良護がトイレに行くために、席を外したときだった。

　オリカのもとに、肩かたまでの頭とう髪はつに小さなリボンを結ゆわいた可愛らしい少女がやってきた。

「どなたかしら？」

「あ、あたしは、百瀬夏輪。りょ、りょうちゃんの、良護くんの幼なじみ、よ」

「良護の？　そうなの。わたしはオリカよ、よろしくね、夏輪」
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「あ、よ、よろしく」

　オリカの勢いに負けたように、夏輪はわずかにたじろいだ。

「それで、夏輪、用事は何かしら？」

「あの、その、りょうちゃんと、オリカさんって、ど、どういう関係なのかなって……」

「どういうって……」

　と、オリカが答えようとすると、突とつ然ぜん周囲に人が集まる。

「私も聞きたい！」「ホームステイっていうか同棲でしょ？」「オリカさんと良護ってつきあってるの？」「どこまで行ってるの？」「もしかして、もう？」「きゃー」

　机を囲んでいるのはすべて女生徒だ。みんなオリカに興味津しん々しんのようだ。

「はあ？　良護は、そ、そういうんじゃないわよ。ただの家臣よ、家臣。部下とか、使いっ走りみたいなものよ。つきあってるとかそういうんじゃないから、絶対！」

　オリカはムキになって答えた。

　しかし、オリカの否定もむなしく、「へぇ」「ふぅん」「ほぉ」「なるほどねぇ」と、女子たちは半眼でオリカを見て、訳知り顔でうなずく。

「良護くん、あれで優やさしいしね」「そうそう、体質のせいで女子から遠ざかってるけど、けっこう良い奴やつよね」「顔もそれほど悪くないし」

「ちょっと、変な誤解してるでしょ？　わたしは王族よ!?　家臣と、そ、そーいう関係にはならないわよ!?」

「何を言いますか」「王族と家臣の禁断の関係」「萌もえるし、燃えるじゃない」

「ちょっとぉ！」

　オリカは腰こしを浮うかせて必死に否定するが、女子たちは聞かないのであった。

「夏輪ってば、せっかくイメチェンしたのに、強力なライバル登場で大変ね」

　不意に、女子のひとりが夏輪を肘ひじでこづいた。

「え？　な、なに、いきなり」

　それまで、端はしのほうでうなずいていただけの夏輪の肩が跳はねた。

「またまたぁ」「隠かくさなくてもいいわよ」「内心かなりドキドキでしょ？」

「ち、ち、違うよう。そういうんじゃないってばぁ」

　夏輪がぶんぶんと首を振ったが、女子たちはにやにやしたまま深くうなずくだけだった。

　それから、自然と話題は脱だつ線せんしていくもので、気がつけば良護の話から学校近くの商店街の紹介話になっていた。やがて、予よ鈴れいがなり、少女たちは自分の席へ戻もどっていく。

　オリカは女子たちが去ると、深いためいきをついた。

　そんなオリカに、まだ残っていた夏輪が心配そうに尋ねる。

「どうしたの、オリカさん。体調でも悪いの？　保健室、いく？」

「ちょっと疲つかれただけよ。こんなにたくさんの同年代の子に囲まれるの、初めてだから」

「そうなの？」

「わたしの国だと、王族というだけで、庶しよ民みんは腫はれ物に触さわるような扱あつかいなのよ」

「そうなんだ……。た、たいへんだね」

「仕方ないわ。王族と庶民は、違うものだから」

　オリカがそう言うと、夏輪は困った様に、曖あい昧まいに微笑んだ。
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　クラスメイトが劇的に変身しようと、転校生がお姫さまだろうと、学校は勉強をするところだ。時間割通りの授業をこなせば、一日はつつがなく終しゆう了りようする。

　休み時間のたびにオリカの周囲に集まっていたクラスメイトたちも、放課後になると、ほとんどいなくなっていた。みんな部活や塾じゆくのために早々と帰宅したのである。

「良護、授業が終わったわ。帰るわよ。ついでに少し街を案内してちょうだい」

　荷物の整理を終えたオリカが言った。

「……ちょっと待て。なんで当然のように一緒に帰ることになってるんだよ」

　しばらく考えてから、良護は慎しん重ちように口を開いた。

「家臣が主人に同行するのは当たり前のことでしょう？」

「誰だれが家臣だ。アゲハさんに連れて行ってもらえばいいだろ？」

「アゲハなら夕飯の仕込みがあるから、先に帰ったわよ」

　言われてみれば、昼休み以降アゲハの姿を見ていない。

　良護はふと、嫌いやな予感を覚えた。

「おい、アゲハさんはどこに帰ったんだ？」

「拠きよ点てんよ。決まってるじゃない」

　オリカはしれっと言い放った。もちろん、悪びれた様子などまるでない。

「拠点って……、まさか、おまえら、まだうちに居座る気かよ」

「当然でしょ？」

「出て行けって言っただろ」

「いやよ。あなたを欲情させるには、近くにいるのが一番だもの」

「だから余計に困るんだろ」

「それに、持ち主の許可は取ってあるわ。わたしたちが出て行かなくちゃいけない理由はどこにもないわよ？」

「う……、それは、そうだが」

　良護は、映像で見た両親の能天気な姿を思い浮かべた。

　だが、すぐに首を振る。

「いや、やっぱりだめだ。俺の平へい凡ぼんな人生には、姫と同居なんてものはあり得ない。早々に出てってもらうからな」

「はあ。あなたって意外と頑がん固こなのね、良護。まるで子供だわ」

　オリカは肩をすくめながらため息をついた。

「余計なお世話だ」

「とにかく、早く行きましょう。時間がもったいないわ」

　そう言うと、オリカは良護に背をむけ出口へと向かう。

「誰が一緒に帰るかって」

　良護は悪態をつきつつ、椅い子すにすわったまま、その背を見送っていた。だが。

「おい、良護」

　不意に、教室に残っていた数名の男子生徒たちが三人、良護を取り囲んだ。

「なんだよ、おまえたち」

「オリカさんをひとりにするなよ」「ちゃんと一いつ緒しよに帰ってやれよ」「そうだぞ、良護」

　口々にそんなことを言う。

「おまえら、妙みようにあいつに好意的だな……、ん、なんだそれ？」

　良護は、ふと、ひとりの生徒のポケットに見慣れない本が入っていることに気づいた。

　ひょいと手に取り、表紙を見る。

「アゲハ機関、スペシャル写真集……？」

　ぱらぱらとめくると、アゲハとよく似た格好の美少女たちが、きわどいポーズをしたり、あるいは露ろ出しゆつの高い衣い装しように着き替がえて微笑ほほえむ写真が掲けい載さいされていた。

「バカ、勝手に触るな。貴重品なんだぞ」

　良護の手から本を奪うばいとると、男子生徒は丁てい寧ねいにしまい込んだ。

「なんだ、それ」

「おまえ、アゲハ機関をしらないのか？」「ＡアＧゲＨハＫキＫカＮンといえば、超ちよう有名なネットアイドル集団なんだぞ！」「その正体は何から何まで一いつ切さい謎なぞだったんだ！」「それがまさか、こんなところで、そのオーナーに出会えるなんて」「写真集をもらえるなんて！」

「オーナー……、アゲハさんのことか」

「「「そうだとも」」」

　三人は声をそろえてうなずいた。

　そしておもむろに、良護の体を引っ張り上げるようにして立ち上がらせる。

「おい、おまえら、何するんだっ！」

「悪いな良護」「写真集の礼はしないといけないからな」「ギブアンドテイクなんだよ」

　抵てい抗こうもむなしく、あっという間に、良護は廊ろう下かへと連れ出されてしまった。

　良護を連れ出すと、すぐにアゲハ機関ファンのクラスメイトたちは退散した。

　よって、そこにはオリカと良護のふたりだけが残っていた。

「遅おそいわよ。家臣のくせに姫ひめを待たせるなんてどういうつもり？」

「……家臣じゃねえよ」

　良護はあきらめ顔でつぶやくと、仕方なく下げ駄た箱ばこへ向かって歩き出した。

「あ、待ちなさいよ、良護」

　後から、オリカが頬ほおをふくらませながら、小走りに追いかけてきた。

　しばらくのあいだ、ふたりは無言のまま並んで歩いていた。

　しかし、黙だまっていることに耐たえられなくなったのか、オリカが口を開く。

「ちょっと、良護。何か話しなさいよ。つまらないわ」

「何かってなんだよ。俺はとくに話すことはない」

「何でもいいのよ。天気でも政治でもスポーツの話題でも。姫を退たい屈くつさせないのも、家臣のつとめよ？　少なくともアゲハは話題に事欠かないわ」

「アゲハさんと比べるなよ。俺は家臣じゃなくて、ただの凡ぼん人じんなんだから」

　やれやれといった調子で答えた良護である。

　だが、ほんの少しだけ聞きたいことがあることを思い出し、「そういえば」、と切り出した。オリカは「なに、なに？」と嬉うれしそうに身を乗り出した。

「オリカ、おまえ、今日の授業中はおとなしかったな」

「おとなしい？」

「……、欲情しろって言ってこなかっただろ？」

　実は、良護は今日一日、横にいるオリカが、いつ何をしかけてくるか気が気でなく、授業の内容はほとんど頭に入っていなかった。

　しかし、それは良護の杞き憂ゆうに終わっていた。

　オリカはまじめに授業を受けていて、良護にちょっかいをかけてこなかったのだ。

「あら？　何かして欲しかったのかしら？　いやらしい」

「いやらしいってなんだよ。人聞き悪いな」

　じとーっとした半眼でオリカは良護をにらみつけた。それから、すっと前を向く。

「まあね。もちろん、良護を欲情させようとは思ってるわ。だけど、庶民の学校なんて初めてだもの。少しくらい楽しんだって罰ばちは当たらないでしょ？」

　すまし顔で、オリカは続ける。

「それに、みんなが普ふ通つうに接してくれるのが面おも白しろいわ。実家の方だと、庶民は王族に対して、気軽に声をかけたりしないもの」

「そういうことか。……まあ、この国は王国じゃない。王族も庶民も同じ人間だからな」

「王族も庶民も、同じ人間……？」

　良護が何気なく言うと、オリカは突とつ然ぜん、雷かみなりに打うたれたように固まってしまった。

「ん？　オリカ、どうした？」

　不ふ審しんに思った良護が声をかける。

「な、なに？」

　それで、はっとなったようにオリカは顔をあげた。

「いや、急に止まるから。腹でも痛いのか？」

「ちがうわよ！　ただちょっと……、驚おどろいただけよ」

「変な奴。……ほら、下駄箱についたぞ」

　良護が顎あごで示した。言葉通り、目の前には生徒用の玄げん関かんがある。

　ずらりと下駄箱が並び、数人の生徒が靴くつを履はき替かえ外に出て行くのが見えた。

「ふうん。王宮ほどじゃないけど、なかなか広いわね。ところで良護、アゲハが靴は下駄箱にしまったって言っていたけど、この中のどこにわたしの靴が入っているの」

「え？　聞いてないのかよ」

「細かいことはあなたに聞くように、先生が言っていたわよ」

「……そういえば、そうだったか」

　良護はホームルームの終わりに教師に頼たのまれたことを思い出しながら、足を進めた。

　自分たちのクラス用の下駄箱の前へ行き、さっと目を走らせると、一カ所を指さした。

「あった、そこだ」

「神剣オリカ……、本当だわ。さすがはわたしの家臣ね」

　オリカは声を弾はずませながら、自らの下駄箱の扉とびらに手をかけ、靴を取り出した。

　オリカに割り当てられた場所は、ほとんどオリカの目線と同じ高さにあった。

「家臣じゃねえって……、おい、オリカちょっと待て」

　悪態をつきかけた良護は、そこで異変に気づいた。

「なによ、良護、きゃっ」

　オリカから靴を奪いとると、良護はその場でひっくり返す。

　ばらばらと何かが落下し、床ゆかに散らばった。金属製の画が鋲びようだった。

「なにこれ。なんで画鋲がわたしの靴の中に入っているのよ？」

　オリカが小さく息をのんだ。

「たちの悪い、いたずらだろう。おまえ目立つし」

「そう。……誰かがわたしを狙ねらってるわけね……」

「狙う？　大げさだな」

　と、良護は軽口を叩たたこうとして、オリカの表情が思いの外ほか険しいことに気がついた。

　画鋲をじっと見つめていたが、やがて、何かを決意したようにうなずいた。

「行きましょ、良護。街を案内してくれるのよね？」

　そしてオリカは、何事もなかったかのように靴を履いた。
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「良護、これは何？」

「道路標識だ」

「良護、こっちのは何？」

「……自動販はん売ばい機きだ。さっきも見たろ？　メーカー違ちがうけど」

「良護、これは？」

「それは誰かが捨てた、アレな雑誌」

「ねえ良護、これは、これは？」

「なあ、オリカ、そろそろ帰ろうぜ」

　王族育ちのオリカは予想以上に庶しよ民みんの暮らしや常識を知らない。

　その上、生まれ育った国ではないのだから、何もかもが珍めずらしくて当然で。

　その結果、オリカの怒ど濤とうの「これは何」ラッシュが発動し、気がつけば、家からだいぶ離はなれたところにある商店街の方まで来てしまっていた。

「何よ。まだあれもこれも聞いてないわ」

「そうは言っても、もうけっこう遅いぞ。アゲハさん、心配してるんじゃないか？」

　良護の言葉通り、空はだいぶ暗くなっている。

「そうかしら……。ええと」

　オリカはきょろきょろと周囲を見み渡わたしている。

「今度はなんだよ」

「あ、あった。ねえ、良護。あそこで最後にするわ」

　と、オリカが指さした先にあったのは、小さな駄だ菓が子し屋だった。

　店内は三人もお客が入れば、いっぱいになってしまうような狭せまさだ。そんな通路の両りよう脇わきにぎっしりと色とりどりの駄菓子が並んでいる。

　飴あめ、チョコ、小さなプリン、ポン菓子、ラムネ、せんべい、ゼリー菓子。

　大きさや形、色も様々で、まるでおもちゃ箱ををひっくり返したような状態だ。

「オリカ、おまえ、もしかして最初からここが目的だったのか？」

「え？　ど、どうして」

　子供のように目を輝かがやかせながら、店内の菓子に視線を配っているオリカの肩かたが跳はねた。

「おまえ、さっき『あった』って言ったろ？」

「言ったかしら、そんなこと？　良護の聞き間違いじゃないの？」

　オリカは店先にあった小さな買い物かごに、次から次へと駄菓子を詰つめ込んでいく。

「ったく……」

　良護は問い詰めるのが馬ば鹿からしくなり、隅すみっこで待つことにした。

「はい、マダム。これくださいな」

　散々物色した、というよりは片かたっ端ぱしからほしいものを詰め込み、いっぱいになった買い物かごを、オリカは店主の女性に渡わたす。

　値段がはじき出され、レジスタに表示される。

　さすがに駄菓子だ。結構な量だったが、金額はそれほどでもない。

　もっとも、それでも普通に買いすぎだと、良護は思った。

　オリカは鞄かばんから財さい布ふを取り出し、黒光りするカードを取り出す。ブラックカード。クレジットカードの最さい高こう峰ほう。富ふ豪ごうの証あかしである。だが。

「お嬢じようちゃん、ごめんね。うち、カード払ばらいできないのよ」

　店主はニコニコしながらオリカのカードを突つき返した。

「そういうの難しくてよくわかんないから、おばちゃんとこ、キャッシュだけなのよ」

「え……、えっと、えっと」

　とたんにオリカは泣き出しそうな顔になって、財布をひっくり返した。

　しかし、カード以外に出てきたのは、オリカの国のコインが一枚だけだった。

　オリカはそのコインを差し出す。

「……これではだめかしら？　王宮の記念コインよ？　価値はかなりのものよ」

「ごめんねぇ。おばちゃん、外国のお金もよくわからないのよ」

　店主が申し訳なさそうに言う。

「そんな。せっかくここまできたのに、どうしてもだめなの？　わたしは王族よ」

「ごめんねえ。王族でもなんでも、今度は現金を持って来てねえ」

　オリカが詰め寄るが、店主は決して首を縦に振ふろうとはしなかった。

「そんな……」

　オリカの目は今にも涙なみだがあふれそうだ。スカートの裾すそを握にぎる拳こぶしが震ふるえている。

　まるでこの世の終わりに直面したようだった。

「仕方がないな……」

　良護はそんなオリカを見ていられなくなり、渋しぶ々しぶと財布から紙し幣へいを一枚取り出す。

「おばさん、これで頼む」

「良護？」

「はいはい、それじゃあこれがおつりと、おまけね」

　店主が手て渡わたしたのはおつりと、なにやら正体不明な動物のマスコットだった。

　買い物かごの中身を移したビニール袋ぶくろを受け取ると、良護は袋をオリカへ差し出す。

「ほらよ。あと、これも。なんかマスコットだそうだ」

「良護、いいの？」

「店先で泣きべそかいたら、店にも迷めい惑わくだろ？」

「べ、別に泣きべそなんてかいてないわよ！」

「そういう台詞せりふは鏡を見てから言うんだな」

　良護はついでに、ポケットからハンカチを取り出してオリカに手渡す。

「ふ、ふんだ。家臣のくせに生意気よ」

　言いながら、オリカは良護に背を向け、ハンカチで目の辺りを押さえた。

　しばらく待つと、ようやくオリカが振り返る。

　目の周りがほんのりと赤く染まっていたが、もう泣いてはいなかった。

「洗って返すから」

「うちの洗せん濯たく機きだろ、どうせ」

「洗って返すから！」

「はいはい」

　良護は面めん倒どうくさそうに返事をする。

　オリカは、ハンカチを鞄にしまうと、駄菓子の袋を大事そうに抱かかえ込む。

　そして、袋の中をのぞいてにんまりと微笑ほほえんだ。

「……おまえ、駄菓子が好きなのか？」

「パパがね、昔、よく買ってきてくれたの。でも、向こうだとなかなか手に入らなくて。せっかくこっちの国に来たんだから、好きなだけ買おうって思ってたんだけど……」

「そう、なのか」

　たしか、オリカの両親は早くに亡なくなったと言っていた。

　良護は少しだけ、しんみりした気分になる。ただのわがままではなかったわけだ。

「さて、帰るか。もう気はすんだろ？」

　踵きびすを返し、家の方向に向かって歩き始める。

「うん。あ、あの、良護」

　すると、オリカが背後から駆かけ寄ってきた。

「なんだ？」

　そして、消え入りそうな小さな声で、つぶやいた。

「あのね……、その……、あり、がと……」

「……お、おう」

　良護はなんだか気き恥はずかしくなって、オリカの顔も見ずに、短く答えた。

　意外と可愛かわいいところあるんだな。

　そう思った。
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　その数日後。良護は朝から教室で机の上に伏ふせっていた。

「おうす、良護。なんだよ、朝から眠ねむそうな顔しやがって！」
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「……うるせえよ」

　市原のハイテンションな声は、寝ね不足な良護の頭にがんがん響ひびいて仕方がなかった。

　姫ひめ恋こい大作戦。それが良護の安あん眠みんを妨さまたげている原因だった。

　結局、必死の懇こん願がんもむなしく、オリカとアゲハはいまだに良護の家に滞たい在ざいしていた。

　そして、食事をしているときには裸はだかエプロンで迫せまり、風ふ呂ろに入ればセクシー水着による背中流しを強制的に決行し、布ふ団とんに入れば半はん裸らで添そい寝を仕し掛かけてくる。

　そんな状態では気が休まる暇ひまがなく、たとえ体が眠かろうと、常に緊きん張ちようしっぱなしで、まともな睡すい眠みんをとれるわけがなかった。

　その上、これらはすべてアゲハだけで行われている。オリカ本人は二日目に実施した姫恋大作戦でちょっとした失敗をし、それに懲りて、ここ数日はほとんど何もしていない。　だから、オリカはオリカで朝から元気いっぱいで、強ごう引いんに一いつ緒しよに登校させられる良護は、「これは何」攻こう撃げきのラッシュにつきあう羽目になっていた。もちろん帰りもだ。

　そんなわけで、ふたりがおとなしくなる学校だけが良護にとって唯ゆい一いつの休息の場だった。

　ちなみにアゲハは今日は来ていない。姫恋大作戦の仕込みがあるらしい。

「ところで良護、今日の一時間目は体育だぜ？」

「そうか……、どうりで教室に女子の姿が見えないわけだ……」

　女子は更こう衣い室で着き替がえているはずである。

「おいおい、テンション低すぎだろ!?　オリカさんの体操着姿が見られるんだぜ!?　もっと盛り上がって行こうぜ兄弟！」

「誰だれが兄弟だ。別に、体操着くらいどうってことないだろ？」

「衣い装しようによる補正効果を馬鹿にするなよ。女の子は衣装で変わるんだぜ！」

「はいはい、それはよかったですねー」

「ちょっと、良護」

　適当に市原に相づちをうちながら、のろのろと体育着の準備をしていると、どこからか良護を呼ぶ声がした。見ると、扉とびらのところに、制服姿のオリカが立っている。

　その表情はどこか焦あせっているようだった。

　良護は嘆たん息そくしながら、オリカのもとへ行く。

「どうしたんだよ。体育着でも忘れたのか」

「ねえ、これ見て」

　言って、オリカは手に持っていた布ぬの袋ぶくろの中身を取り出した。

　それはどうやら体育着のようだ。だが。

「なんだ、これ」

　良護はオリカが拡ひろげた体育着を見て、唸うなった。

　胸むな元もとに神剣というネームプレートが貼はり付けられた体育着は、いたるところに刃は物もので切り刻まれたような傷があり、ぼろぼろの状態になっている。

　とてもではないが、着て授業を受けることはできない。

「……いつ気づいた？」

「さっきよ。今朝、アゲハにもらったときはなんともなかったはずだけど」

「朝のわずかな時間に誰かがやったってことか……」

　言いながら、良護はなんとも腹が立ってくるのを実感していた。

　こういう陰いん湿しつな行こう為いは好きではない。

「先生に言った方が良いんじゃないか？」

「……ううん」

　オリカは小さく首を振る。

「もう少し様子を見るわ。この程度のことで騒さわぐほど、王家の人間はヤワじゃないわよ」

　気き丈じように言い放つオリカである。

「……それで、どうするんだ？　体育は見学するのか？」

「それは大だい丈じよう夫ぶ。アゲハに連れん絡らくして、代わりを持って来てもらうように手配したから」

「そしたら、なんでわざわざ俺のところに来たんだ？　破れた体操着を見せるだけなら、あとでもできたろ？」

「なんでって……、あなたはわたしの召しよう喚かん騎き士しなんだから当然でしょ」

「俺は騎士じゃねえ。……だけど、体操着と騎士に何か関係があるのかよ」

　良護はオリカの言葉に首をひねった。

「そうよ。この前の画が鋲びようもこの体操着も、敵の攻撃に違ちがいないわ」

「……は？　これが、攻撃？」

　思わず素すっ頓とん狂きような声が出る。

「だって、それ以外にこんなことをする理由が考えられないじゃない」

　たしかに、転校数日で起こったいたずらにしては度が過ぎているようにも思える。

「だけどな……、セイラやシルバーがそんな陰湿な攻撃をするのか？」

　オリカは思案顔で顎あごに手を当てる。

「シルバー先生は、ないわね。さすがにあの巨きよ体たいが学校内を歩いていたら目立つもの。けど、セイラならやるかもしれないわ。それにセイラたち以外の姫がいるのかも……」

　良護は腕うでを組んで考えた。だが、姫や召喚騎士の攻撃と今回のいたずらを結びつけることが、どうしてもできなかった。

「さすがに、考えすぎだろ？」

「そうかもしれないわ。だけど、警けい戒かいをしておくことは必要よ、良護。わたしたちが参加しているのは、冠姫聖戦プリンセスジハードなんだから」

「俺は参加してないけどな……」

「とにかく、今は時間がないから、あとで相談しましょう」

「だから、俺は関係ないだろ。騎士でもないし」

「関係あるわ、騎士じゃくても家臣でしょ」

「家臣じゃねえって。俺はまだ、おまえに欲情だってしてないんだぞ」

「むぅぅ……」

　オリカが口をアヒルみたいな形にとがらせて、唸った。

　それから、キッと良護をにらむ。

「わかったわ、次の授業であなたを欲情させるわ！　そしたら言うこと聞きなさいよ」

「ほう。それは大層なことだな。もしできたら、相談でもなんでもつきあってやるよ」

「言ったわね！　絶対よ！　約束したんだからね！」

「オリカ様ー」

　ちょうどそこへアゲハがやってきて、同時に一時間目の予よ鈴れいが鳴った。

「それじゃあ、覚かく悟ごしなさいよ、良護！」

　踵を返し、アゲハのもとへ走るオリカを見ながら、良護はぽりぽりと頭を掻かいた。
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「誰かカメラの用意はないのか！」

「うふふふふ。もちろん私は用意してありますよ」

「アゲハさん、その写真のデータをあとでください！　もしくは印刷でも！」

「市原さん、どうやらあなたもオリカ様の魅み力りよくがわかるようですね。わかりました、王家特別価格でご奉ほう仕ししましょう。五枚一組三千万でいかがでしょう」

「やった！　うっひょー！　って、高っ！」

　体育の授業は男女別だが、同じ体育館を半分にわけて使っていた。

　種目はどちらも試合形式のバレーボールだ。

　そんな中、オリカのチームの試合がやたらとギャラリーの視線を集めていた。

　もちろん、長い銀ぎん髪ぱつをポニーテールに結ゆわえ、さらには体操着姿というレア仕様なお姫さまに注目が集まるのは当然だ。

　だが、それ以上にオリカには視線を集める要素があった。

「まさか、この時代にＳレア仕様なブルマーが見られるなんて……。ブルマー体操着プリンセスなんて、ＳレアどころかＳレアダブルプラスくらいじゃないのか!?」

　市原が本日何度目になるかわからない台詞せりふを吐はいた。

　そう。アゲハが新しく用意した体操着は、なんと下半身がブルマーだったのである。

　他の女子は普ふ通つうに白い短パン仕様なので、その姿は余計に目立って当然だった。

　そしてさらに。

「きゃあっ」、ずべ。「うにゃあ」、どしん。「ひうぅ」、ころん。

　と、オリカは動き回る度たびに滑すべったり、転んだり、尻しり餅もちをついたり。

　剣をもったときとはまるで別人のように、運動神経が悪い。

　アタックも何度も試みるが、手にさえ当たらないことばかりだった。

「くおお！　オリカさん、ドジっ娘こ属性まで付ふ与よかよ！　まるで属性の宝石箱やー！」

「ですよね、ですよね！　運動神経のないオリカ様、本当に素す敵てきーっ」

　どこぞのグルメレポーターのようなコメントをする市原と、その横で鼻息荒あらくひたすらカメラのシャッターを切るアゲハがあわさって、なんとも異様な光景である。

「良護様、オリカ様と賭かけをしたようですが、あの姿にはぐっとこないのですか？」

「いや、別に」

「ちっ。ブルマー作戦は失敗でしたか」

「作戦だったのかよ！　……って、じゃあ、まさか体操着を切ったのも？」

　良護の言葉に、アゲハは、カメラの液晶画面を見つめたまま淡たん々たんと言う。

「そちらについては調査中です」

　その声にはどこか怒いかりを押し殺しているような雰ふん囲い気きがあった。

　ブルマーはあくまでもアクシデントを利用しただけのことらしい。

「ああ！　良護様、ほら、見てください」

　急にアゲハのテンションが変わり、興奮気味の声を出した。

　すると、コート内ではオリカがちょうどジャンプしてアタックを打つところだった。

　オリカが跳とび、体を思い切り反らし、そして。

　ズダン！

　オリカが叩たたいたボールは華か麗れいに敵チームのコートに突つき刺ささり、小気味よい音を響かせた。先ほどから何回も何回も失敗していたアタックが、その一回は見事に決まったのだ。

　体育館中から拍はく手しゆが巻き起こる。

　当のオリカはといえば、着地したと同時に腕で額の汗あせをぬぐうと、ちょっとドヤ顔気味な満面の笑えみを浮うかべて、他のチームメイトたちとハイタッチをして回っていた。

　とはいえ、結局、オリカが格好良かったのはその一回だけで、チーム自体も惨ざん敗ぱいだった。

　負けたことはかなり悔くやしいようだったが、それでも、オリカは充じゆう分ぶんに楽しそうだった。

　笑ったり憤ふん慨がいしたり、挑ちよう戦せん的ににらんだり……。そういった年相応な女の子の表情。

　そんなオリカの姿に、気がつけば良護は視線を奪うばわれていた。

　やっぱりけっこう可愛かわいいよな、あいつ。良護はそう思った。

「おやあ、良護様、今、オリカ様に見とれてましたね？」

　不意に、アゲハに声をかけられ、良護はびくりと肩かたをすくめた。

「み、見とれてねえよ！　おい、市原、行くぞ。俺たちの番だ」

「え？　もう？　もっと女子を見させろよう」

　ニタリと笑うアゲハから逃にげるように、良護は市原の腕を強ごう引いんに引いてコートに入った。
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　昼休み。良護たちは校舎の外にある、芝生しばふのスペースで食事をすることになった。体操着の件を相談するためだ。

「一いつ緒しよに来たってことは、体育の授業でわたしに欲情したのね、良護」

「してねえよ」

「じゃあ、どうして来たのよ」

「……ただの気まぐれだよ。いいだろ、別に」

　不服そうに首をかしげるオリカから目をそらすと、良護はアゲハをちらりと見やった。

　もちろん、良護は来るつもりはなかった。だが、実は、オリカを真しん剣けんに見ていた瞬しゆん間かんをアゲハに隠かくし撮どりされており、それで半ば脅きよう迫はくされたのである。オリカには内ない緒しよにしてもらうことを条件に、良護は渋しぶ々しぶ同行を決めたのだ。

　そんなアゲハはすまし顔でレジャーシートを拡げ、手て際ぎわよく弁当を用意していた。

　食事のメインは色とりどりの具が詰つまった、やや小こ振ぶりな長方形のサンドウィッチで、少しだけ揚あげ物などのサイドメニューが用意されている。

「めいっぱい運動したから、おなか空いたわ」

　アゲハからおしぼりを受け取ったオリカが、手を拭ふきながら言った。

「オリカ様、大活かつ躍やくでしたね」

「ねえ、良護も見たでしょ？　わたしのスーパーアタック。あれが、マカルイン王家の姫の実力よ？　良護も家臣として誇ほこらしいんじゃない？」

「家臣じゃねえ。……それに、一回だけだろ」

「一回でもすごいでしょ。あんなに綺き麗れいに決まったの初めてなのよ!?」

「チームが負けてたら、意味ないんじゃないか？」

「どうしてそういう意地悪を言うのよ！」

「そうですよ良護様。オリカ様はこんなに良い写真を提供してくれたというのに！」

　ばらりと、アゲハがおもむろに並べたものは、何枚かの写真だった。

　写真には、体操着ポニーテールブルマーなオリカの立ち姿を始め、ボールを受けようと構えているところや、レシーブで飛びついているところ、それから転んでいるところや滑っているところ、ありとあらゆるオリカの姿が収められていた。

「……改めて見ると、ブルマってのは目立つな。よく恥はずかしくないな、おまえ」

　写真を一枚手に取ると、良護はそうつぶやいた。

「恥ずかしい？　どうして？」

「おまえ、ブラウスのボタンひとつ外すのも、かなり恥ずかしがってたじゃないか。こういう、体の線がはっきりわかる服は苦手じゃないのか？」

　良護の問いに、オリカは小さく首をひねる。

「……考えたことなかったわ。脱ぬぐのは恥ずかしいけど、元々そういう形のものを着ること自体には抵てい抗こうないわよ。王族なんて、誰だれかと違うものを着てることが普通だし……」

　その返答に良護はふと、海外のある女性アーティストを思い出した。彼女もものすごいセレブらしいが、へんてこな服や格好をして話題を集めていた。

「案外、そういうものなのか……」

「あ、もしかして、良護、わたしのブルマ姿に欲情したの？　ねえ、そうなんでしょ？」

　良護が納なつ得とくしかけていると、オリカが喜々とした表情で詰め寄ってきた。

「してねえよ！」

　言いながら、良護はオリカから目を逸そらした。別にブルマ姿に欲情したわけではないが、体育で頑がん張ばっていたオリカを可愛いと思ってしまったことは事実だったからだ。

「良護様、それでは、これはいかがですか？」

「なんだ？　って、おい、これはまずいだろ」

　すっと、オリカに見えないようにアゲハが差し出した一枚を見て、良護は慌あわてる。

「なになに？　見せて……って！」

　それを、オリカが横合いから奪いとる。

　写真を見た瞬間、オリカの顔が一気に赤く染まった。

「ちょ！　何よこれ。なんで着き替がえ中の写真があるのよ!?」

　それは、女子更こう衣い室でオリカが着替えている最中の姿だった。半脱ぎ状態の制服の隙すき間まに可愛らしいデザインの下着が見えている。

「なんてものを撮とってるのよ、アゲハ！」

「大だい丈じよう夫ぶですよ、オリカ様。うっかりブラが外れてしまった瞬間は、私のデータの中だけに封ふう印いんしておきますから」

「消しなさい！　今すぐに！　それから印刷したもの全部出して！」

　顔を真っ赤にしたオリカに言われ、アゲハは渋々と印刷した写真を提出する。

「これは大丈夫……、これはダメ、これもアウト、ちょ、何よこれ、こんなの絶対ダメよ。それから、こっちも、こっちも、これもこれもこれも！　アゲハ！　あとでお説教！」

　結局、オリカの仕分けに耐たえたものは、最初の方に見た十数枚だけだった。

「……はあ。残念です。良護様に欲情していただけると思ったのですが」

「こんな犯罪まがいのもので欲情されたくないわよ！」

「オリカ様、まがいではありません。盗とう撮さつは歴れつきとした犯罪です！」

「開き直るんじゃないわよぉっ！」

「ですがオリカ様、わかっていらっしゃいますか？　オリカ様は早く良護様に協力していただかなくてはならないのです。そのために、欲情させなくてはいけないのですよ？」

「わ、わかってるわよ……」

「本当ですか？　オリカ様は先日以来、姫ひめ恋こい大作戦もほとんど実じつ施ししていないのですよ？　私が代わりにやっていますけれども」

「だ、だって、アゲハの作戦……、恥ずかしいのばっかりだし」

　オリカは下を向いた。

「恥ずかしいのは私も一緒です！　ですが、オリカ様のためだと思えばこそ！」

「だけど、だって、私は姫なのよ？　なんであんなことやそんなことを……」

「オリカ様は冠絶の姫王エクセルシアになるのでしょう？」

「で、でもぉ」

　言い合いを始めたふたりの横で、当事者たる良護はなんとも言えない気分になっていた。

　とりあえず、なるべく聞かないようにしようと、上体を反らして空を見上げる。

　良護たちのすぐ傍には校舎がある。屋上まで、窓ひとつない完全な壁かべだ。

　その校舎の壁と一緒に、よく晴れた真っ青な空が見えた。

「良い天気だなあ……。……ん？」

　すると、不意に、空中にきらりと輝かがやくものが現れた。

　目を凝こらすとそれは徐じよ々じよに接近してくるようだった。だんだんと大きくなり……。

「危ないっ！」

「え？」「きゃあ」

　良護は咄とつ嗟さに、オリカとアゲハに向かって、両りよう腕うでで抱かかえるように飛びついた。

「な、なにするのよ、良護！」「良護様、わ、私に本気になられては困りますっ」

　ガシャ！

　間かん一いつ髪ぱつ、良護たちのいたブルーシートの一画にそれが落下し、乾かわいた音を響ひびかせる。

　状じよう況きようを理解できないふたりを尻しり目めに、良護は急いで体勢を立て直して振ふり返った。

　体の一部に鳥とり肌はだが立ったが気にしている暇ひまはない。

　茶色い陶とう器きのかけらと、土、そして、何かの植物がブルーシートの上に散らばっていた。

「なんだよ、これ、植うえ木き鉢ばちか？」

　良護は無残にも砕くだけ散ったその物体の破は片へんを見て、そう判断する。

「良護、これは？　何があったの？」

「上から急に落ちてきたんだよ」

「まさか、また、わたしを狙ねらって？」

　オリカがわずかにおびえた様子で言う。

「どうだろうな……」

　植木鉢が破は裂れつした位置は、良護たちからは少し離はなれていた。

　ふたりにとびかかってまで避さけるには少し、大げさだったようだ。

「画が鋲びように、切り刻まれた体操服で、こんどは植木鉢。やはり、オリカ様を狙っている人間がいるのは確実ですね」

　アゲハが植木鉢の欠片かけらを拾い上げながらつぶやいた。

「アゲハさんもこれは敵の攻こう撃げきだと思うのか？」

　良護がアゲハに問うた。

「ええ。おそらく、オリカ様を冠姫聖戦プリンセスジハードから遠ざけるための警告ではないでしょうか」

「やっぱりセイラが何か仕込んでるのよ。こんな危ない思いをすれば、家に帰るとでも思ってるんでしょう、あのひと」

　頬ほおをふくらませるオリカである。

「セイラが？　だけど、これ……、当たったら大けがじゃすまないだろ？」

　良護はブルーシートの上に拡がった植木鉢の破は片へんを見ていると、背筋に冷たいものが流れた。もし直撃していたらと考えるとぞっとする。

「下手をしたら、死ぬぞ」

「あら、良護、いまさら何を言っているの？」

　オリカが不思議そうに、良護の顔を見つめる。

「冠姫聖戦プリンセスジハードへの参加を決めた時点で、命がけよ？」

「なんだって？　契けい約やくした騎き士しを戦わせるんだろ？　姫は安全じゃないのか？」

　良護はオリカの言葉に目を見開く。

「騎士を戦わせなくても、姫自身を戦いからリタイアさせる手もあるわ」

「過去にも、あるひとりの姫以外の姫が立て続けに暗殺された事例があります」

　オリカの説明を、アゲハが補足する。

　良護は言葉を失った。正直なところ、冠姫聖戦プリンセスジハードは「王族」が「庶しよ民みん」を道具として利用する遊びだと考えていた。姫自体も命がけだとはちっとも思っていなかったのだ。

　良護は生なま唾つばを飲み込み、植木鉢の破片を見つめていた。

「りょうちゃーん」

　ふと、そんな三人のもとへ、誰かが手を振りながら走り寄ってきた。

「こんなところにいたんだ。探しちゃった」

　息を切らせながら、百瀬夏輪が微笑ほほえむ。

　夏輪はオリカやアゲハに会え釈しやくしたあと、ブルーシート上の惨さん事じを見て目を丸くした。

「わっ、こ、これ、なにがあったの？」

「上から植木鉢が降ってきたんだよ」

「ええ、本当に？　こ、怖こわいなあ……。オリカさんにケガは？」

「ないわよ、夏輪」

　オリカが答えると、夏輪はほっとしたようにため息をついた。

「あとで先生に言っておくね」

「……ああ、そうだな」

　夏輪の提案に、良護は曖あい昧まいにうなずいた。

　それからすぐに話題を変える。

「ところで夏輪、なんの用だ。わざわざ俺を捜さがしてたんだろ？」

「あ、あのね、今日の放課後、学級委員のお仕事、ひとつ変わってもらえないかなって」

「仕事？」

「うん。簡単だけど時間のかかる仕事。あたし、急用ができちゃって。あ、オリカさんも手伝ってくれない？　ふたりの方が早く終わると思うから」

「わたしが？　それは構わないけど……」

　オリカがアゲハの顔を窺うかがう。

「良いと思いますよ、オリカ様。私も傍にいるようにしますし、それに良護様も一いつ緒しよなら、欲情をしていただける機会もあるでしょう。放課後の誰だれもいない教室、重なる手と手、見つめ合うふたり。そしてふたりは……。きゃーきゃーきゃー」

「いいわよ。普ふ通つうの生徒がやる仕事っていうのもおもしろそうだわ」

　くねくねと身をよじらせ自分の世界に入り込んだアゲハを無視して、オリカは首しゆ肯こうした。

「じゃあ、決まりね。りょうちゃんも、よろしく」

　そうして、良護とオリカは放課後に学校に残ることになった。
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　その帰り道のことだった。良護とオリカは通学路を並んで歩いていた。

「だいぶ遅おそくなったな」

「あんな単純な作業を延々と繰くり返すなんて初めての経験だったわ」

「つまらなかったろう」

「楽しかったわよ。だって王宮じゃ、絶対にやらないもの」

　仕事の内容はひどく単純。数種類のプリントを重ねてワンセットの資料を作るものだった。良護はその作業に閉口し、さらに、アゲハとオリカがいつ欲情を迫せまってくるかと、身構えていたため、かなり疲ひ弊へいしている。

　しかし、オリカは言葉通り、かなり楽しそうに仕事をしていて、良護の心配はやっぱり杞き憂ゆうに終わっていた。

「まあ、気分転てん換かんにはなったのか……」

　良護は満足げなオリカの表情を見ながら、そんなことをつぶやいた。

　画鋲、体操着、植木鉢と続き、オリカも気が滅め入いっていたろうから、ちょうど良かったのかもしれない。そう、思った。

「働いたらおなか空いたわ」

「アゲハさんが先に帰ったんだ。家に帰ればうまい夕飯があるだろ、きっと」

　途と中ちゆうまで一緒に手伝っていたアゲハは、夕飯を作らなくてはいけないと、先に帰ってしまっている。理由はもっともだが、単純に作業に飽あきただけだろう。

「あら、良護。アゲハの夕飯を期待してるの？　あなた、わたしたちに出ていって欲しいんじゃなかったのかしら？」

　オリカがにやりと口元を歪ゆがめて言う。

「う……」

　良護は自分の失言に気づき、しまったと口元を押さえた。

　たしかに、オリカたちに出ていって欲しいと、そしてできれば、これ以上変なことに巻き込まないで欲しいと思っている。

　だがしかし、それはそれとして、家事全ぜん般ぱんを超ちようＳ級の腕うで前まえでこなすアゲハの存在は、ひとり暮らしの良護にとってかなり貴重で、ついつい甘えてしまっていたのも事実だった。

「と、とりあえず作ってくれるものは食う。だが、明日あしたになったら出てってもらう！」

「なによその自分勝手。王族なみよ？　家臣のくせに生意気だわ」

「自覚あんのかよ！　ってか、家臣じゃねえ！」

　良護は突つっ込こみながら、なんだかんだで状況を許容しつつある自分に気づいた。

　このままだとまずいかもしれない。毅き然ぜんとした態度で拒きよ否ひしなくては。

　心の中で決心しつつ、通学路を家に向かって進んでいた。

　辺りはだいぶ薄うす暗ぐらい。しかもいま歩いているところは民家もなく、寂さびしい道だった。

「そういえばね、良護、今日、学校でね」

　と、オリカがなにやら楽しそうに話し出したときだ。

　不意に、良護は後方に何かの気配を感じ、振り返る。

「オリカ、危ない」

「きゃっ」

　咄嗟に、良護はオリカの体を突き飛ばした。

　すると、そのすぐ脇わきを、まるで質量を持った風のようなものが通り過ぎていった。

　何者かは、数メートル先で停止し、今度はゆっくりと良護たちの方に向かってくる。

　ぼんやりとした街灯に照らされ、徐じよ々じよにその全身が暗くら闇やみに浮うかびあがる。

　人間だった。シルエットから女だとわかる。良護より、やや小さめの女性だ。

　女性は、その身の丈たけよりも長い槍やりを小脇に抱えていた。

　胸の下や肋ろつ骨こつから腰こしなどは地じ肌はだが露ろ出しゆつしていたものの、それ以外の部分を覆おおう物体は、明らかに鎧よろいと言って差し支つかえない。全体的に女性的なシルエットの鎧だった。首のすぐ真下には、あの白銀の騎士と同じように宝石が嵌はまっていた。

　そしてもっとも目がいく特とく徴ちようは、その顔である。

　ちょうど目の部分が、模様の描えがかれた布で覆われていることだった。

「良護、敵よ！　召しよう喚かん騎士よ！　わたしを召喚して」

「え？　あ……、しょ……」

　だが、そこで良護は躊ちゆう躇ちよした。

　このまま召喚とやらをすれば、オリカたちが家に住むことを許容してしまっているように、なし崩くずし的に協力をすることになるのではないか。そんなことを考えてしまった。

「早くっ！」

　体勢を立て直したオリカが必死の声で叫さけぶ。

　だが、先に動いたのは目め隠かくしの騎士だった。

　召喚騎士の身体能力は常人のそれを遥はるかにこえる。

　まるで瞬しゆん間かん移動のように、目隠しの騎士はオリカとの間合いを一瞬で詰つめていた。

「え……？」

　そして、次の瞬間。

　ザクリ、と。いとも簡単に騎士の槍がオリカの腹部を貫つらぬいた。

　ごふっ、と嫌いやな音を響ひびかせ、吐はき出された赤い液体が、オリカの胸むな元もとを赤く染める。

　敵がオリカの体から槍を引き抜ぬいた。支えを失ったオリカの体は膝ひざから崩れ落ちた。

　そんなオリカを、目隠しの騎士はしばらくのあいだ見下ろし、それから弧こを描く様に槍を振ふった。切っ先を汚よごしていた血液が月明かりで煌きらめきながら周囲に飛び散り、地面にいくつかのシミを作った。

「オリカァァァァァ！」

　良護が叫んだ。

　そのときだ。手首に例の腕輪が具現化する。

　そして高熱を発したかと思うと、姫涙石ラクリマからまばゆい光が飛び出す。

　光を警けい戒かいしたのか、目隠しの騎士はオリカの体から遠ざかるように後ろへ跳ちよう躍やくする。

　一方、光は倒たおれているオリカの頭上で止まると、花を開くように輝き線せんを拡げ空中に長方形のパターンを描えがき出した。幾き何か学模様が複雑に入り交じった魔ま方ほう陣じん。

　セイラがシルバーを召喚した際に見せたものと同じようなものだ。

　その魔方陣がオリカに被かぶさるように下降し、その姿を飲み込んでいく。線だけで描かれているはずの魔方陣の中に、まるで別の空間があるかのようだった。

　やがて、数瞬遅おくれて、オリカの姿が魔方陣の反対側に浮かびあがってくる。

　その装備はすでに制服ではない。例のいかにも弱そうな薄うす手での戦せん闘とう服である。

「な、何が起こったんだ??」

　良護はオリカと、自身の手首に嵌まる腕輪を交こう互ごに見た。

「……強制、召喚よ」

　それまでほとんど身動きをとらなかったオリカがゆっくりと起き上がる。

「……召喚騎士はね、良護。気を失ってたり、戦闘不能な状態じゃなければ、敵の騎士が敵意を持って姫の前に現れたとき、強制的に召喚されるのよ。姫ひめを、守るために、ね」

　肩かたで呼吸をしながら説明をするオリカの顔色はひどく悪い。額には油あぶら汗あせが浮いている。

「後手にまわるから、自分で召喚したほうが、良いんだけど……」

「おまえ、大だい丈じよう夫ぶなのか」

「……武装したから、少し楽になったわ。今なら、たぶん、戦える……、あれ」

　だが、そこまで言って、オリカの体がふらりと揺ゆらいだ。膝をついてしまう。

　剣けんで支えることで、完全に倒れる事態は回かい避ひしたものの、とてもではないが、まともに戦えるようには見えなかった。

「オリカ」

　良護はオリカに駆かけ寄る。すると、オリカがななめに口元を歪めた。

「……ねえ、良護、わたしに、欲情したの？」

「なんだよいきなり」

「だって、ほら、剣が、少し立派になってるわ。二回くらい、欲情、したでしょ」

　見ると、たしかに剣の形状は変化していた。以前よりも一回り大きくなり、刃はこぼれもない。いかにも頼たよりがいのある剣になっている。

　だが、それどころではない。良護はすぐにオリカを怒ど鳴なる。

「知らねえよ。そんなこと言ってる場合か」

　オリカは笑え顔がおを作ろうとしていたが、青ざめた顔では、それがやせ我が慢まんだということがすぐにわかった。剣で体を支えながら、片方の手は傷を必死に押さえている。

　武装により新調された衣い装しように、内側から赤黒い染しみが拡ひろがっていく。

「ふふふふふふふ」

　そこで不意に、女性の笑い声が響いた。

　良護とオリカは、目隠しの騎き士しを見る。

　だが、離はなれたところに立つ目隠しの騎士は、無表情に口を引き結んでいた。

　声は別の誰かのものだ。

「だから忠告しましたのよ、オリカ」

　リィンという澄すんだ音とともに、騎士の背後から、金きん髪ぱつに、豪ごう華かな青いドレスを身にまとった少女が現れた。手にハンドベルを構えている。

「セイラ！」

　良護がその名を呼ぶ。

　セイラは良護をちらりとみやると、鼻で笑い、視線をオリカに向けた。

「……そう、その騎士は、あなたのだったのね、セイラ」

　オリカが顔を上げ、息も絶え絶えに言った。

「そうですわ。私のふたり目の騎士ですわ。おまえは相変わらず半はん端ぱに騎士ですのね」

　セイラがオリカをなめるように見回していた。

　そして、脇わき腹ばらの傷に目を留める。

「あら、ケガをしましたの？　膝をつくからどうしたのかと思えば……。いい気味ですわ、オリカ。学校であれだけ警告したのに、あきらめないから罰ばちが当たったんですわ」

　その言葉に、良護とオリカは目を見開いた。

「あれはおまえの差し金だったのか！」

　またもやセイラは良護をちらりと見ただけで、すぐにオリカに視線を戻もどした。

「危ない目にあえば心を入れ変えるかと思いましたけど、無む駄だだったみたいですわね」

　セイラは肩をすくめる。

「けど、これでわかりましたわよね。おまえは弱いんですのよ？　騎士として戦うなんて無む謀ぼうですわ。あきらめて、国へ帰りましょう？　おまえは私の傍そばにいればいいんですの」

「しつ、っこいわよ、セイラ」

　今度はオリカが言い返す。

「わたしは、冠絶の姫王エクセルシアになるまで帰らないって言ったでしょう」

　体の奥底から、懸けん命めいに声を絞しぼり出している。

　オリカの返答に、セイラは黙だまった。まっすぐに、オリカの瞳ひとみを見つめている。

　オリカもまた、セイラをじっと見つめ返していた。

「……どうしても、帰らないと言いますの」

　しばらくして、セイラが尋たずねた。

　オリカは、言葉は出さず、ただゆっくりと首しゆ肯こうする。

「そう、ですの……。わかりましたわ」

　そこで、セイラの背後に一台の黒くろ塗ぬりの車がやってきた。

「それなら、私にも考えがありますの」

　そう言って、セイラが乗り込むと、車は音もなく静かに走り出した。

　気がつくと目隠しの騎士の姿も、いつの間にか消えていた。

「セイラ……」

　ふっと、オリカがつぶやいたかと思うと、良護の前に崩れ落ちるようにして倒れる。

「オリカ!?」

　良護がしゃがみこむと、とたんにオリカの武装が解除され、元の制服姿に戻った。

　その腹部から徐々に赤黒い液体がしみ出し、道路に拡がっていく。

「おい、オリカ!?」

　良護の呼びかけに、オリカは答えない。目を閉じ、額に細かな汗あせを浮かべていた。

「オリカ、オリカ！」

　良護は鳥とり肌はだが立つ可能性も忘れて、その体を揺する。しかし、返事はない。

「オリカ、オリカ、オリカ─────っ！」

　良護の絶ぜつ叫きようが濃のう紺こんの空に響き渡わたった。
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　あれから、良護はなんとかアゲハに連れん絡らくをした。そしてアゲハとアゲハ機関のメイドたちによって、オリカは回収され、すぐさま治ち療りようを受けた。アゲハの話では、召しよう喚かん武装により、回復力があがっていたため、大きな手術などの必要はなく傷はふさがったという。

　それでも一時はかなり危険な状態だったらしい。そのせいなのか、あるいは体力を消費しすぎたためなのかはわからないがオリカの意識はまだ戻っていない。

　ひとまず良護の家にあるベッドで様子を見ることになった。

　良護はリビングルームの前でオリカが目覚めるのを待っていた。

　そこで、昨日からのできごとについて考え続けていた。

　画が鋲びようや、体操着や植うえ木き鉢ばち。そしてそれらの悪戯いたずらを超こえるレベルの、騎士からの攻こう撃げきによる大けが。あきらかに命を失う可能性のあるもの。

　オリカはそんな戦いに身を投じているのだ。

　そして、そんな戦いに、良護も巻き込まれようとしている。

　自分はどうしたら良いのか。なし崩し的だろうと、オリカを手伝うべきなのか。

　だが、それは平へい凡ぼんな人生を送るという良護の目標からはほど遠い。

　しかし、さっきは良護が躊ちゆう躇ちよせず、積極的に召喚を行っていれば、オリカは傷を負わずに済んだかもしれない。

　他人が傷つくのを黙って見ていることが、本当に平凡な人生なのだろうか。

　困っている人を手伝わないことが、本当に正しいことなのだろうか。

「姉ちゃんだったら……、言うことは決まっている……、よな」

　良護はときおりつぶやきつつ、ひたすら考え続けた。




『良護、困ってる人を手伝うってことは、誰だれかを守ることでもあるんだ』

『守る？　どういうこと？』

『誰かが傷つかないようにすることだよ』

『ふぅん。そっか。でも、そしたら姉ちゃんを守るひとはいないね』

『なんでだい？』

『だって、姉ちゃんは強いから傷つかないだろ？』

『ははは。そうかもな……。だけどね、良護。女の子は誰でも、誰かに守ってもらいたいときもあるんだ。当然、私もね』

『ええ!?　嘘うそだぁ』

『嘘じゃないよ。良護もいつか、大人になればわかる日が来るさ』

『仕方ないなあ、じゃあ、そのときは俺が守ってやるよ』

『本当かい？　嬉うれしいなあ。約束だぞ、良護。約束だ』




「良護」

　不意に、誰かの声で良護は意識を取り戻した。

「そんなところで寝ねていたら風か邪ぜを引くわよ」

　どうやら考えごとをしながら眠ねむってしまったらしい。相変わらずリビングルームの前だ。

「お、おう……」

　寝ぼけながら答えたところで、自分を起こした人物の正体に気づく。

　それはネグリジェ姿のオリカだった。

「オリカ？　おまえ、大丈夫なのか？」

「もう大丈夫よ。心配かけたわね。ほら、完全回復」

　少しだけ恥はじらいながら、オリカはネグリジェのボタンを外し腹部を見せた。

　そこには真っ白でなめらかな肌はだがあるだけだった。傷の痕こん跡せきは一いつ切さいない。

「そうか……」

　傷はふさがったという話を聞いてはいたものの、ここまで完治しているとは思っていなかった良護は、安あん堵どのため息をついた。

「それは、良かった……」

「昨日、刺さされたときは、さすがにまずいかなって、思ったけどね」

「悪かった」

　良護はすぐに頭を下げた。

「悪い？　なんのこと？」

　不思議そうに聞き返すオリカに、良護は言う。

「俺がもっと早くに召喚していれば、そこまで大きな怪け我がはしなくて済んだはずだ」

「……ああ、そういうこと」

　オリカは良護の真意に気づくと、うなずいた。それから別段怒おこった様子もなく告げる。

「謝らなくていいわよ、良護。だって、わたしはまだ良護を欲情させてないじゃない」

「だけど……」

「だけど、何よ？　それじゃあ家臣になるの？」

　オリカは少しだけきつい調子で言った。

「いや、それは……」

　オリカをもう少し早く召喚していればと後こう悔かいしたのは事実だ。

　だが、この先も、戦いに協力するのかといえば、その答えはまだ出ていない。

「……悪い」

「そうでしょ？　だから、今回のことは仕方ないってわかってるわよ」

　オリカは言う。

「冠絶の姫王エクセルシアになるためよ。このくらい、我が慢まんするわ」

「冠絶の姫王エクセルシア……？」

　良護はオリカのその言葉に耳を疑った。

「オリカ、おまえ、まだ冠姫聖戦プリンセスジハードを続けるのかよ。あんなに大けがしたんだぞ？」

　良護の語気は荒あらくなった。

　そんな良護を、きょとんとした顔のオリカが見つめる。

「当たり前じゃない。だってわたしはそのために戦うんだもの」

「一歩間ま違ちがえば死んでいたかもしれないんだぞ？」

「冠絶の姫王エクセルシアを目指したときから、覚かく悟ごはできているわ」

「覚悟って、そんなことで済ませられるのかよ？」

「だって、冠絶の姫王エクセルシアになるにはそれしかないんだもの」

「だからって……」

「なによ！」

　そこで、オリカはいらだちを爆ばく発はつさせるように、良護を怒ど鳴なりつけた。

「良護まで無理だって言いたいわけ!?　わたしにはできないって、そう言うの!?」

「いや、そこまでは……」

　良護は言いよどむ。思っていないと言い切ることはできなかった。

「はっきり言えばいいじゃない！　わたしだってわかってるわ。わたしが騎き士しだなんて絶望的な状じよう況きようよ!?　無謀だってことはよく知ってるの！」

　オリカはそこで言葉を止めた。深呼吸をして、少しだけ声のトーンを落とす。

「だけどね、良護」

　良護をまっすぐに見つめる目元には、涙なみだが浮うかんでいた。

「無理とか、絶望的とか、そんな言葉にどんな意味があるの？　いくら考えたって、いくら悩なやんだって、自分が手を伸のばさなかったら、何ひとつ、つかめはしないわ」

　それは、まるで母親が子供に諭さとすような、そんな口調だった。

「手を、伸ばす？」

「そう、手を伸ばすの。前に進むのよ。どんなに些さ細さいでも、一歩一歩前進する。たとえその道がどんなに険しくて、入り組んでいても、いつか必ずたどり着けるって信じてね」

「オリカ……」

「ねえ、良護。あなたの手は何をつかもうとしているの？」

　オリカはそう言い残すと、良護の前から立ち去った。洗面所へ行くらしかった。

　良護はその背を、ただじっと見つめ、それから自分の手のひらをまじまじと眺ながめた。

　拳こぶしを握にぎりしめてみたものの、当然、何もつかむことはできなかった。
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　オリカがケガをした翌朝。彼女は念のため学校を休んだ。

　良りよう護ごはそのまま登校したものの、授業にはまるで身が入っていなかった。

　オリカに言われたことが気になっていたのだ。

『あなたの手は何をつかもうとしているの？』

　かつての良護であれば、それは姉であった。

　だが今はどうだろう。

「今は……、何にも、ない、よな」

　良護は朝からずっと、手のひらを見つめ続けていた。

「りょーう、ちゃん」

　人ひと気けのすっかりなくなった教室で、良護を呼んだのは夏か輪りんだった。

「ん？　……夏輪か。あれ？　他の奴やつらは」

「りょうちゃん、何言ってるの？　今日はもう終わりだよ」

　呆あきれたように、夏輪は苦く笑しようする。

　良護は壁かべの時計を見て、驚おどろきの声を上げた。時刻はすっかり放課後だった。

「まじかよ……」

「今日はずっと心ここにあらずって感じだったね」

「……まあ、な」

　良護が曖あい昧まいに答えると、夏輪は少し間を開ける。それから上うわ目め遣づかいに尋たずねてきた。

「……オリカさんが、いないから？」

「違ちげえよ。そういうんじゃねえ」

　良護は慌あわてて手を振ふって否定した。

「ただ少し、考えたいことがあってさ」

「そっか」

　夏輪は、嬉しそうに目を細めた。

「それなら、今日はりょうちゃんを貸し切りにできるね」

「貸し切りって。人をものみたいに……」

　そこまで言うと、良護は不意に首筋に衝しよう撃げきを感じた。

「あれ？」

　目の前にはニコニコとした夏輪が立っている。

　だが、その姿が少しずつ白くぼやけていく。

「か、りん？」

　良護はそのまま意識を失った。




「……う……」

「あ、りょうちゃん、お目覚め？」

　妙みように明るい調子の声が聞こえた。目の前に、制服姿の夏輪がいる。

　良護は周囲を見回した。

　そこはまったく知らない場所だった。

　崩くずれかけた大きなビルのワンフロアだ。むき出しのコンクリートの上に、石や鉄骨、あるいは誰だれかが進入したのか、飲食物のゴミなどが散乱している。

　壁が大きく崩れている部分があり、そこから外の景色が見える。木々に囲まれていた。

　良護自身は椅い子すに座っているようだった。

「夏輪……、ここは、どこだ？」

「うふふふふ。ひみつぅー」

　鼻から抜ぬけるような甘い声で、夏輪は答えた。妙に楽しそうだ。

「ひとつだけ、たしかなことはぁ、ここには、あたしとりょうちゃんだけ。つまり、ふたりっきりということでぇーす！」

　ぱちぱちと手を叩たたく夏輪。

「だから、今日のあたしは大だい胆たんになるの。こーんなこと、しちゃうんだ」

「夏輪？」

　突とつ然ぜん、夏輪は飛びつくように、良護の腕うでにしがみついた。

　肘ひじが夏輪の胸に押しつけられ、そこから柔やわらかな感かん触しよくが伝わってくる。

　そして、そのふわふわとした感触と同時に、すぐに鳥とり肌はだが立ちはじめた。

「お、おいっ！　やめろよ、夏輪」

「やめませーん。りょうちゃんはあたしのもの。あたしだけのものだもん」

「や、やめ、やめろ」

　だんだんと鳥肌の発生速度が加速してくる。呼吸も苦しくなってきた。

「い、や、よ」

　だが夏輪はますます、胸を押しつけるように良護の腕を抱だきしめた。

「か、夏輪。だめ、ダメだ。やめろ……、やめろって！」

　苦しさがピークに達した良護は、思い切り力を込こめて夏輪の腕をふりほどいた。

「きゃあ！」

　その勢いがかなり激しかったらしく、夏輪は地面に尻しり餅もちをつく。

「悪い。大だい丈じよう夫ぶか？」

　良護は謝罪の言葉を述べ、手を伸ばそうとして、すぐに引っ込めた。

　夏輪が離はなれたことで鳥肌は収まり始めていたが、触ふれてしまえば再発するだろう。

　だから、夏輪が自力で立ちあがるのを待った。だが、夏輪はなかなか動かなかった。

　うつむいたままで言う。

「手を……、貸してくれないの？」

　良護はその質問に、呆れたように答える。

「おまえもよく知ってるだろ、俺の体質」

「知ってるよ。知ってるけど」

　夏輪が顔を上げた。その瞳ひとみに、涙が浮かんでいた。

「オリカさんには手を伸ばしたじゃない！　かばったじゃない！」

「オリカ？　かばう？」

　良護はここ数日で、何度かオリカをかばったことを思い出した。

「いや、あれは、咄とつ嗟さのことで……」

　しかし、そこまで言いかけて良護は首をかしげた。

　その現場のどこにも、夏輪はいなかったはずだ。

「……おまえ、なんで知ってるんだ？」

「どうして、あたしじゃダメなの!?」

　良護をにらみつけながら、夏輪は叫さけぶ。

「どうしてあの子は良くてあたしはダメなの!?　あたしはそんなに魅み力りよくない？　髪かみ型がたも変えたし、制服だって、ほら、流は行やりの可愛かわいい着こなし、したのよ？　りょうちゃんのために綺き麗れいになったのよ？」

　立ち上がり、良護に向かって制服をアピールする。

　たしかに、以前の夏輪とは違う。前はきっちりかっちりとボタンを留め、スカート丈たけも、まじめに校則を守っていたような長さだった。

　だが、今は襟えり元もとのボタンは外し、スカートの丈はかなり短い。

　新しい髪型も相まって、前の夏輪よりもずっとかわいらしく見える。

「あたしはずっとりょうちゃんのこと見てた。りょうちゃんのこと、オリカさんよりずっと知ってる！　それなのに、どうして！」

　夏輪はわめきちらす。

「お、おい、夏輪。落ち着けよ」

　良護が椅子から立ち上がると、夏輪は騒さわぐのをやめた。

　だが、ほっとしたのもつかの間、夏輪はおもむろに制服のボタンに手をかけ始めた。

「夏輪、おま、何を」

　しゅるしゅると衣きぬ擦ずれの音を響ひびかせ、夏輪の制服が足あし下もとに落ちる。あっというまに下着姿になってしまった。変わった外見とは裏腹に、下着は質素なものだった。

　良護は夏輪から顔を背そむける。

「な、何してんだよ、服を着ろよ」

「りょうちゃん、こっちを見て。あたしを見てよ」

「見られるかよ！」

　直前に、盛せい大だいな鳥肌が立ったばかりだ。そんな状態で、可愛い幼なじみの下着姿を前にすれば、目に入るだけでも、鳥肌が再発しかねない。

「どういうつもりだよ。早く服を着ろ」

「りょうちゃん。……お願い、あたしを抱だいて」

　泣き出しそうな調子で、夏輪が言った。

「は？　抱く？」

　良護は、思わず変な声が出た。

「あたし、りょうちゃんになら全部あげる。好きにして、いいよ」

　良護は首から下を見ないように、視線を動かし、夏輪の顔を見つめる。

　目元が潤うるみ、頬ほおが紅潮している。

「夏輪、おまえ、何、馬ば鹿かなこと言って」

「抱きしめてくれるだけでもいいの」

　良護の言葉を遮さえぎって、夏輪は叫ぶように言った。

「お願い。あたしを抱きしめて、あたしを受け入れてよ。それで、ふたりでどこかへ行こう？　オリカさんのいないところへ、ふたりで行こうよ」

　懇こん願がんするような、悲痛な声だった。

「夏輪？」

　良護は夏輪の目を真しん剣けんに見み据すえる。からかっている様子はない。

　ドクドクと心臓が高鳴る。廃はい墟きよにその鼓こ動どうが響いているような気がした。

　呼吸も浅く、速くなる。

　やがて良護は結論を出した。

「無理だ」

　ゆっくりと首を振り、夏輪から視線を逸そらした。

「今日のおまえ、おかしいぞ。熱でもあるんじゃないのか？」

「……どうしても、ダメなんだ。ここまでやっても、りょうちゃんは……」

　夏輪が寂さびしそうにつぶやいた。

「わかった……、りょうちゃんなんて、もう知らない。もう、知らないんだから」

「夏輪？」

　ふと、良護は、夏輪から発せられる気配が変化したように感じた。

　すっと、夏輪を見やり、良護は思わず「あ」と声を漏もらす。

　そこには、すでに下着姿の夏輪の姿は存在していなかった。

「おまえは、セイラの召しよう喚かん騎き士し!?」

　代わりに立っていたのは、夕べ良護たちを襲おそった目め隠かくしの召喚騎士だった。

　女性らしいシルエットの鎧よろいに身を包んだ騎士が、良護に向かって槍やりを構えている。

　だが、昨日と違ちがう点がひとつだけあった。

　外見の最大の特とく徴ちようとも言える、目隠しがなくなっている。

　つまり、顔が見える。

　騎士は、口を一文字に引き結び、氷のように冷たいまなざしで良護を見つめていた。

「嘘うそだろ……、どうして、おまえが、その格好をしているんだよ」

　その顔を、良護は呆ぼう然ぜんと見つめながら言った。

「夏輪」

　目隠しの騎士の正体は、良護の幼なじみの少女、百もも瀬せ夏輪だった。
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「あらあら。交こう渉しようは決けつ裂れつ、ですの？」

　不意に、リンとハンドベルの音が聞こえ、廃墟にふたり以外の声が響いた。

「その声……、セイラか！」

「庶しよ民みんのくせに気安く呼ばないで欲しいですわ」

　夏輪の背後、瓦が礫れきの陰かげから青いドレスの姫ひめ、セイラが現れた。

　セイラは、ハンドベルをかかげながら、ゆっくりとふたりのそばへやってくる。

「どうしておまえがここにいる!?　なんで、夏輪が召喚騎士になってるんだ」

「うるさい庶民ですわ。そんなに怒ど鳴ならなくても聞こえますわよ」

　良護が早口に尋たずねると、セイラは、明らかに不快そうな表情を浮うかべる。

「夏輪、おまえも、なんで、そんな」

　今度は夏輪に話しかける。

　直前までは生き生きとしていたはずの夏輪は、いまは人形のように無表情で、微び動どうだにしなかった。ただ、その槍の切っ先だけが良護に淡たん々たんと狙ねらいを定さだめている。

「無む駄だですわよ。夏輪は私が幸福の鐘かねで操あやつってますの。効き目はかなりのものですわ」

「なんだって？　そうか、だからさっき、変だったんだな」

　操られていたというのなら、さきほどの夏輪の行動は納なつ得とくできる。

「夏輪はあんなことするような人間じゃない」

「あら。あれは夏輪の深層心理ですわよ。私は意のままに行動なさいと命じただけですわ。だから全部、夏輪の本心ですのよ」

　くすり、とセイラは笑った。

「あれが、本心だって？　そんな馬鹿な」

　そこで良護は、オリカが刺さされたときのことを思い出した。

　目隠しの騎士は、なんの躊ちゆう躇ちよもなくオリカの腹に槍を突つき立てていた。

「まさか昨日、オリカを殺しかけたのも……、夏輪の深層心理だっていうのか」

「殺し、かけた？」

　良護のつぶやきに、セイラが動どう揺ようする。

「……暗くてわかりませんでしたけど、オリカのケガはそんなに危なかったんですの？」

「何を白々しい。今朝まで意識不明だったんだぞ？」

「わ、私は、少し痛い目にあわせなさいと命令しただけですわ。命を狙ったわけじゃありませんわ。……それで、オリカはどうなりましたの」

「なんとか助かったさ。今は大事を取って寝ねてるはずだ」

「そ、そうですの」

　ほっとしたようにセイラは息を深く吐はき、それから夏輪をねめる。

「夏輪はよほどオリカに恨うらみがありますのね……。まったく、庶民は野や蛮ばんですわ」

「おまえがやらせてるんだろうが！」

　良護は怒鳴った。

「夏輪は関係ないだろ？　なんで巻き込むんだよ！」

「安心しなさい。夏輪を使うのは今日までですわ」

　セイラは片手で耳をふさぎながら、うるさそうに良護を見て言った。

　良護はわずかに拍ひよう子し抜ぬける。

「そ、そうなのか？」

「ええ。私、夏輪に命じましたの。おまえを、オリカから引き離はなしなさいと」

「俺をオリカから？」

「おまえがいつまでも傍そばにいるから、あの子は騎士として戦ってしまう。だから、国に帰ろうとしないのですわ。だからおまえを引き離しますの」

　セイラは夏輪を一いち瞥べつする。

「どうやら夏輪はおまえと駆かけ落ちでもするつもりだったのですわ。でも、おまえは拒きよ絶ぜつした。彼女を拒こばみましたわ」

　人形のように微動だにしなかった夏輪が、槍を持つ手に力を込めたように見えた。

「夏輪」

　セイラがハンドベルを軽く鳴らしながら夏輪を呼んだ。

「私は命令しましたわ。なんとしても、そこの庶民とオリカを遠ざけなさい、と」

　騎士・夏輪は、無表情のまうなずく。

「おまえの稚ち拙せつな色いろ仕じ掛かけは無駄に終わったようですわ。だとしたら、残す方法は……、わかっていますわね？」

　もう一度、騎士・夏輪がうなずいた。

　夏輪は槍を動かした。槍の先せん端たんが、ぴたりと良護の心臓に向けられる。

　良護はすぐにその意味を悟さとり、生なま唾つばを飲み込んだ。

「おい……、まさか……、俺を殺す気か？」

「安心なさい。おまえ程度の庶民がいなくなったところで、誰だれも困りませんわ」

「おい、夏輪」

　良護はセイラを無視して、目の前の夏輪に必死に語りかける。

「正気を取り戻もどせよ、なあ」

　だが、夏輪は無表情なままである。

「言ったはずですわ。無駄ですわよ。夏輪への幸福の鐘の効果は百パーセント以上ですの。完全な私のお人形、駒こまですのよ。まさしく、冠姫聖戦プリンセスジハードの騎士としてふさわしいですわ」

　そう言って、セイラはハンドベルを大きく振ふる。

「さあ、夏輪。おまえを受け入れなかったその庶民を、ひと思いにやってしまいなさい」

　命令が下った瞬しゆん間かん、夏輪がぐいっとその腕うでを動かした。

　やられる。

　そう覚かく悟ごした良護は目をつぶった。
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　そして次の瞬間。

　ギィン！

　金属を打ち付けるけたたましい音が、良護のすぐそばで弾はじけた。

　良護は刺されたのだろうと思った。だが、体に痛みはない。

　どうやら刺されてはいないらしい。

　良護はおそるおそる目を開け、そして眼前の光景に息をのんだ。

　夏輪が突きだした槍の先端が、良護に届く直前で、剣けんの腹で受け止められていた。

　その剣は、良護の左側から伸のびているのだが、そこに持ち主はいない。

　虚こ空くうから剣の先端だけが生えている。そんな状態だった。

　良護は自分の目を疑い、慌あわてて手で擦こすった。

　すると、剣が生えている部分の周囲に、淡あわい燐りん光こうが灯ともっていることがわかった。

　その光は、すこしずつ拡散し、範はん囲いを拡ひろげていく。

　それと同時に、剣が空間から伸びてくるように全ぜん貌ぼうを現す。

　柄つかを握にぎる手が見えた。革製の無骨なグローブに包まれた手だ。それから、ぬるり、と、まるで光り輝かがやく虚空から這はい出るように、手に連なる腕が現れる。白く細い腕。

「わたしの家臣に何をしているのかしら」

　凜りんとした声が響ひびいた。良護はその持ち主に気づき、名前を呼ぶ。

「オリカ！」

　ずずずずずずず、と拡大していく光の軌き跡せきが描えがく魔ま方ほう陣じんから、召しよう喚かん武装に身を包んだ、オリカ・神み剣つるぎ・マカルインが全身を浮かびあがらせた。




　　　　３




「良護が帰ってこないからおかしいと思ったらこういうことだったのね……、はあっ！」

　オリカは、地面に足をつけたと同時に、剣で思い切り夏輪の槍を弾はじいた。

　体勢を崩くずした夏輪は後方に飛び、着地すると槍を構え直し、様子をうかがっている。

「オリカ、なんでおまえがここにくるんですの？」

　セイラが驚おどろいた様子で尋ねる。

「知らないの、セイラ。召喚騎士は契けい約やく者がピンチのときは強制的に召喚されるのよ？」

　静かな口調で闘とう志しを燃やすオリカは、いつになく険しい目つきである。

「……そういえば、そんなルールもありましたわね」

「それよりも、夏輪を巻き込むなんて一体どういうつもりよ、セイラ」

「別に深い理由なんてありませんわ。召喚せずに利用できる駒が欲ほしかっただけですの。騎士にしたのは、ほんの悪戯いたずらみたいなものですわ」

　くすりと、セイラが唇くちびるをかたむける。

「たった……、それだけなの？」

「そうですわ。それ以上でも以下でもありませんわ」

「夏輪は道具じゃないわ！」

「何を言いますの？　庶民なんて道具にきまっていますわ。おまえだって、そこの庶民を利用しているわけでしょう？」

「そ……、んなこと……」

　セイラの言い分を聞き、オリカは、わずかに言葉につまった。

「良護も、道具じゃ……、ないわ」

「じゃあ、なんですの？」

　オリカが戸と惑まどったように良護を見やった。

「……家臣よ。そう家臣。少なくとも道具じゃないわ。人間として扱あつかう、家臣よ！」

　オリカは自分に言い聞かせるように、少しずつ言葉に力を込こめていった。

　そんな回答に、セイラはため息をつき、小さく首を振る。

「やっぱり、おまえはわかっていませんわ」

「なにがよ」

「国へ帰りますわよ。おまえには再教育が必要ですわ」

「帰らないって言ってるでしょう？」

「もう、おまえの意志など関係ありませんの。力ちから尽ずくで連れ帰るだけですわ」

　ぴしゃりと言うと、セイラはハンドベルを振った。

「夏輪、命令ですわ。生意気な口がきけないように、オリカを痛めつけてしまいなさい」

　命令に従い、夏輪が行動を開始する。

　槍やりを持った腕を引き、反対の腕はオリカに向けて、手のひらを開いて伸ばした。

「やあああああっ！」

　そして、気合いとともに、上半身をひねりながら、思い切り槍をつき出した。

　同時にその切っ先が光り輝き、そこから、槍が突き出されるよりもはるかに速いスピードで、光の塊かたまりが飛び出す。

　ドゴオッ！

　光こう弾だんは良護とオリカのあいだをすり抜ぬけ、数メートル先の壁かべに直ちよく撃げきすると、その壁に、直径一メートル程度のクレーター状のへこみを作った。

　ふたりは壁を振り返り、それから見つめ合うように目をあわせる。

「なによ、あれ？」

「当たったら、まずそうだな」

　そう言うと、すぐに、ふたりはその場から飛び退のいた。

　直後、破は裂れつ音とともに、ふたりが立っていた床ゆかに壁と同じようなクレーターが発生した。夏輪が二発目の光の弾たまを打ち出したのだ。

「良護、あなたは安全なところに下がってて」

　オリカが指示を出しつつ、次の光弾を撃うつために体をひねる夏輪のもとへ走りこむ。

「はあっ！」

　跳ちよう躍やくして、夏輪に斬きりかかる。

　その剣を、夏輪は槍を持っていない方の腕の鎧よろいで受け、はじき返した。

　オリカは空中で体勢を立て直し、着地する。そこへ夏輪の光弾が襲おそいかかる。

「くっ」

　咄とつ嗟さにオリカは地面を転がり、光の弾を躱かわした。だが、停止している余よ裕ゆうはない。次から次へと、オリカのもとに光弾が振り注ぐ。

　右へ避よけ、左へ転がり、どうにか立ち上がって躱すが、反撃の隙すきは生まれない。

「ちょっと、いくらなんでも強すぎるわ。セイラ、あなた何を対価に契約したのよ?!」

　眉まゆをひそめたオリカが光弾を避けつつセイラに問う。

「ほんの少し、綺き麗れいになる方法を教えて差し上げただけですわ」

「綺麗になる方法？　それだけで、こんなにすごい力になるの!?」

　セイラの答えに、オリカは目を見開いて驚く。

　オリカに従い、離れたところで見ていた良護もまた驚きよう愕がくする。

「そんなものも、対価になるのかよ」

「幸福の鐘かねで深層心理から支配しましたもの。好きな男の子に振り向むいてもらいたい一心から出た願いでしたのよ？　力になって当然ですわ」

　セイラが良護を一瞥しながら、満足げにうなずいた。

「好きな男って……、夏輪にもそんな相手がいたのか」

　良護は素すっ頓とん狂きような声を上げた。そんなことはちっとも考えたことがなかった。

「あら。この鈍どん感かん男はどうしようもないですわね。夏輪は、かわいそうな子ですわ」

　セイラは肩かたをすくめてみせた。

「くっ……。とにかく、このままじゃ埒らちがあかないわ」

　一方、必死に防戦するオリカは、反撃の糸口を探している。

　そして、セイラが細かくハンドベルを振り続けていることに気づく。

「そうだわ。それなら！　やあ！」

　気合いとともに、剣を使って夏輪の光弾を野球の球のように打ち返した。

　光弾はまっすぐに夏輪へと戻る。それを躱すため、夏輪の攻こう撃げきの手が一いつ瞬しゆん停止した。

　そこをオリカは見み逃のがさなかった。地面を蹴けり、思い切り飛び上がる。

　視線は夏輪ではなくセイラに向いている。

「そのベルを壊こわせば夏輪は解放されるはずよね」

　オリカは、剣を片手で持つと、空いた方の手で何かをセイラに向かって投げつけた。

　さいころ大の瓦が礫れきの破は片へんだ。跳躍する直前に拾っていたのだろう。

　武装が弱いとはいえ、オリカも召しよう喚かん騎き士しである。

　彼女が放った石いし礫つぶては、まるで銃じゆう弾だんのような速度でセイラに向かって飛ひ翔しようする。

　その軌き道どうの先には、もちろんセイラの持つハンドベルがあった。

「うふふふふ。無む駄だですわよ、オリカ」

　カァン！　と、石が何かに当たり跳はね返る。

　だが、オリカが狙ねらったはずのベルは、まだセイラの手元に残っていた。

「そんな、当たったはず」

　着地したオリカは目を見張った。

　騎士の力を使って、精度良くハンドベルを打ち抜いたはずだった。

　呆ぼう然ぜんとするオリカだったが、すぐに体をひねり、剣を虚空にかざす。

　直後、そこに夏輪の光弾が飛来。光の球を撥はね返すと同時に、夏輪の猛もう攻こうが再開した。

「オリカこそルールを忘れたんですの？　召喚騎士を召喚中の姫ひめは、あらゆる敵意に対して無敵になるんですのよ？　今の私には、一いつ切さいの攻撃が通用しませんわ」

「そんなっ……！」

　オリカは夏輪からの攻撃を必死に防ぎながら喘あえいだ。

　呼吸が荒あらく、肩が激しく上下している。だいぶ消しよう耗もうしているようだ。

「自分の召喚騎士を道具として使って、敵の召喚騎士を完かん膚ぷ無なきまでに戦せん闘とう不能に追い込み、召喚に使用している姫涙石ラクリマを奪うばいとるか破は壊かいする。それが、冠姫聖戦プリンセスジハードですわよ？　姫はただ、黙だまって見て、たまに指示をすれば良いだけですわ」

　意地悪そうにセイラが微笑ほほえんだ。

「それよりもオリカ、どうしましたの？　得意の剣がおとなしくなっていますわよ？」

「昨日まで一いつ緒しよに楽しく話をしていたのよ？　しかも、操あやつられているのよ？　まともに攻撃できるわけないじゃない！」

「うふふふ。何を甘いことを言っていますの？　冠姫聖戦プリンセスジハードですのよ？　敵の騎士を傷つけられなくては意味がありませんわよ？　倒たおさなければ、おまえが負けるだけですの」

「それは、そうだけど！　だけどっ！」

　オリカの声は悲鳴にも似ていた。

「でも、そろそろおしまい、ですわね」

　気がつけば、オリカは廃はい墟きよの隅に追い詰つめられていた。もはや逃にげ場はない。

　夏輪がオリカの真正面に立ち、槍を構えている。

　その切っ先に、今まで以上の巨きよ大だいな光が集まっていた。

　オリカはまさしく絶体絶命の状態だった。
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「次で終わりですわ、オリカ。庶しよ民みんに同調したおまえが悪いんですわ」

　セイラがオリカを見下すように言う。

「今ならまだ許してあげますわよ。冠絶の姫王エクセルシアをあきらめて、国に帰りましょう」

「いやよ！　わたしは絶対、冠絶の姫王エクセルシアになる。それまでは絶対に帰らないわ！」

　オリカは、夏輪を見つめたまま強い口調で言い切った。

「いい加減にしなさい！」

　すると、セイラがひときわ大きな声で怒ど鳴なりつけた。

「本来ならばマカルイン家では許されない、庶民と王族のあいだの子であるおまえを、きちんとマカルインの姫として育ててあげた恩義も忘れたんですの？」

「忘れてなんていないわ。叔お父じ様にもあなたにも感謝はしてる」

　オリカは夏輪の手元から目を離はなさないまま、セイラに答えた。

「だけど、今回の冠姫聖戦プリンセスジハードが終われば、わたしはどこかに嫁とつがせられるわ。そうしたら、もう二度と冠絶の姫王エクセルシアになることはできない。未み婚こんの姫にしか資格はないんだもの」

　少しずつ、呼吸を整えるオリカ。

「ママの悲願を達成するには、今回の戦いで勝つ以外にないのよ」

　オリカが断言する前で、夏輪の槍に集まる光は大きく成長をし続けている。

　そんな中、良護はずっと打開策はないかと考えていた。

　今の良護にできることといえば、オリカに欲情してパワーアップをさせるか、あるいは、騎士である夏輪に直接攻撃を仕し掛かけることだろう。

　しかし、そのどちらも現実的ではない。前者は、そう簡単にできるものでもないし、後者は、召喚武装した夏輪からすれば、凡ぼん人じんの良護など子供をあやすようなものだろう。

　ならば、どうするか。

　ふと、セイラを見ると、ハンドベルが目に飛び込んできた。

　あのハンドベルをどうにかできれば、一いつ時ときでも夏輪を止められるかもしれない。

　だが、さっき、オリカが放った石礫は、セイラの目前ではじかれた。

　騎士を召喚中の姫には一切の攻撃が通じないというルールがあるらしいのだ。

　……攻撃が、通じない？

　良護は何かがひっかかった。

「オリカ、おまえ、冠絶の姫王エクセルシアになれるだなんて、本当にまだ思っているんですの？」

「思っているわ」

「やっぱりおまえは馬ば鹿かですの。冠絶の姫王エクセルシアなんかになれるわけありませんわ。世界中の姫と王家がその座を狙っているんですのよ？　無理に決まっていますわ」

「無理かどうかは、やってみなくちゃわからないわよ！」

「そうですの……。わかりましたわ。やっぱり痛い思いをしないと……、それこそ、一度生まれ変わりでもしない限り、おまえの馬鹿は治りませんのね」

　セイラはきゅっと下した唇くちびるをかみしめ、ハンドベルを掲かかげた。

「ジエンドですわ、オリカ。せめて来世は庶民に生まれてくるといいですわ」

　そして、最後の一いち撃げきを指示するベルを、セイラが鳴らそうとしたときだった。

「セイラ、こっちだ！」

　横合いから、良護がセイラに向かって突とつ進しんする。

「な、なんですの、庶民。私に攻撃は通じませんわよ？」

　わずかに狼ろう狽ばいしたものの、セイラは腰こしに手をあて、良護を小馬鹿にしたようににらむ。

　だが、良護には確信があった。

　初めて逢あった日、シルバーとの戦いで追い込まれた良護が投げつけた砂。

　それは、セイラの目つぶしとして効果があった。

　騎士を召喚している姫に、攻撃が通用したということだ。それならば。

「でやあ！」

「きゃあっ！」

　セイラは完かん璧ぺきに油断していて、回かい避ひ行動のひとつもとろうとはしなかった。

　だから、良護の腕うでは、セイラがベルを持っていた腕に簡単に直撃する。

　当然、その衝しよう撃げきに、セイラはハンドベルを手放した。

　宙を舞まったハンドベルは落下し、リンという音を廃墟に響ひびかせた。

「い、痛……、な、なんで私に攻撃があたるんですの？」

　腕をさすりながら、セイラが不思議そうにつぶやく。

「悪いな。俺は騎士でも姫でもないんでね。おまえらのルールは通用しないんだ」

　良護はうまくいったことに安あん堵どしながら、言う。

「くっ……、そんな。でも、まだですわ」

「しまった！」

　良護は焦あせった。地面に落ちたベルが転がり、セイラの足あし下もとに戻もどってきていたのだ。

　良護が反応するより早く、セイラが手を伸のばしてベルを拾い上げ、盛せい大だいに鳴らす。

「さあ、夏輪、やってしまいなさい」

　だが、廃墟内にベルの音が反はん響きようした以外は、攻撃の音もオリカの悲鳴も聞こえなかった。

　良護はオリカたちの方を見た。

「今の隙すきに、当て身で眠ねむってもらったわ」

　疲ひ弊へいし、肩で呼吸するオリカは地面に剣けんを突つき立てて、良護たちを見つめている。

　その足下に、騎士・夏輪がうつぶせに倒れていた。

「まさか……、私の騎士が、私が、負けたんですの？」

　セイラが目を丸くして驚おどろいていた。

「人の夢を邪じや魔まするだけの奴やつが、オリカみたいなまっすぐな奴に勝てる訳ないだろ」

　良護はそんなセイラに向かって、ため息混じりにつぶやいた。

　しばらくして、夏輪が「ん……」と小さく声を出す。意識が戻るようだ。

　良護は夏輪に歩み寄った。夏輪の体はぼんやりと光を放ち始めている。

「大だい丈じよう夫ぶか、夏輪」

「りょう、ちゃん？　あれ？　あたし……」

　苦しそうな表情を浮うかべて良護を見上げる。どうやら正気を取り戻しかけているらしい。

「あたし……、どうして、こんなところに……、あれ？　夢じゃなかったの？」

「夢？」

「うん。……ひどい、夢……。オリカさんにいやがらせをしたり……、変身して、戦ったり……、それから、りょうちゃんに……、せまったり……」

「幸福の鐘かねで操られているあいだのことを、夏輪はきっと夢だと思っているんだわ」

　オリカの解説に、良護は納得する。

　夏輪はうつろな目をして、おびえたような様子だった。

　良護は少しだけ考えると、意を決したように深呼吸をした。

　そしておもむろに、夏輪の体の下に手を入れると仰あお向むけに抱だき抱かかえ、その手を握にぎった。

「りょ、りょうちゃん？　う、嬉うれしいけど。その、あの、と、鳥とり肌はだ、たっちゃう、よ？」

　嬉しそうに、でも、どこか寂さびしそうに夏輪は言う。

「大丈夫だ、夏輪。これはおまえの夢の中だ。だから鳥肌は起こらない」

　良護は、夏輪に触ふれている部分から、鳥肌が湧わき立つのを実感しながら言った。

　オリカを刺さしてしまったことや、色いろ仕じ掛かけで良護へ迫せまったこと。それらを事実だと認にん識しきしてしまえば、夏輪の心が壊こわれてしまう可能性がある。

　だから、良護は夢だと思い込ませることに決めたのだ。

「そっかあ、夢かあ……。えへへ。りょうちゃんの腕、あったかい」

　幸せそうに、夏輪が顔をほころばせる。その全身が少しずつ光に変わっていく。

「……あのね、りょうちゃん」

「なんだ？」

「さっき、セイラさんに向かって走っていったりょうちゃん、横目で見てた。あたしは負けちゃったけど……、けど、りょうちゃんは、昔みたいで、格好よかったよ」

「なんだよ、いきなり」

「あたし、やっぱり、ああいう、りょうちゃんの方が良い」

　今にも泣き出しそうな笑え顔がおで、途と切ぎれ途切れに夏輪は言う。

「困っている人を手伝ったり、誰だれかを助けたりするりょうちゃんが、あたしは、大好き」

「何、言ってんだ」

　夏輪の体がほとんど光に変わった。

「あ、それから……、オリカさんも、ごめん……、ね」

「夏輪っ！」

　良護が呼ぶと同時に、夏輪の体はガラスが壊れるように、無数の光の粒りゆう子しに分ぶん裂れつした。

　光の欠片かけらは、大部分が空中でゆっくりと消失し、一部分は少しだけ大きな塊かたまりとなってセイラの手元に飛んで戻っていった。そして、何もなくなる。

「おい、オリカ、夏輪はどうなったんだ？」

「安心して、良護。召喚される直前にいた場所の近くで、一番人ひと気けのないところに戻っただけよ。しばらくは戦せん闘とう不能状態だから、喚よび出すことは出来ないし、……それに、大丈夫よ。きっと、全部夢だと思ってるに違ちがいないわ」

「そうか……。それなら、良かった」

　良護は夏輪の光が消えていった虚こ空くうを見ながら、唇くちびるをかみしめていた。

「とんだ茶番、ですわ」

　ふと、良護とオリカの背後でセイラが冷れい淡たんにつぶやいた。

　ふたりが振ふり返ると、セイラはうっすらと笑みを浮かべている。

「所しよ詮せんは庶しよ民みんですわ。こんなに簡単に負けるなんて。使えないにもほどがありますわ」

「セイラ！　おまえっ！」

　良護がそのものいいに、怒いかりを露あらわにしたが、セイラは動じなかった。

　自らの手をゆっくりと持ち上げた。そこに、姫涙石ラクリマのついた指輪が二つ見える。ひとつは絵の具で塗ぬりつぶしたように濁にごっていて、もうひとつはまだきらきらと輝かがやいている。

「王族の……、私の本気、見せて差し上げますわ」

　セイラは輝いているほうの指輪を指から抜ぬき取ると、おもむろに虚空に放ほうり投げた。

「蒼そう茫ぼうたる大海を越こえて、さあ、おいでなさい。召しよう喚かん騎き士し、シルバー！」

　そして、空中に白銀の鎧よろいを喚び出す魔ま方ほう陣じんが現れた。




　　　　５




　魔方陣からシルバーが降り立った瞬しゆん間かん、オリカは圧あつ倒とう的な威い圧あつ感が周囲の空気を支配したように感じた。少しでも気を抜けば、とたんに膝ひざをついてしまいそうになる。

　夏輪のような即そく席せきの騎士とは、まったく違う本物の戦士。幾いくつもの死地をくぐり抜けたものだけがまとう独特の雰ふん囲い気き。そういうものをオリカは肌で感じとっていた。

　シルバーは剣を鞘さやに収めたまま、軽いストレッチをするようにゆっくりと首を回す。

　その背後で、セイラがハンドベルをリンと鳴らす。

「さあ、シルバー。生意気なオリカを倒たおすのですわ。骨折でもケガでもなんでもいいから、とにかく痛くてひどい目にあわせてやりなさい！」

　セイラが命じると、シルバーがオリカの方に体を向ける。

　そして、その腕を大きく振り上げた。

「オリカ、危ないっ！」

　オリカが防ぼう御ぎよ姿勢を取ろうとした瞬間、目の前に良護が躍おどり出た。

「良護!?」

　オリカは驚いて叫さけんだ。

　直後、良護の体がオリカの眼前から消失した。シルバーの拳こぶしで吹ふき飛ばされたのだ。

　わずかなタイムラグがあり、ぐしゃり、と、水っぽい音が廃はい墟きよに響いた。

　おそるおそるオリカが目を動かすと、ずるずると壁かべに沿って落下する良護の姿が見えた。

　ぴくりとも動かず、ただ赤黒い液体が、頭部から流れ出し頬ほおを伝って地面に落ちた。

　あまりのことに、オリカはその場から動くことができなかった。

「あら……。狙ねらいは違いましたけど、良くやりましたわ。シルバー」

　セイラが嬉き々きとした様子で言う。

「庶民のくせに、私に痛い思いをさせた罰ばつですわ」

　壁かべ際ぎわに寄りかかるように倒れて動かなくなった良護を、セイラは汚きたないものを見るような目で眺ながめている。だがすぐに興味をなくしたように視線を逸そらした。

「次こそ、おまえですわ、オリカ」

「良護ぉっ！」

　そこでようやくオリカは我を取り戻し、良護のもとへ向かおうとした。

　その目の前にシルバーの巨きよ体たいが立ちふさがる。

「先生、そこをどいて！　良護が、良護が死んじゃう」

　だが、シルバーは動かない。オリカが横を抜こうとすれば、素す早ばやく体を動かし、その進行方向をふさぐ。完全に通さないつもりらしかった。

「何を焦ってますの、オリカ。庶民がひとり死のうと大したことはないでしょう？」

　シルバーの代わりに、声を発したのはセイラだ。

「良護はわたしの家臣よ！」

「だから、どうしましたの？　家臣といえど、庶民は庶民。王族の道具に過ぎませんわ」

「セイラ、わたしを良護のもとに行かせて！　お願いよ」

「どうしても行きたいというのなら……」

　セイラが小さくベルを鳴らす。

　するとシルバーは、剣を抜き、その切っ先をオリカに向かってまっすぐに突きだした。

「シルバーを倒すことですわ、オリカ」

　オリカはセイラをにらみつける。それから奥歯をかみしめて、自身の剣を構えた。

「……わかったわ」

　今まで、練習レベルの手合わせでも、一度もシルバーに勝利したことはない。

　だが、やらなくてはならない。

　オリカはゆっくりと息を吐はき、心を落ち着ける。

　そして、地面を蹴けって、シルバーに斬きりかかった。

「やあああっ！」

　一ひと振ふり、二振り、三振り。

「でやあ！」

　四振り、五振り、六振り。

　オリカはひたすらに剣を繰くり出した。

　上段、下段、横よこ薙なぎ、袈け裟さ切り、突き。

　師に習ってきた技わざのすべてを駆く使しし、その師を倒そうとする。

　だが、それらのすべてはシルバーの剣や体たい捌さばき、あるいは、分厚い鎧によって阻はばまれ、決してダメージを与あたえるまでに至らない。

　ひときわ大きな攻こう撃げきを繰り出し、それが防がれたところで、オリカは後方に飛び、シルバーとの距きよ離りを開いた。

　呼吸を整えつつ、シルバーの背後で倒れる良護を見た。かろうじて呼吸はしているようだが、流血が増え、あきらかに先ほどよりも顔色が悪くなってきている。

　まずい、急がなくては。

　オリカはそう思うものの、シルバーはなかなか倒せそうにない。それに。

「シルバー、何を遊んでいますの？　早くオリカを痛めつけるのですわ」

　セイラがいらだたしげにベルを鳴らす。

　遊んでいる。その通りだった。

　シルバーは、まだ一度も自身から攻撃を繰り出していない。

　まるでオリカを指導しているような、そんな状態である。

「……まさか」

　そこでオリカははっとなった。

「先生、やっぱり本当は操あやつられていないんじゃ……」

　オリカはシルバーを見やる。だが、白銀の騎士は答えない。

「操られていない？　何を馬ば鹿かなことを言ってますの」

　代わりにセイラが返答する。

「シルバーは、私がこの幸福の鐘かねで操ってますのよ。それは間ま違ちがいありませんわ」

「そう……、よね。じゃなければ、先生がセイラに力を貸すわけないもの」

　壁のように立ちふさがるシルバーを見ながら、オリカは確認するようにつぶやいた。

「シルバー、その生意気な子を、はやく痛めつけてしまいなさい！」

　セイラの指示で、シルバーが跳とんだ。

　たったの一歩で間合いを詰つめると、オリカに向かって剣を振りおろす。

　ギイン。

　オリカは、咄とつ嗟さに自らの剣を頭上にかざし、その攻撃を受け止めた。かなり重い攻撃だった。剣に何トンもの重りを載せられている。そんな重圧を感じる。

「くっ……。でも、わたしだって、召喚騎士よ！」

　オリカはしかし、全身の力を込こめて、シルバーの剣を押し返す。

「やあああああ！　はあっ！」

　全身の筋肉とばねを使って、シルバーの剣を弾はじき飛ばすように押しのけた。

　どうにか自分の間合いを取り戻もどそうと、その隙すきに後退を試みる。

　しかし、次の瞬間、オリカは驚きよう愕がくする。

「え？」

　押し戻したはずの腕うでが、想像を超こえたスピードで、再びオリカに向かって戻ってきていた。しかも、その剣はオリカの目の前で分裂するかのように、馬ば蹄てい形けいに増ぞう殖しよくする。

　オリカは、白銀の騎士が師である前に召喚騎士だということを失念していた。

　その攻撃パターンが、通常の人間と同じであるわけがない。

　ときには、予想をはるかに超える反応や、現象が起こってもおかしくはないのだ。

「うわあっ」

　オリカが防御姿勢を取ろうとしたときはもう手て遅おくれだった。

　ザザザザザザザザザザザザ！

　オリカの剣を砕くだきながら、その全身に、シルバーの無数の剣が降り注いだ。

　それはまるで、剣で出来た歯を持つ獣けものにかみつかれたような、そんな心境だった。

「そうだ、先生の名前……、シルバー……、ファング」

　倒れながら、オリカは思い出す。

　シルバーのフルネームはシルバー・ファング。もちろん本名ではないが、それは、シルバーが放つ高速の連続剣が獣の牙きばを思わせるところから来ていたものだった。

　生まれて初めて受けた師し匠しようの本気の剣。しかも召喚騎士の力がプラスされたその必殺の技に、オリカはなすすべなく、打ちのめされたのである。

「さあ、どうですの、オリカ」

　オリカはもはや身動きがとれなかった。

　四し肢しがつながっているのが不思議なくらい、傷だらけだった。

「うう、く……」

　苦痛にうめくオリカ。その傍かたわらで、シルバーが彼女を見下ろしている。

「せ、セイラ」

　オリカが蚊かのなくような細い声を絞しぼり出し、セイラを呼ぶ。

「何ですの？　冠絶の姫王エクセルシアをあきらめる気になりましたの」

「お願い、良護を……、たすけ、て」

　弱々しく、そう願う。

　オリカの目には、良護の姿だけが映っていた。

　休んでいれば傷が治る召喚騎士のオリカと違ちがい、良護の回復力は普ふ通つうの人間程度。

　すなわち、このままいけば出血多量で良護は確実に死んでしまうだろう。

「助けて差し上げますわ」

　セイラはにやりと口元を曲げる。

「二度と冠絶の姫王エクセルシアを目指さないことを誓ちかえば、ですわ」

「……そ、……、れは」

　冠絶の姫王エクセルシアをとるか、良護をとるか。

　オリカにとって、それは極めて困難な選せん択たくだった。

　冠絶の姫王エクセルシアはオリカの幼い頃ころからの夢だ。それを簡単にあきらめることはできない。

　しかし、このままでは良護が死んでしまう。

　出会ったばかりのオリカだったら迷わず良護を見捨てていただろう。

　だが、数日間をともに過ごしたことで、オリカの良護に対する感情は変わっていた。

　良護は素す直なおではないものの、なんだかんだでオリカのわがままに応こたえてくれた。

　それに、何度もオリカの窮きゆう地ちを救ってくれている。

　もちろん、家臣や王族の取り巻きの庶しよ民みんであれば当然の行こう為いだ。

　だが、オリカはまだ良護を欲情させていない。良護は家臣になったわけではないのだ。

　それなのに、良護はオリカの相手をしてくれている。

　良護は、オリカを王族や庶民など関係なく、ひとりの人間として接してくれているのだ。

　そんな良護という人間に、オリカは少しずつ興味を持ち始めていた。

　もう少し一いつ緒しよにいたいと思った。

　だから、オリカは迷った。

　冠絶の姫王エクセルシアか、良護か。どちらを選べばよいのだろうか。

　そこに、セイラが畳たたみ掛かけるように告げる。

「もちろん、あの庶民をこのまま見殺しにする手もあると思いますわよ？　そうすれば姫涙石ラクリマの契けい約やくも解除されますわ。オリカ、新しい騎き士しを探せますわよ？」

「見殺しなんて……、そんなこと……、できるわけ、ない、わ」

「できませんわよね。庶民の犠ぎ牲せいがあった上で手に入れる冠絶の姫王エクセルシアの座なんて、おまえやおまえの母親が掲かかげた理想からはほど遠いですものね」

　セイラが嘲あざ笑わらうように言う。

「『庶民から王族まで、みんなが笑え顔がおで暮らせる世界を作る』、それがおまえの母親が掲げた理想でしたわね。先代の姫王で、マカルイン家の面つら汚よごしの、マリカ・マカルインの」

「ママを、バカにしないで」

「バカにもしますわ。せっかく冠絶の姫王エクセルシアになったというのに、戴たい冠かん後、一年も経たたずに、召しよう喚かん騎士だった庶民と結けつ婚こんし、挙げ句におまえを産んですぐに病やまいに倒たおれ、ろくに仕事もせず、数年で死んでしまった人間なんて、恥はじさらしもいいところですわ」

「病気、だったのよ、仕方ないじゃない」

　呼吸することもままならなかったが、オリカは懸けん命めいに弁解する。

「病気？　冠絶の姫王エクセルシアと全王家の力を結集しても治らなかったんですわよ？　どう考えてもマリカ叔お母ば様に治す気がなかったとしか思えませんわ」

「そんな言い方、ひどいわ、セイラ」

「庶民と、史上最悪の冠絶の姫王エクセルシアの子。だからオリカも、マカルインや他の王族から煙けむたがられるんですの。その上、おまえは成績も美び貌ぼうもなにもかもダメダメですものね」

　セイラに矢や継つぎ早ばやに言われ、オリカは涙なみだがあふれてきていた。

　唇くちびるをかみしめ、拳こぶしを固く強く握にぎりしめる。

「だから……、わたしが、冠絶の姫王エクセルシアになるのよ」

　オリカは途と切ぎれ途切れに言う。

「わたしが冠絶の姫王エクセルシアになって、ママの理想を実現すれば、きっと、みんな、ママを悪く言わなくなる。だから、わたしは、冠絶の姫王エクセルシアに、なるの。ならなきゃいけないの」

　オリカは気力を振ふり絞って、折れた剣を支えにして立ち上がろうとした。

　だが、体は思うように動かない。

　しかし、動かさなければ良護は死んでしまうに違いないのだ。

　良護を見殺しにするわけにはいかない。彼はオリカが選んだ騎士で、家臣なのだ。

　それに、オリカは『庶民から王族まで、みんなが笑顔で暮らせる世界を作る』という母の悲願を達成したい。その最初の一歩の時点で、庶民である良護を犠牲にしてしまっては、その夢は根本から揺ゆらいでしまう。

「どうしますの、オリカ」

「良護を……、助けたい……」

　身動きのとれないオリカだったが、その願いを変えることはなかった。

「では、冠絶の姫王エクセルシアをあきらめますのね」

　オリカは答えられなかった。

「ゆっくり考えてかまいませんわ。あの庶民がどれだけ保もつかはしりませんけれどもね」

「う、うあ、うああ」

　涙が、出てきた。悔くやしくて、つらくて、悲しかった。

　良護には助かって欲しい。だけど、冠絶の姫王エクセルシアはあきらめたくない。

　どうすればいいのか。どうすれば。

　オリカは、その答えを出すことが、どうしてもできなかった。

「ねえ、オリカ。ひとつ良いことを教えてあげますわ」

　苦しむオリカに。セイラが無む邪じや気きな表情を浮うかべて言う。

「考えてもごらんなさい。この冠姫聖戦プリンセスジハードは、そもそもが庶民を騎士として戦わせるものですわよ？　庶民を駒こまとして利用するゲームですわ」

　オリカは、涙で薄うすぼんやりとした目でセイラを見る。

「なにが、いい、たい、の？」

「わかりませんの？　冠姫聖戦プリンセスジハードは、そのもの自体が庶民を王族の道具として利用する戦いですのよ？　道具として使われる庶民が笑顔でいられると思いますの？　つまり、この冠姫聖戦プリンセスジハードに参加してる時点で、おまえたちの理想は破は綻たんしていますのよ」

　オリカはセイラの言葉に、目を見開く。

　声にならない嗚お咽えつが漏もれた。

「ああ、あああっ」

　よく考えればその通りだ。

　なんで今までそんなことに気づかなかったのだろう。

　オリカは、一気に体から力が抜ぬけていくのを感じていた。

　良護を使って冠姫聖戦プリンセスジハードで勝利する。その前提からして間違っていたのだ。

「おまえは結局、母親の理想も悲願も、充じゆう分ぶんに理解していなかったということですわ。冠絶の姫王エクセルシアになりたいなんて気持ちは、うわべだけだったんですわね、きっと」

　セイラが言い終えると、しばらくのあいだ、周囲は静せい寂じやくに包まれた。

「……わ、かったわ……」

　やがて、ゆっくりと話し出したオリカのその声は、よく響ひびいた。

「……せ、めて……、良護を、助けて」

　唇をかみしめ、拳を握りながら、吐はき出すように、オリカはその言葉を口にする。

「わたし、冠絶の姫王エクセルシアを……、冠絶の姫王エクセルシアを、あきら……」

「……ま、てよ」

　オリカが言いかけた、そのときだった。

　廃はい墟きよに、か細い声が響き、オリカは言葉を飲み込んだ。

「待てよ、オリカ」

　今度は力強く、大きな声だった。

　涙とダメージでぼやけたオリカの視界に、ぼろぼろの体で立ち上がる良護の姿が映った。
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　気がつけば、良護はほとんど感覚のない体を必死に動かし、オリカのもとへ向かっていた。

「……良、護？」

　オリカが良護に気づいた。その目が、とてもうつろで良護は悲しくなる。

　倒れているあいだ、意識は朦もう朧ろうとしていたが、セイラとオリカの会話は耳に届いていた。

　良護のせいで、オリカが冠絶の姫王エクセルシアをあきらめそうになっている。

　その状じよう況きようを認にん識しきした瞬しゆん間かん、良護の全身に強い焦しよう燥そう感が走った。

　そんな馬ば鹿かなことがあっていいわけがない。

　もちろん、オリカが自分の命を大切に思ってくれたことには感動している。

　だが、オリカは冠絶の姫王エクセルシアになるために、自分の命さえ投げ打つ覚かく悟ごがあった。

　そこまでの覚悟で臨のぞんだ目標を、良護が邪じや魔まをすることになる。

　良護にとって、それは最悪に気分の悪いことだった。

　それに、セイラの理り屈くつもおかしいと思った。あんなのはへりくつだ。

　たしかに初めて逢ったときの良護とオリカの関係は、道具と駒だったのかもしれない。

　しかし、今は違ちがう。

　良護はオリカの、目標に向かってまっすぐに突つき進む純じゆん粋すいさを知っている。

　そして、オリカは良護の命と引き替かえに目標をあきらめようとしている。つまり、良護のことを道具以上の存在に思っているということだ。
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　それならば、良護はもうオリカの駒ではない。

　だから伝えねばならない。

　良護はオリカに、かつて目標を失った自分と同じ思いをさせたくなかった。

　オリカにはこのまま頑がん張ばり続けて欲しいと、そう思っている。

　そこでふと、良護は気づいた。

　オリカは姉の諒りよう子こに似ているのだ。

　外見も、性格も、思想も、何もかもが違う。

　だが、ふたりとも、ただひとつのもののために、一生懸けん命めいになることで、強い心を保っていた。そこがよく似ている。

　姉と同じ。ならば、なおさらにオリカに心を折らせるわけにはいかなかった。

　だから、良護は目を開き、立ち上がった。

「何ですの？　もう少しで助けて差し上げましたのに」

　セイラが意外そうな表情を作った。良護が起き上がるとは思っていなかったのだろう。

　だが良護はセイラを無視して、オリカだけに語りかける。

「オリカ、おまえ、本当に、あきらめられるのかよ」

　ずるずると、擦するようにしか進まない両足は、全力で走っているつもりなのに、まるでなめくじが這はうような鈍どん足そくだった。

　オリカは必死に自分の体を起こそうとしている。

「おまえは、あきらめたくないんだよな？」

「……でも、良護が……」

　ふるふると震ふるえながらも、なんとか立ち上がったオリカが弱々しく言った。

　オリカも少しずつ前進する。どういうわけか、シルバーがすっと横にずれ、オリカに道を空けた。だが、良護もオリカも、その行動には気づかなかった。

　ふたりとも、ただまっすぐに互たがいの顔だけを見ていたからだった。

　オリカの全身には無数の傷が付いていた。なんとも痛ましい姿だった。

　良護はゆっくりと首を振りながら、告げる。

「俺なら、大だい丈じよう夫ぶだ。……姉ちゃんに、鍛きたえられてるからな。……まだ、大丈夫だ」

「本当に？」

「……ああ」

　もちろん、そんなわけはない。シルバーから受けた傷はかなりの重傷だ。

　それこそ、諒子の特訓を受けている良護だからこそ、かろうじて意識を保っていられるレベルのものだった。少しでも気を抜けば、その場に倒れてしまうに違いない。

　だが、良護は倒れるわけにはいかなかった。

　オリカを立ち直らせると決めたのだ。

「だから、まだ、あきらめなくて良い。回復するのを待って、戦えよ、オリカ」

　良護の声はかすれていた。自分がきちんと言いたいことを言えているのかどうかもわからない。それでも、愚ぐ直ちよくに足を動かし、そして言葉を並べた。

　すべてはオリカを再び奮い立たせるだけのために。

「俺、思い出したんだ、昔の俺はおまえと、同じだった。姉ちゃんっていう目標に、がむしゃらに向かってた。無理だとか、できないとかそんなことは考えず、ただまっすぐに向かってた。手を伸のばしていたんだ」

　目に血が入った。前が見えなくなる。だが、それをぬぐう気力すら、今はない。

　ただ、まっすぐに進むだけだ。前に前に。

「俺の目標だった姉ちゃんはもういない。だけど、おまえの目標は、冠絶の姫王エクセルシアはまだ手が届くところにあるんだろ？　だったら簡単にあきらめるなよ。おまえの冠絶の姫王エクセルシアになりたいって気持ちは、そんなに簡単にあきらめていいものじゃ、ないだろ？」

　そこで、良護は何かに躓つまずいたように、膝ひざが崩くずれた。

　前方に倒たおれそうになったが、誰だれかが受け止める。

　目元を軽く拭ふかれ、その顔がわかる。オリカだった。

「俺さ、四年前の事件のとき、姉ちゃんを目の前で失った。俺は、姉ちゃんを守ることができなかったんだ。だからそれまでの自分を否定したくて、本心から逃にげてたんだ」

　良護が何もかも頑張れなくなった最大の理由は、姉がいなくなったこと、ではない。

　姉を守りきれなかった自分を責めたからだった。

「だけどさ、本当は、昔、姉ちゃんがやってたみたいに、誰かを手伝ったり助けたりしたくて、うずうずしてたんだと思う。その気持ちに、おまえが気づかせてくれたんだ」

「良護……」

「だから、俺はもう逃げない。平へい凡ぼんな人生なんて、どうでもいい。決めたんだ」

　良護は、オリカの目を見て告げた。

「俺は、おまえを手伝う。おまえに協力する」

「良護、あなた……」

　オリカが、目元を潤うるませ、微笑ほほえみを作ろうとした。

　しかし、すぐに固く目をつぶり、首を振ふる。

「だめよ良護。嬉うれしいけど、聞こえてた、でしょ？　このゲームは、初めからわたしの目標を……、ママとわたしの理想を実現できるものじゃなかったのよ」

「召しよう喚かん騎き士しが、道具だっていう話か」

「誰かを道具として使う戦い……。そんなもので勝ち取る笑顔に意味はないわ」

　オリカが下した唇くちびるをかみしめた。

　それから泣き出しそうな声で言った。

「良護、いままでごめんね。わたしのわがままにつきあわせちゃって。わたしの、子供じみた夢でふりまわしちゃって……、こんなケガをさせちゃって……、夏輪まで、巻き込んじゃって……、ごめんなさい、本当に……、ごめん……、なさい」

　オリカの目からぽろぽろと涙なみだがあふれてくる。

　そんなオリカに、今度は良護が微笑んでみせた。

「オリカ。俺は、別におまえの道具になったつもりも、駒こまになったつもりも、もちろん家臣になったつもりも、ないぞ」

　オリカは良護の言葉の意味がわからないようだ。首をかしげ、不安そうに見上げる。

「俺はな、オリカ。単なるおまえの……、相棒パートナーだ」

「パートナー……？」

「王族でも庶しよ民みんでもなんでもいい。ただ、どっちが上とか下とか、そういうのはない。単なる協力者、対等の関係だ」

「な……」

　声を出したのはセイラだった。

「何を言ってるんですの、庶民。オリカは冠絶の姫王エクセルシアになりたいからあなたと手を組むのですわよ？　対価を支し払はらってこき使うんですわよ？　それのどこが対等の関係ですの」

「目標が同じだったら問題ない！」

　良護は精せい一いつ杯ぱい大きな声で怒ど鳴なった。その剣けん幕まくにセイラは怯ひるんだ。

　すぐに視線をオリカに戻もどす。

「オリカ、おまえさ、俺の手が何をつかもうとしているのかって聞いたよな」

　良護の質問に、オリカは無言のまま、わずかに首をかしげる。

「俺、見つけたんだ。この手でつかみたいもの」

　良護は深呼吸をする。そして言った。

「俺は、おまえを冠絶の姫王エクセルシアにしたい。いや、おまえを冠絶の姫王エクセルシアにしてみせる！」

「良……、護？」

「だから、俺はおまえに協力する。一いつ緒しよに、戦う。姫でも騎士でもなんでもいい、おまえと協力して、戦う。俺とおまえは、ただそれだけの関係だ」

「良、護」

　良護の宣言を聞き、オリカはかみしめるようにその名を呼ぶ。

「それに、姉ちゃんを守れなかったあのときと同じ思いは、もう二度としたくないんだ」

「良護っ！」

「うわっ」

　そこで、オリカが思い切り抱だきついてきた。

「お、おい、オリカ？」

　抱きつかれているのに、鳥とり肌はだは起こらなかった。むしろ、その温かさに安あん堵どした。

　だが、すぐに何かに気づいたように、オリカは良護から体を離はなした。

　頬ほおを赤く染めたオリカは、良護から目を逸そらすと、軽く咳せき払ばらいをして涙をぬぐう。

　それから良護をまっすぐに見つめ、凜りんとした口調で言う。

「わかったわ。わたし、あきらめない。だから、あなたの力を貸して。パートナーとして協力して。わたしが冠絶の姫王エクセルシアになるために」

　そして、手を差し出す。

「……ああ。もちろんだ。俺は力を貸してやる。おまえを冠絶の姫王エクセルシアにするためにな」

　良護はうなずくと、その手を強く握にぎり返した。

　ただの握あく手しゆだったが、不思議と、手を握っているだけで力が湧わいてくるようだった。

「ふ、ふふふふ、ふふふふふふふ。とんだ茶番ですわ。とんでもなくくだらないですわ」

　不意に、セイラが弾はじけるような高笑いをしながら言った。

「いくらおまえたちが手を結んだからって、状じよう況きようはなにもかわりませんわよ？」

　たしかに良護とオリカが前向きになったところで、状況に変化はない。

　結局のところは、中ちゆう途と半はん端ぱでけが人の姫ひめと騎士がいるだけなのだ。

　セイラがハンドベルを強く振り、リィンと、大きな音を響ひびかせる。

　すると、それまでふたりを見守るかのように立っていたシルバーが、ゆらりと動いた。

　シルバーは、ふたりに向かって剣けんを構え、いますぐにでも斬きりかかる体勢を取る。

「さあ、終わりにしますわよ」

　良護とオリカは握手していた手をほどくと、並んでシルバーに向き直る。

　直面したシルバーは気き迫はくに充みち満ちていた。だが、ふたりは怯まなかった。

「……わかったわ。セイラ。でも、最後にお願いがあるんだけど、いいかしら」

　ふと、オリカが言った。良護が横顔を窺うかがうと、オリカは片目をつぶった。

「お願い？　なんですの」

「お祈いのりの時間をもらえないかしら」

「お祈り、ですの？」

　セイラは顎あごに手を当て、しばらく考える仕し種ぐさをする。そして首しゆ肯こうした。

「わかりましたわ。私もお祈りします。そのあいだに一緒に祈ると良いですわ」

　セイラが手を組んで、目を閉じた。神への祈りを捧ささげるらしい。

「ねえ、良護」

　そこで、オリカがひそひそ声で話しかけてきた。

「なんだ？　俺はお祈りの仕方なんて……」

「違ちがうわよ。時間稼かせぎよ！」

　オリカが小さくふくれて見せた。だが、すぐに真顔になって告げる。

「その……、正直に言って、先生に勝てる自信はないわ。だけど……、良護が、あなたが応おう援えんしてくれるなら、わたし、最後まで頑がん張ばれると思う。だから勇気をちょうだい」

「勇気か。……大丈夫だ。きっと勝てる。少なくとも俺はそう信じてる」

　良護はオリカに精せい一いつ杯ぱい励はげましの言葉を伝えた。

　悲しいが、今の良護にはこの程度のことしかできない。

「言葉だけ？　死地に赴おもむく戦士に送るものなんて、昔からひとつに決まってるでしょ？」

「え？」

　オリカがわずかに頬を紅潮させ、良護を見つめている。

　どうやら、別の何かを期待しているらしい。だが、それがなんなのかわからない。

「ああっ、もうじれったいわね！」

「なんだよ、何かして欲ほ、……んぐっ？」

　良護はオリカのその行動に、呼吸が止まった。

　それは、セイラの祈りが終わるまで、数分間にわたって続いた。

　わずか数分のはずが、まるで永遠のように長く、それでいて一いつ瞬しゆんのようにさえ感じた。

「さあ、私のお祈りは終わりましたわ。おまえたちも……、って何してるんですの!?　し、神聖なお祈りの時間に一体、な、何を破は廉れん恥ちなっ」

　慌あわただしく取り乱すセイラのそんな声も、かなり遠くの方の出来事のようだ。

　それくらい、良護は衝しよう撃げきを受けていた。

　直前まで、良護の唇くちびるに何かが触ふれていた。

　焦しよう点てんが合わないくらいの近い距きよ離りに、オリカの顔があったような気がする。

　つまり、あの柔やわらかくて温かい感かん触しよくは、オリカの……。

「いいじゃない、別に！　さあ、どこからでもかかってきなさいよっ」

　どこかムキになったように、オリカが叫さけんだ。

「オリカ、ど、どこまでもあなたって娘こは！　ええい、いきなさい、シルバー！」

　リンリンと、いらだたしげにセイラがハンドベルを鳴らす。

　すると、癇かん癪しやくをおこした主人の態度とは裏腹に、シルバーは、厳おごそかに剣を頭上へ掲かかげる。

　その一本を中心にして、弧こを描えがくように、シルバーの剣が増ぞう殖しよくしていくように見える。

「ねえ、良護」

　すっと、オリカが、良護を庇かばうように一歩前に出て立った。

　刀身が砕くだけた剣を構え、シルバーと対たい峙じする。

「さっきの、大切にしてよね」

　良護の位置からはオリカの後頭部しか見えない。

　頭とう髪はつの合間に耳が見えたが、それがこの上なく赤く色づいている。

「一応、わたしのファーストキス、なんだからね」

　そんなオリカの恥はじらった声を良護が脳で認にん識しきしたとき。

　急激に良護の体が熱を帯びた。

　心臓が高鳴り、呼吸が苦しくなる。

　目の前に立つオリカの背を、良護はたまらなく愛いとしく感じた。

　そして、その瞬間、オリカの体が強きよう烈れつな光を放った。

「なんですの!?」

　セイラが悲鳴を上げた。

　あふれる光の中、オリカの全身が形を変えていく。

　身長が伸のび、手足が伸び、髪かみの毛が伸びる。

　体を覆おおっていた衣い装しようが光の粒つぶに分解され、すぐに別の形へと再構築されていく。

　それはドレスと鎧よろいを足して二で割ったような不思議なデザインだった。

　繊せん細さいできらびやかな装そう飾しよくながらも、決して貧ひん弱じやくには見えない。腕うでや肩かた、胸むな元もとを覆うのは硬こう質しつの金属でありながら、女性らしい部分が顕けん示じされていた。

　そして握りしめた剣は、もう砕けてはいない。それどころか、柄にも刀身にも模様のある、大きくてよく切れそうな両りよう刃ばの剣つるぎに新調されていた。

　頭部に宝石をちりばめた冠かんむりが現れたのを最後に、光が収束し変化が終しゆう了りようする。

　そこにいたのは、姫も召しよう喚かん騎き士しも超こえた、比類なき存在。

　言うなれば、冠かん絶ぜつの姫ひめ騎士。良護はオリカの姿を見て、そう思った。

　その姫騎士の頭上に、騎士シルバーの必殺剣、獣の牙のような連続剣シルバーフアングが襲おそいかかる。

「オリカ！」

「大だい丈じよう夫ぶよ、良護」

　元のオリカより、わずかに大人びた声で彼女は答えた。

　優ゆう雅がな動作で、自身の剣を横に薙なぐ。

　一いつ閃せん。その剣の軌き跡せきは、たった一払はらいで増殖したシルバーの剣をすべて打ち砕いた。

　ギイン！

　そして猛もう烈れつな金属音とともに、残った一本の斬ざん撃げきは、剣の腹を使って頭上で受け止める。

「わたしは、冠絶の姫王エクセルシアになるの」

　オリカは言いながら、シルバーの剣をはじき返した。

　シルバーの巨きよ体たいがよろめき、そのまま数歩、後退する。

　そこへ、オリカが自身の剣を精一杯の力を込めて振ふりおろした。

「良護と、ふたりで！」

　剣の先せん端たんから、軌跡に一いつ致ちした形状の光の衝しよう撃げき波はが飛び出し、虚こ空くうを走った。

　光の刃やいばがシルバーの体をまっすぐに貫つらぬき、そして後方の壁かべへと飛ひ翔しようする。

　それで、シルバーの動きが停止した。

　一見、シルバーそのものにはダメージがないかのように見えた。

　だが、すぐにその巨体が沈しずみ、膝ひざを地につける。

　ピシリと音を響かせ、のど元にとりついていた姫涙石ラクリマにヒビが入る。
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　ヒビは連れん鎖さ的に増殖していき、次の瞬間、宝石は細かい無数の欠片かけらへと散っていった。

　そして、夏輪と同じように、シルバーの体もまた光に変わり始めた。

「オリカ様」

　ふと、淡あわい光につつまれ、消え去ろうとする甲かつ冑ちゆうから声が響く。

　しわがれているものの、力強い初老の男性のものだ。

「オリカ様の本気、見せてもらいましたぞ」

「先生!?」

　オリカが目を丸くして驚おどろく。どうやらシルバーの声らしかった。

「先生、まさか、やっぱり、操あやつられていたふりをしてたの？」

「弟で子しの成長を見守りたいと思いましてな。少し策を講じさせてもらいました」

　体を光の粒に変えながら、シルバーは体を揺ゆすって笑った。

「ひどいわ、先生」

　オリカのため息混じりの感想に、良護は「ああ」と同意する。

　シルバーの頭部がわずかに動いた。オリカと良護の顔を順番に見たようだ。

「オリカ様、良い相棒を見つけましたな」

「良い相棒？　良護のこと？」

　シルバーは首肯する。

「オリカ様のご両親も、おふたりのように互たがいに協力し合う関係の姫と騎士でした」

「パパとママが……、わたしと良護と同じような関係だった？」

　オリカはまたもや目を見開いた。

「その絆きずなを失わぬように。それが、冠絶の姫王エクセルシアへの王道ですぞ」

　そこまで言うと、シルバーの全身は光につつまれ、やがて空中に霧む散さんしていった。

　良護とオリカはしばらくのあいだ、シルバーのいた空間をじっと見つめていた。
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「わたしたちの勝ちよ、良護」

　やがて振り返ったオリカは、達成感で満ちた満面の笑えみを浮うかべていた。

　良護はそんなオリカの表情に見とれる。

　正直、普ふ段だんのオリカも可愛かわいいと思い始めてはいたが、成長したような姿の彼女は、もっと魅み力りよく的だった。端たん的てきに言って、良護好みの超ちよう美人だったのだ。

「なによ良護。わたしの顔に何かついているの？」

　オリカが不ふ審しんそうに目を半眼にする。

「い、いや、その……、あれ？」

　良護は目を擦こすった。

　目の前に立つ、成長したオリカの体が徐じよ々じよに薄うすくなっていく。

　代わりに、重なるようにして、元の幼いオリカの姿が、存在感を増してくる。

　そして、良護が数回、瞬まばたきをするあいだに、オリカの姿は完全に元に戻もどってしまった。

　相変わらず、いかにも弱そうな出いで立ちで、先ほどまでの姿とは大おお違ちがいだった。

「あれ？　元に戻っちゃった？」

　オリカが手足を見て、残念そうにつぶやく。

「なんだったのかしら。武装の変化だけじゃなくて、身長も伸びてた気がするわ」

「さあな……、って、あれ？　俺の傷も治っているぞ？」

　良護はオリカの姿が戻ったことに落らく胆たんしながらも、体が楽になっていることに気づいた。

　先ほどまであったダメージがまるで嘘うそのようだった。

「召喚騎士の仕組みは、実はまだよくわかっていないらしいわよ」

「王族の連中でもわかんねえことがあるのかよ」

「それはそうよ」

　呆れたような良護に、オリカが諭さとすように言う。

「王族だって庶しよ民みんと同じ人間だもん。わからないことくらい、あって当然だわ」

　その言葉を言うオリカは、どこか吹ふっ切きれた様子だった。

「さて、と。戦いも終わったし、セイラをどうにかしないとね」

　ふたりはセイラの方を見やる。

「そん……、な」

　シルバーの負けを悟さとったセイラは、呆ぼう然ぜんとした様子で地面にへたりこんでしまっていた。

「私の、負け、ですの？」

　うつろな表情でシルバーが散っていった虚空を見つめている。

「だいぶショックだったらしいな」

「セイラ、負けずぎらいだもの」

「おまえもだろ。よく似てるぜ」

　そのときである。

　ゴゴゴゴゴゴ……、と、低い地鳴りのような音が響ひびき始めたかと思うと、突とつ如じよ、良護たちの周囲の壁や床ゆかが揺れ始める。天てん井じようから、小石やほこりが盛んに降ってくる。

「なんだ？　地じ震しんか？」

　良護は周囲を見み渡わたした。だが、それは地震のような一過性のものではなさそうだった。

「……あ、さっきの一いち撃げき」

　オリカがぽんと手をうつ。

「先生を貫かん通つうして、背後の壁に刺ささったわ。そのせいじゃないかしら？」

「……それじゃあ、この揺れは建物が壊こわれる予兆かよ」

「すぐにここを出ましょう、良護」

「待て、オリカ。セイラは大丈夫か？」

　出口に向かおうとしたオリカを良護が呼び止める。

　その指さす方には、いまだに呆然とした様子でへたりこむセイラの姿があった。

　ふたりは天井から振る砂すな埃ぼこりと振しん動どうの中、セイラに走り寄った。

「セイラ、ちょっと、セイラ」

　オリカがその体を揺する。

　セイラはかすかに顔を上げたものの、その表情はうつろだった。

「ここはもうダメよ。逃にげるわよ」

　オリカが言ったが、セイラの反応は鈍にぶい。

「ああ、もう！　とにかくここを出るわよ」

　オリカがセイラを立ち上がらせようと、手を伸ばした。

　セイラはうつろなまま、条件反射のようにその手に掴つかまろうとした。

　しかし、すぐに何かに気づいたように、手を引っ込めた。

「……自分で、できますわ」

　どうやら、少し正気を取り戻したらしかった。

　スカートの裾すそについた埃ほこりを手で払はらいながら、セイラは緩かん慢まんな動作で立ち上がる。

「……手助けはいりませんわ。先に、いきなさい」

「……わかったわ。いくわよ、良護」

　オリカが頷うなずき、踵きびすを返す。

　良護もまたセイラを一いち瞥べつすると、オリカを追い、出口へ向かって走り出した。

　廃はい墟きよの出口まではそう遠くない。

　それでも、走っているあいだに、瓦が礫れきが降る頻ひん度どは増え、その大きさも増してくる。

　建物の骨格自体には鉄筋が生き残っているようだった。とはいえ、床や壁や天井のコンクリート片や老ろう朽きゆう化した鉄骨部が次々と降り注ぐ。

　良護とオリカはほとんど振り返ることなく、出口に向かって走り、なんとか外に出る。

　周囲は深い木々に囲まれていて、廃墟の他にはなんの建物も、誰だれの姿もない山やま間あいだった。

「間に合ったわね」

「ん？　ああ……、おい、セイラは？」

　良護は、てっきりあとからついてきていると思っていた少女の姿がないことに気づいた。

「遅おくれてるだけじゃないの？」

　だが、十秒待ってもセイラは出てこない。

　そのあいだに建物の崩ほう壊かいは加速していく。

「何か、あったのかしら」

　オリカがつぶやいた瞬しゆん間かん、良護の脳内に、姉が死んだ瞬間の映像が浮かんだ。

　この廃墟よりもずっとずっと立派なホテルだった。

　少しずつ崩くずれるホテル。誰もが逃げようとしているのに、一度入り口まで逃げて来た姉は、逃げ遅れているひとを救うため、ビルの中に戻っていった。

　その姿を、思い出していた。

「良護!?」

　良護の足は廃墟の中へと向かっていた。
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　セイラ・マカルインは辺りを見回し、失望のため息をついた。

　周囲には、瓦礫が散乱し、土つち埃ぼこりが舞まっている。

　セイラはまだ廃墟の中にいた。膝ひざを抱かかえて壁へき面めんに背を預けるように座っている。

　スカートの裾をまくり、足首にそっと手を触ふれる。

「痛っ」

　激痛が走った。

　セイラは、実は出口がどこかわからず、迷子になってしまっていた。

　その上、スカートの裾に躓つまずいて転び、足首を大きくひねってしまったのだ。

「動けそうも、ありませんわね」

　捻ねん挫ざか、骨折かはわからない。ただ、痛くて歩けないことだけはあきらかだった。

　セイラは降ってくる瓦礫から身を守るため、できるだけ小さく体を丸める。

　体育座りの姿勢で、その膝に顔を埋うずめた。

「オリカたちは無事に脱だつ出しゆつできましたの？」

　セイラはひとりごちるが、当然、誰の返事もない。

　そっと、指先を見た。この廃墟に来る前には、ふたつの指輪を嵌はめていた。

　だが、いまはひとつしか残っていない。

　シルバーと契けい約やくした姫涙石ラクリマは、シルバーが敗れたときに砕くだけてしまっている。

　残っているのは、夏輪との契約に用いた姫涙石ラクリマのみだ。

　だが、こちらは濁にごったような色になり、輝かがやきをまるで失っていた。先ほどの戦せん闘とうで消しよう耗もうした夏輪は、しばらくは戦闘不能状態であり、喚よび出すことはできないのである。

「……私は、ひとりぼっち、ですの？」

　セイラは自問するようにつぶやいた。

　小さい頃ころからマカルイン王家の姫ひめとして、徹てつ底てい的に教育を施ほどこされた。

　遊ぶ暇ひまもなく、王家の人間としての知識、意識、品格、所作、思考、思想を叩たたき込まれた。当然、同年代の子供の友達はいなかった。

　だから、十二才になって、初めて王家の子女が集まる「スクール」に入学したときも、他人とのコミュニケーションをうまくとれず、いつもひとりぼっちだった。

　そんなセイラと、唯ゆい一いつ、友達のように接したのは、オリカだけだった。

『セイラちゃん、これ教えて』

『セイラちゃん、これどうやるの』

『セイラちゃん、セイラちゃん』

　目をつぶると、思い出されるのはオリカのことばかりだ。

　自分は友達がいない。

　だけど、それがなんだ。自分にはオリカがいるから大だい丈じよう夫ぶだ。

　そう思っていた。

　だけども。

「オリカが、冠絶の姫王エクセルシアになるなんて言うから、いけないんですの……」

　冠絶の姫王エクセルシア。それは大いなる存在。セイラたち王族の姫が目指す頂点。

　セイラはオリカが冠姫聖戦プリンセスジハードへの参加を決めたとき、無む性しように腹が立った。

　裏切られたように思ったからだ。

　だが、それ以上に別の感情がセイラの中に芽生えた。

　もしかしたら、オリカは冠絶の姫王エクセルシアになってしまうかもしれない。

　そうしたら、自分から離はなれていってしまう。

　遠い存在になってしまう。

　そんな不安に襲おそわれた。

　だから、オリカが冠絶の姫王エクセルシアになるのを阻そ止ししようと思った。

　それなのに。

「私は、さっき、手を、あの子の手を、拒きよ絶ぜつしてしまいましたわ」

　セイラはオリカがさしのべた手を掴つかむことができなかった。

　余計なプライドが邪じや魔まをしたのだ。

「ひとりぼっちになりたくなかったのに、自分から、拒絶してしまいましたの。だから、きっと、これは罰ばつですの」

　自分に言い聞かせるように言う。

　ドォン、と再び鈍い音が響いた。かなり近い。瓦礫の落下量が著いちじるしく増える。

　もうダメかもしれない。セイラはそう思う。

「オリカ……」

　セイラは、きゅっと身を縮め、顔を強く膝に押しつけた。

　膝に、熱いものが触れた。

　それが自分の目からこぼれているものだと気づくのに数秒かかった。

「うう。オリカ。オリカ、オリカぁ……。ごめん、なさい、ごめんなさい」

　とたんに堰せきを切ったようにぼたぼたと涙なみだが流れ始めた。

「ふえええええん。オリカぁ、オリカぁ、ひっく、ふええん」

　セイラはまるで子供のように体を揺ゆすって泣き出した。

　すると、ドレスのポケットから、ハンドベル、幸福の鐘かねが転がり出て、地面に落ちた。

　崩壊が激しさを増す廃墟の中に、もの悲しい鐘の音が一度、リンと響いた。
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「セイラ！　どこだ、セイラ」

　良護は落下してくる瓦礫や小石の雨を防いだりよけたりしながら、来た道を戻もどっていた。

　しかし、さきほど戦った場所まで戻っても、セイラの姿はない。

「あいつ、どこ行ったんだ。おい、セイラ、セイラ！」

　名前を呼ぶが、返事はない。建物が崩れる音で、かき消されているのか。

「もう別の出口から逃げたのか？」

　それならばそれで良い。だが、その場合、良護自身が早く脱出しないと、瓦礫の下した敷じきになってしまう。

　ズシン！

「おわっ！」

　目の前にひときわ大きな瓦礫が降ってきた。

　間かん一いつ髪ぱつでつぶされずに済んだ。だが、本格的な倒とう壊かいが間近にせまっていると思われた。

　戻るべきか、進むべきか。

　良護が迷っていると、不意に、甲かん高だかい音が廃墟に響ひびいた。

　リン……。

　瞬間的な、か細いものだったが、良護は確かに聞き取った。

　セイラのハンドベルの音だ。

　良護は音の方に足を進める。出口までのあいだに、脇わきにそれる道があった。そしてその道の奥の瓦礫のあいだに、小さくうずくまる青い影かげを見つけた。

「セイラ！」

　良護の呼びかけに、少女は顔を上げた。セイラである。間ま違ちがいない。

　良護はすぐに駆かけ寄った。

「オリカの、騎き士しの……、庶しよ民みん、ですの？」

　驚おどろいたような、喜ぶような、そんな表情をセイラはする。セイラの目の周りは赤くなっている。どうやら泣いていたらしい。

「何してるんだ、早く逃にげるぞ」

　良護が言うと、セイラは自分の足あし下もとを示した。

「ひねってしまって、動けませんの」

「なんだって？　……悪い。ちょっと乱暴に扱あつかうぞ」

「きゃあ！　な、何するんですの、庶民！」

　良護は無理矢理セイラの足と背中の下に手を入れ、持ち上げる。

　お姫さまだっこの体勢だった。

「ぶ、無礼者！　バカ庶民！　破は廉れん恥ちですわ！　セクハラですわ！」

「文句はあとで聞く」

　初めは暴れたセイラだったが、良護が足を動かし始めると、あがくのを止やめた。

　だが、もちろん良護の鳥とり肌はだ体質は治っていない。セイラの体温を感じる腕うでや体に、熱とともに、ぽつぽつと鳥肌が発生し始めていた。

「……ちょっと、もう少しスピードは出ませんの？」

「悪い……、今は……、これが、限界、だ」

　鳥肌をこらえている良護の歩みはかなり遅おそい。

　セイラはそんなことは知らないので不満そうではあった。だが、助けてもらっているという遠えん慮りよがあるのだろう。それ以上は文句を言わなかった。

　しばらくして、セイラが良護に尋たずねた。

「……どうして、私を助けますの？」

「どうしてって……」

「私が王族だからですの？　助けて、褒ほう美びでももらおうとでも考えましたの？　きっともらえますわよ、良かったですわね」

　やや投げやりな口調で、セイラが矢や継つぎ早ばやに言う。

「違う」

　良護は一いつ喝かつし、それを遮さえぎる。

「人を助けるのに、王族も庶民もあるか。助けたいから助けた。ただそれだけだ」

　良護はそこで歯を食いしばり、セイラを抱かかえ直すと、すこしだけスピードを速めた。

　ちょっと照れくさかったからだ。

「なんで、ですの？　なんで、あなたもオリカもそんなに、心が強いんですの？」

　その質問に、良護は黙だまった。

　自分が強いとは思わない。

　オリカも決して最強というわけではないだろう。

　だが、強く見せている理由ならわかる。

「……目標があって、そこにたどり着けるって、信じてるから、じゃないか」

　信じるもの、目標がある者は強い。

　姉の諒子も、困っている人を手伝うという絶対的な目標があった。だから、自分の行動すべてに自信があって、それが、心と体の強さにつながっていたのだろう。

「そう、ですの……」

　セイラが軽く目を閉じた。

「……少しわかった気がしますわ。私も、何か夢を見つけますの」

「そうだな、……それがいい。そしたら、おまえの笑え顔がおも見られるかもしれないしな」

「笑顔、ですの？」

　良護が不意に漏もらした言葉に、セイラは首をかしげる。

　良護は鳥肌をこらえ、若じやつ干かん朦もう朧ろうとしている部分があった。

　だから普ふ段だんは言いにくいことも、さらっと言ってしまえる状態だった。

「せっかく綺き麗れいな顔してるんだ。笑った方が、もっと可愛かわいいんじゃないかと、思ってさ」

　出口が見えてきた。あと少しだ。

　入り口から心配そうにのぞき込んでいたオリカが、こっちに向かって走ってくる。

「……あなた」

　つぶやくセイラを、良護はわずかに一いち瞥べつした。

　セイラの白い肌はだがだいぶ赤くなっているようだった。熱でも出てきたのかもしれない。

　そう思い、良護は、歯をくいしばってさらにスピードを上げる。

「名前は、なんといいますの？」

「名前？　良護だ。盾たて町まち良護」

「リョウ、ゴ……。そう……。……責任、とって、もらいますわ」

　セイラの声は小さく、近くに落ちた瓦が礫れきの音にかき消され、良護の耳には届かなかった。

　そして三人は、無事に廃はい墟きよから脱だつ出しゆつした。








　終章　初志貫かん徹てつと決断ニューデイズ




　戦せん闘とうの翌日は、良りよう護ごもオリカも死んだように眠ねむっていて、学校を休んでいた。

　そして、そのまま日曜日がやってきた。

「良護、起きなさいよ。今日は休日なんでしょう？」

「もう少し寝ねかせてく……」

　寝返りを打とうとした良護は、そこで急激に覚かく醒せいする。

　今の声はオリカだ。オリカが起こしに来ている。

　それはつまり、姫ひめ恋こい大作戦を実行しようとしているのではないだろうか。

　目を開けると、ベッドの脇で服を脱ぎ出したりするのではないだろうか。

「ほら、早くしなさいよ」

　布ふ団とん越ごしに、体を揺すられた。

　まずい。このあいだと同じパターンだ。

　このままだとどんどんエスカレートする可能性がある。

　もしかすると既すでに下着姿、あるいはそれ以上かもしれない。

　オリカには鳥肌は起こりにくい。だが、朝から欲情を強しいられるのは色々と面めん倒どうだ。

「もう、良護、いい加減にしないと……」

「やめろ、オリカ！　早まるなっ！」

「きゃあ」

　良護は思いきり布団を跳はね上げ、勢いよく立ち上がった。

「朝からそういう破廉恥な真ま似ねはやめ……、って、あれ？」

　ベッドの上に立ち、オリカにむかって注意をしようとした良護は拍ひよう子し抜ぬけた。

「痛たたたた……。何するのよ、良護」

　床ゆかに尻しり餅もちをついて、腰こしをさするオリカは、服をちゃんと着ている。

「あれ、オリカ……、おまえ」

「何よ、せっかく起こしにきてあげたのに」

　ぷくりと頬ほおをふくらませて、オリカが立ち上がる。

「いや、その、また、姫恋大作戦をしようとしているのかと……」

「はあ?!　何考えてるのよ、いやらしい。切り刻むわよ？」

　オリカは今度は顔を赤くする。

「良護はわたしのパートナーになったんでしょう？　それなら、別に焦あせって欲情させる必要はないわ。これからしばらくは一いつ緒しよにいるんだもの」

「そ、そうなのか……」

　良護はオリカに協力すると決めたことを思い出した。

　少なくとも冠姫聖戦プリンセスジハードが終わるまでは一緒にいることになる。

「でも……、そうよね。わたしが強くなるためには欲情してもらう必要があるのよね……。このあいだの変身も、どうして起こったのかいまいちわからないし……」

　オリカがふと、顎あごに手を当ててうつむいた。

「ああ……、そう、だな」

　良護は少しだけどきりとした。あの瞬しゆん間かん、良護はたしかにオリカを愛いとしいと思った。

　だから、良護がオリカに欲情すれば、強くなるというのは嘘うそではないのだ。

　とはいえ、今のオリカを見ていても、あのときと同じような気持ちにはならない。

　あれは、一時の気の迷いのようなものだったのだろう。そう思う。

　ピンポーン。

　そのとき、呼び鈴りんが鳴った。アゲハが出たのか、階下から話をしている声が響ひびいてくる。

　やがてその声が大きくなり、接近してくるのがわかった。

「ちょっと、困りますよ」

「うるさいですわ。ひとの恋こい路じの邪じや魔まをしないで欲しいですわ」

　アゲハの注意も聞かず、どたどたと足音を響かせながら、誰だれかが階段を上ってくる。

　良護とオリカは顔を見合わせた。

「リョウゴ！」

「ああ、もう、セイラ様！　せめて靴くつはお脱ぬぎください」

　乱暴に開かれた扉とびらの先にいたのは、長い金きん髪ぱつに青いドレス姿のセイラ・マカルインだ。

　止めようとするアゲハの腕を振ふり切って、ずかずかと部屋に侵しん入にゆうしてきた。

「リョウゴ、またお会い出来て嬉うれしいですわ」

　そしてセイラは良護に向かって、まっすぐにとびついた。

　咄とつ嗟さのことで回かい避ひできず、良護は首に腕を回され抱だきつかれてしまう。

「ちょっと、セイラ、ひとの召しよう喚かん騎き士しになにしてるのよ！」

　むっとした表情のオリカが叫さけんだが、セイラはまるで聞く耳を持たない。

「セイラ、おまえ、な、なんでここに。いや、その前に、は、離はなれてくれ」

　良護はふつふつと沸わき立つ鳥とり肌はだを実感しながらセイラから離れようとする。

　すると、セイラはますます抱きしめる腕うでに力を込こめて答えた。

「放しませんわ。私、自分に正直になることに決めましたの。良護と結けつ婚こんしますわ」

「は？　結婚？　おまえ、何を、言ってるんだ」

「リョウゴは、次期マカルイン王に……、って、キャア！　なんですの!?　その鳥肌」

　そこでセイラがようやく良護の鳥肌に気づき、慌あわてて体を離した。

「良護の体質よ。女の子に触ふれられると、鳥肌が立つのよ」

　いつの間にかベッドに上がったオリカが、良護の手を引き、セイラから距きよ離りを空ける。

「体質ですの？　……それじゃあ、どうしてオリカは触れられますの？」

　オリカが触さわっている部分には鳥肌が発生していないことにセイラは眉まゆをひそめる。

「それは、もちろん、良護はわたしにしか欲情できないからよ！」

　どん、っと胸を張ってオリカが言い切る。

「お、おい、オリカ、それは語ご弊へいがあるんじゃないか」

　良護が慌てて訂てい正せいを求める。

　だがしかし、オリカはセイラをにらみつけたままである。

「……わかりましたわ。リョウゴの体質は、欲情した相手には発生しないんですわね！」

「はあ!?　違ちがうと思うが」

　良護が否定するが、セイラは聞かない。代わりに、良護をまっすぐに見つめて言う。

「それなら、リョウゴ、私もあなたを欲情させてみせますわ！」

　腰に手を当てると、胸を張ってセイラが宣言した。

「ちょっと！　ひとの騎士を横取りするつもり？　良護はわたしが欲情させてるのよ！」

「私がさせますわ！」

「わたしよ」

「私ですわ！」「わたしだもん」「私ったら私」「わたしよっ」

　ぎゃあぎゃあと言い合いをするマカルインの姫ひめに挟はさまれながら、良護は頭を抱かかえる。

「それなら、私だって参加いたします！」

　その上、どさくさ紛まぎれにアゲハまで服を脱ぎ出すからたまったものではない。

　これからのことをぼんやりと考えて、良護は深いため息をついた。

　ふと、快晴の空を映した窓が目に入った。

　爽さわやかな青空は、良護に姉の諒りよう子こを思い出させた。

　だから良護は小さな声でつぶやいた。

「……俺、今度こそ守ってみせるよ。姉ちゃん」

　空の向こうで、諒子が昔と変わらない顔で微笑ほほえんでいる気がした。







　あとがき




　はじめまして、もしくはおひさしぶりです。

　著作を食間に服用してもらいたいと思っている宮みや沢ざわ周あまねです。

　もちろん食前でも食後でも、あるいは空腹時でもなんでもオッケーです。

　拙せつ作さくはお好きなときに、ご自由にお読み頂ければ幸いです。




　さて、冠絶の姫王エクセルシアと召喚騎士、いかがだったでしょうか。

　読了済みの方。

　是非是非、今後の主人公とヒロインたちの関係性や、この先増えるであろう、お姫さまや召喚騎士を想像してみてください。

　可愛くて強くて、それでいてカッコイイ姫と騎士たちを書きたいと思います。

　次回を期待して頂けると嬉しいです。




　これからお読みになる方。

　本作を簡単に説明すると、「いろいろなお姫さまが、召喚騎士とよばれる戦士を使役して世界の覇は権けんを競い合う物語」です。

　なので、主人公の周りになぜかお姫さまが集まるとか、どういうわけか、そのお姫さまが「欲情しなさい」などと言いながら、あんなことやそんなことをしてくるとか、あるいはそのメイドがもっときわどいことをするとか、そういうことは少ないです。

　あっても少しです。わずかです。

　大丈夫です。健全です。

　その証しよう拠こに、ほら、カラー口絵やモノクロ挿絵をご覧ください。

　……。

　………………うん。




　あ、そういえば、ヒロインのフルネームはオリカ・神み剣つるぎ・マカルインといいます。

　さて、この「マカルイン」、若干読みにくいようです。

　「マル」カインではなくて、「マカ」ルインです。

　簡単な覚え方としては、漢字を当てると良いと思います。

　魔を狩る院で、魔マ狩カル院イン。

　ついでにオリカには、織華とでも当てましょう。

　魔ま狩かる院いん織おり華か。

　……なんか強そうですね。

　妖怪退治とか、魔物退治とかそっち系の物語のヒロインっぽいです。

「わたしは古来より魔を狩り続けて来た一族、魔狩院家第十三代頭首、魔狩院織華よ！　あなた、わたしの式しき紙がみになりなさい！」

　的な感じでしょうか。

　ちなみに、この漢字も台詞も本編とは一切関係がありません。

　あとがきから先に読んでくださってる方は要注意です。

　ここはネタとフィクションとほんの少しの嘘うそで構成されています。

　真実を確認するためにも、是非に１ページ目からどうぞ。




　すこしだけ宣伝です。

　宮沢周をインターネットで検索すると、「宮沢周を食間に服用してください」という、正直意味がわからないよ、なホームページが見つかります。

　一応、宮沢周オフィシャルホームページです。

　主に、飼い犬の話題が多いような気がしますが、たまにお仕事の話が出ています。

　暇つぶしなどでも良いので、見て頂けると嬉しいです。

　既刊情報もこちらからどうぞ。




　それでは最後に謝しや辞じを。

　どんなひどい状態の原稿にもめげずにコメントをくれ、どんどん物語をレベルアップさせてくれた担当さんに。

　オリカたちに、可愛くてカッコイイ、素敵なイラストをつけてくださったCurrentカレント Storageストレージのおふたりに。

　編集部をはじめとする、本の製作に関わってくださっている皆様に。

　そして、最後にこの本を手にとってくださったすべての方に。

　この場を借りて御礼申し上げます。

　ありがとうございました。今後ともよろしくお願いいたします。





宮みや沢ざわ　周あまね












冠絶の姫王エクセルシアと召しよう喚かん騎き士し
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